


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: 時空のクロス・ロード3 バースディは永遠に]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『ねえ、おいしい？　まだ、熱いでしょ、焼きたてを持ってきたんだよ』

『う、うん、おいしいよ』

　そう……あのとき、俺おれは、そう言って笑ってみせた。

　だって、そう言うしかないじゃないか……。













　第一章「日常」







　店頭に並べてあったスクーターの列を店内に仕し舞まって、奥のピットに散らばっていた工具を片づけ終わったとき、店の壁にかかっているオルゴール時計が午後八時の音楽を奏で出した。

　今日も定時でバイトが終わった。

　残業も何もないというのは、やはり景気が悪いということなのかもしれないな……。

　ショウが、そんなことを考えながら作業場の奥の流しで、エンジンオイルまみれになった手をお湯と工業用洗剤で洗っていると後ろから声が聞こえた。

「ショウ、お前、こんどの日曜日ヒマか？」

　振り返ると、そこに、このバイクショップ「ホルス」のマスター、新あら木きが立っていた。

　三十代半ばのその男が着ているツナギの作業服に染しみついたエンジンオイルの色が、この店がバイクを単なるファッションとして売っている店ではないことの証明だった。

「ヒマといえばヒマですけど」

　高校中退の俺おれに、予定なんかあるわけないですよ……。

　新あら木きは、後半の言葉を飲み込んだショウの表情に気づかなかった。

「そうか、じゃあバイクトライアルの大会を見に行かないか？」

「バイクトライアルですか？」

　一いつ瞬しゆん、ショウの心が動いた。

　トライアルとは、簡単に言ってしまえば、軽量のオフロード型バイクで、障害物を乗り越えるバイクの障害物競争のことである。ただ、普通のレースと大きく違うのはトライアルで競われるのは、バイクの速さではなく、コントロールの能力だという点にある。障害物を乗り越える際にバイクから降りたり、足をついたりすることによりペナルティが課せられ、そのペナルティの一番少ない者が勝利することになる。いわば他ほかのバイクレースが他人との戦いならば、トライアルは自分との戦いなのだ。

　当然、その競技風景には華はなやかさはない。ひたすら地じ味みで、マニアックである。おそらくバイクの競技の中では最もマイナーな部類に入ると言っていいだろう。

　しかし、ショウには、その地味さが、自分に合っているような気がしていた。

　他人との競争ではなく、自分のテクニックを高めることにより賞賛を得ることができる。そのシステムが気に入ったのかもしれない。

　新木は、笑いながら続けた。

「お前、トライアルに興味あるんだろ？　中古のトライアルマシン直して乗るくらいなんだから……日曜日に秩ちち父ぶの長なが瀞とろにある採石場で、大会があるんだが、行ってみないか？」

　長瀞……。

　その地名を聞いたとき、ショウの顔がこわばった。

「いえ、いいです、行きません」

　新木は、ショウの顔つきを見て、何か言いたそうだったが、結局何も言わなかった。

「俺おれは別にトライアルなんかに興味ありません、あのバイクはタダ同然の値段で買えたから乗っているだけです。じゃあ、工具の片づけも終わりましたから、先に帰ります」

　今や骨こつ董とう品に近いＴＬＲ二〇〇のエンジン音を響かせて、視線も合わさずに店の裏手から出てゆくショウを、新木は黙って見送っていた。

　ショウの乗るＴＬＲ二〇〇は、一年ほど前に「ホルス」に下取りされてきたバイクだった。

　下取りしたものの中古として店頭に並べるのには古すぎると判断した新木は、このバイクを仕切屋と呼ばれる解体業者に引き取らせるつもりだった。しかし、そのバイクを見たショウが言った。

「俺が乗ります、このバイク俺にください」

　その、きっぱりとした口調に新木は驚いた。

　ショウが新木の店でアルバイト店員として働きだして一年近くすぎていたが、これほどはっきりと自分の意志をあらわしたのは、そのときが初めてだった。

　感情を面おもてにあらわさず、言われたことはやるが、積極的に自分から判断したり動いたりせず、他人にアピールすることを嫌うタイプの少年に見えたのだ。

　しかし、そのショウが、初めて自分の意志を見せたことで、新あら木きは、ショウに対する評価を変えた。

　そうか……こいつは不器用なだけなんだ。

　新木は、ショウがその廃品同様のバイクを整備するのを黙って見ていた。そして、問題につきあたるたびに的確なアドバイスを行ったが、決して自分から手伝おうとは言い出さなかった。

　そして、仕事の合間を見て半年かけて、ショウはあのＴＬＲ二〇〇をレストアした。

　十五年以上眠ねむりについていたエンジンがよみがえったときのショウの目の輝きを見たとき、新木は自分の評価が間違っていなかったことを確信した。

　この半年で、あいつはずいぶん変わった……でも、あいつの心の中には絶対に他人にはわからない何かがあるんだろうな。

　新木は、ショウの走り去った夜の町を見ながら、そんなことを考えていた。




　店を出て二十分ほど走ったところにある奥おく多た摩ま街道沿いの、公園の駐車場にショウは乗って来たＴＬＲ二〇〇を停めた。

　エンジンを切ってヘルメットを脱ぐと、収まりの悪い茶髪をかき上げながら駐車場の奥にある缶かんコーヒーの自動販売機で、ホットのブラックコーヒーを買う。

　それを持って、バイクのところに戻り、バイクに寄りかかったまま缶コーヒーのプルトップを起こすと、缶コーヒーの飲み口から一筋の細い湯気が立ち昇った。

　季節は一〇月の末。

　都心から離れたこの浅あさ羽ば野の市では、夜の気温は、昼の半分以下にまで下がる。

　白いツナギの作業服の上に羽は織おったパイロットジャンパーの襟えりを寄せたショウの目の前を、車のヘッドライトとテールライトの列が無関心に走り過ぎてゆく。

　家に帰りたくなかった。

　家では幼い弟たちが待っているだろう。

　父の違う兄弟たち。

　何の屈くつ託たくも無くショウを慕したう歳としの離れた弟たちは好きだった。しかし、その兄弟と母と、継けい父ふのいる家の中に、ショウの居場所は無かった。

　母の再婚相手の継父を、ショウは一度も「お父とうさん」と呼んだことがなかった。

　だって……俺の父親は、一人だけだ。あの人は静しず夫おさんであって父さんなんかじゃない。

　缶コーヒーを一口飲んで、ショウはつぶやいた。

「長なが瀞とろか……」

　ショウは八年前の夏の日を思い出していた。




　あの日、俺おれは十歳さい。小学校の四年生だった。

　夏休みの最初の日曜日。俺たち一家は、近所に住んでいた同級生の桐きり原はら花はな美みの一家と秩ちち父ぶにある長なが瀞とろという観光地にピクニックに出掛けた。

　そこは、荒あら川かわの源流に近く、川沿いに岩いわ畳だたみと呼ばれる切り立った岩が並んでいる場所だった。

『あんまり川の近くまで行くなよ！』

　バーベキューコンロの前に立っている真まっ赤かな顔をした父が缶かんビールを振りながら笑顔で叫んだ。

『わかってるよ！』

　俺は、そう言うと、同級生の花美といっしょに岩畳を昇った。

　切り立った岩の上からのぞくと、渦うずを巻いて流れる薄緑色の川かわ面もが見えた。

　東とう京きようの下町を流れている荒川は茶色かった。同じ川なのに、なぜそんな色をしているのかが不思議に感じたのを覚えている。

　俺の目の前を、色とりどりの蛍けい光こう色のライフジャケットを身につけて、ヘルメットをかぶった人たちが乗るゴムボートが流れてきたのはそのときだった。

　ゴムボートで急流を下る、そういったスポーツのことをラフティングと呼ぶということは、俺はあとで知った。

　目の前で盛大な水しぶきをあげて飛び跳はねるゴムボートを見た花美が歓声を上げた。

『すごーい！　ねえ！　ショウくん、もっと近くで見ようよ！』

　花美が走り出したのと、その足が濡ぬれた黒い岩いわ肌はだの上を滑すべったのは、ほぼ同時だった。

　俺は、花美の手をつかもうと手を伸ばし……そして、その手をつかんだ。

　しかし、俺は花美を支えることができずに、俺たちはそのまま川に落ちた。

　冷たい黒い水と白い泡あわの向こうで、父が走ってくるのが見えた。

　渦うずに飲み込まれながら俺は父が飛び込む姿を見た。

　僕はここだ！　ここにいるよ！　お父とうさん！

　あのとき、父は確かに俺を見たんだ。

　でも……父が助けようとしたのは、下流に流されていった花美だったんだ。

　俺は、すぐ近くにいたカヌーの人に助けられた。

　そして父と花美は、レスキュー隊の手で、一時間後に水底から発見された。

　もの言わぬ姿で……。

　俺は、花美を助けることができなかった。

　そして父は僕を助けてくれなかった。




　ショウは、目の前にある缶コーヒーを見つめて聞いた。

　それは、あの日から何度も何度も聞いてきた質問だった。




　父とうさん……。

　俺おれは……いらなかったのかい？

　俺は……死んでもよかったのかい？




　その答えは決して返ってこない。




　こんなとき……泣くことができればきっと楽なんだろうな。

　ショウは、そんなことを考えながら缶かんコーヒーを一気に飲み干して、空あき缶かんを公園の脇わきにある植え込みの中に投げ込んだ。

　乗ってきたＴＬＲにまたがり、ミラーに引っ掛けてあったヘルメットをかぶって、バイクのエンジンキーをオンにしたそのとき。だれかがショウの前に立った。

　見上げると、そこに不思議な笑みを浮かべた老人が立っていた。

　エスニック調のちょっと不思議なデザインの服を着たその老人は、笑って言った。

「答えが欲しいかね」

　ショウは驚いた。そして、それと同時に恐怖心と警戒心が湧わきあがった。

「お前……何を言ってるんだ？」

　老人の微笑ほほえみは変わらなかった。

「わしかね？　なに、通りすがりの爺じじいじゃよ」

　その老人はショウの質問には答えずに、不思議な微笑を浮かべたまま、ゆっくりとショウの横を通り過ぎて行った。

　……なんだ？　あいつ。

　老人の背中を見送ったショウは、一回首をひねったあとで、ＴＬＲのキックスターターを一気に踏み下ろした。

　二〇〇ＣＣ単気筒四サイクルエンジンの音が、駐車場に響いた。




　ショウの家は浅あさ羽ば野の市の北側に広がっている新興住宅地の一角にあった。

　十年ほど前に、大手の不動産業者が造成して分譲した、その大規模な住宅地には、生いけ垣がきに囲われたパステルカラーの二階建ての住宅が、整然と並んでいる。

　その中の一軒の家の前にバイクを止めて、ショウは家を見上げた。

　それは父が買った家だった。父の生命保険金で、なんとか家を手放さずにすんだが、母は生活のためにずっとパートに出ていた。そして、ショウが十三歳さいのときに、パート先のスーパーの主任と再婚したのだ。

　一階のリビングから、明かりと、母と、幼い兄弟の笑い声が漏もれてくる。

　ショウは二階の部屋を見た。

　暖かそうなリビングと対象的に、暗く沈み込んだそこが自分の部屋だった。

　……しかたねえよな。この五年間、俺おれは母親とまともに会話したことすらないんだからな。

　自じ嘲ちようするような笑いを浮かべたあとで、ショウは自分がもうすぐ十九歳さいになるということに気がついた。

　楠くす本もと樟しよう十九歳か……今なら何をやっても少年Ａですむわけだな。

　ショウは、この五年間の出来事を思い出していた。

　俺が母親と話をしなくなったのは中学二年のときだったな……学校で、ちょっとした事件を起こしてから俺は不登校を続け、ギリギリの出席日数で卒業したあと、浅あさ羽ば野の市立高校に入学したが、ほとんど登校することなく一年の夏に退学した……。

　暴走族に加わったこともあるし、不良仲間とケンカを繰り返して補導されたこともある。しかし、いつのまにかそういった連中とも付き合いをしなくなっていたよな。

　群れることに価値を見い出すことのできない俺のような人間にとって、それは当然のことなのかもしれない……。

　リビングから聞こえてくる明るい家族の声を聞きながら、ショウは、どうしても玄関のノブが回せなかった。

　ショウは手に持っていたヘルメットを頭に乗せると、回れ右をしてバイクのところに戻った。

　……家に帰るのは、もっと遅くなってからでいい。そうすればだれにも顔を合わせずにすむんだ。




　次の日、午後八時にバイトを終えたショウは、いつもと同じように、あの公園の駐車場にバイクを停めた。

　……今日は、どこで時間を潰つぶそうかな。

　青白い水銀灯の明かりにぼんやりと浮かび上がる公園のベンチを眺めて、そんなことを考えていたショウは、中学生の頃のことを思い出していた。

　そういえば、俺は……いつもこの公園で時間を潰していたんだよな。

　中学の頃、学校に行きたくなかった俺は家を出たあと、毎日この公園で図書館で借りてきた本ばかり読んでいたんだ……。

「そろそろ九時半か……」

　腕時計を見て、そう独り言をつぶやいたとき、ショウは昨日きのうの夜、ここで声をかけてきた妙みような爺じいさんのことを思い出した。

　なんか……妙に気になる爺さんだったよな。

　公園の前の奥おく多た摩ま街道を、定期便のマークをつけた大型トラックが轟ごう音おんを立てて走りすぎてゆく。

　ショウは街道の端はしに目を落とした。

　そこには、投げ捨てられた缶かんコーヒーの空あき缶かんと、雨に打たれてボロボロになった雑誌と……車に轢ひかれて死んだ野の良ら犬の死し骸がいがあった。

　だれにも見られることなく死んでいったであろうその野良犬に、ショウは一いつ瞬しゆん自分を見た。




　……俺おれと、あの犬と。

　どれほどの違いがあるんだろう。

　俺が死んでもだれも泣かない。

　俺が死んでもだれも困らない。

　……だとしたら。

　俺と……あの犬と……。

　どれほどの違いがあるんだろう。




　野良犬の死し骸がいを凝ぎよう視ししていたショウの前に人が立ったのはそのときだった。

　見上げたショウは驚いた。

　目の前に立っていたのは、昨日きのうの夜、ここでショウに不思議な言葉をかけて去っていったあの爺じいさんだった。

「野良犬になりたくないのなら……これを使うが良い」

　爺さんは、そう言うと懐ふところに手を入れ、薄緑色のモバイルギアのようなものを取り出した、そして何も言えずに驚いているショウに向かってそれを差し出した。

「答えはここにある。答えが欲しいのなら、このモバイルの画面を押すがいい」

　有無を言わさぬ口調だった。

　その言葉の迫力に一瞬気け圧おされたショウは、思わず爺さんが差し出したモバイルギアのようなものを受け取ってしまった。

　……なんだこれ？

　メール用のポケットボードじゃないし……。

　そして、ショウが目を上げたとき、そこに老人の姿はなかった。

　ショウはあわててあたりを見回した。

　そこには、水銀灯の青白い照明に照らされた、夜の公園の駐車場が広がっていた。植え込みの向こうにあるものは、何一つ変わらない夜の街と、走りすぎてゆく車の列だけだった。

　なんだったんだ……今の爺さんは！

　幻まぼろしでも見たんだろうか？

　しかし、ショウの手の中にある半透明の薄緑色をしたモバイルギアのような品物が、爺さんが存在していたことの証明だった。
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　ショウは、モバイルを開いた。

　開いたモバイルギアの内側にはメールやメッセージを入力するキイボードが無く、ただのっぺりとした銀色の液晶画面のような板が上下に二枚分かれているだけだった。

　どうやって使うんだろう？　それより……これはいったい何なんだ？

　そのとき、銀色の液晶画面の片側が光を放った。

　それは、不思議な色合いをした光だった。

　蛍けい光こう灯や発光ダイオードのような、押しつけがましい光ではなく、蛍ほたるが発する燐りん光こうを青くしたような光だった。

　その光のやさしさに、ショウは一いつ瞬しゆん警戒心を失った。

　手を伸ばしてその光る画面にそっと指を出して……触れた。

　その瞬しゆん間かん。

　身体からだを電流のようなものが走り抜け、身体中のすべての感覚が消えた。

　音も、温度も、上下左右の感覚すら失ってしまった。













　第二章「闇の街」







　やがて……。

　ゆっくりと身体からだの感覚が戻ってきた。

　ショウは、自分が、さっきモバイルに触れたときの姿勢のまま、バイクにまたがっていることに気が付いた。

　何だったんだ？　今のは……。

　ショウは頭を振ると、あたりを見回した。

　いつもの公園の駐車場じゃないか……でも、なんか変だぞ。

　ショウの視界に入ってきた公園の駐車場は異様に暗かった。さっきまで、昼間のような明るさで駐車場を照らしていた青白い水銀灯が、すべて消えていることに気がついたショウは、視線をさらに遠くに移した。

　街が見えない。

　そこから見えるはずの奥おく多た摩ま街道沿いのビルや商店の看かん板ばんなどの明かりがすべて消え、遠くのビルや建物は、暗くら闇やみの中に溶け込み、輪りん郭かくすら見えなかった。

　街全体で停電でもしてるのか？　……いや、違う！

　そのとき、ショウは自分が感じている違和感の正体に気づいた。

　静かすぎる……。

　街は静まり返っていた。

　いつも聞こえている街のざわめき。自動車の走る音や、電車がガードを通過する音、そしてどこからか流れてくるテレビの音声……それらがいっしょくたになった低周波のような響き……それが、まったく聞こえないのだ。今、ショウの目の前で、街は死んだように闇の中に広がっていた。

　ショウは、バイクから降りると、街道に向かって歩き出した。

　スニーカーの底から伝わってくるのは、風化してひび割れたアスファルトの感触だった。

　もう……何年も人が歩いていないみたいだな。

　公園の入り口に立って、街道の左右を見る。

　視界に入るのは二百メートルぐらいで、そこから先はすべて闇の中に溶け込んでいた。

　ショウは、さっきまで目の前にあった街道の姿を思い浮かべた。

　ここは昼も夜も、とどまることなく流れ続けるヘッドライトとテールライトの川だったはずだ。

　しかし、今、ショウの目の前にあるのは枯かれ果てた川と化した街道の姿だった。

　その川の両岸には、うち捨てられた廃車の群が、岩のようなシルエットを見せていた。

　ここは、一体どこなんだ？

　いや、ここは間違いなく浅あさ羽ば野の市だ。ただ……俺おれのいた浅羽野市じゃない、何かの理由で人間が住まなくなった浅羽野市なんだ。

　ショウは足元から背中に向かって寒かん気きが上ってくるのを感じていた。

　その寒さは外気から伝わってくるものだけではなかった。

　どうすればいい……俺は……どうすればいいんだ？

　ショウは、ポケットに手を突っ込むと携帯電話を取り出した。

　液晶の画面はそのままだったが、アンテナ表示が出ていない。

　メモリーにある電話番号を片かたっ端ぱしから呼んだが、ひとつとして答えたものは無かった。

　どうなっているんだ？

　駐車場を振り返って、そして、自分が停めたときのままの形で、そこにＴＬＲがあるのを見たとき、ショウは今まで息をすることすら忘れていたかのように大きく息をついた。

　ＴＬＲにまたがり、キックペダルを一気に踏ふみ降ろすと、静まり返った夜の街の中にエンジンの排気音が響きわたった。

　その音は、ショウに言いようのない安あん堵ど感を与えてくれた。

　ライトをオンにすると、闇やみの中に街道沿いの茶色いタイル張りのオフィスビルの壁が浮かび出てきた。

　そのビルの窓ガラスが割れていないことにショウは気がついた。

　あの建物は壊こわれていない……人間が住まなくなった理由は、地震とか、戦争とか、そういった理由じゃないんだ。

　ショウはヘルメットをかぶってストラップをしっかり止め、ＴＬＲのギヤを蹴けり込んだ。

　アクセルをふかしてクラッチを繫つなぐと、トライアル車特有の太いトルクを感じさせながらＴＬＲはゆっくりと走り出した。

　ショウは奥おく多た摩ま街道を右折した。それは家のある方角だった。あんなに帰りたくなかったはずなのに、ショウは今、無む性しように家に帰りたかった。




　夜の浅羽野市を支配していたのは闇だった。

　道路を塞ふさぐように放置されている廃車の群の間を、すり抜けるようにショウは走った。

　ＴＬＲの小さなライトの明かりの中に浮かぶものは、廃はい墟きよと残ざん骸がいだけだった。

　ショウは、街道と東通りとの交差点を左折した。いつもなら昼間のように明るい東通り商店街のアーケードは、街道沿いとは違う漆しつ黒こくの中にあった。

　ショウは、それが単に明かりが無いだけの理由ではないことに気がついた。

　焦こげているんだ！

　商店街は焼けていた。いや、焼けているのは商店街だけではなかった。

　東通りを進んでゆくショウの目の前に、一面の焼け野原が広がっていく。

　商店街の外れで、ショウがＴＬＲを停めたそのとき、夜空に広がっていた雲が切れた。

　青白い月の光に浮かび上がった光景を見たとき、ショウは身体からだの震えを抑えることができなかった。

　道の両側に並んでいるはずの家々は、一軒も残っていなかった。

　大手の不動産が開発した大規模新興住宅地の数百戸の住宅すべてが、焼け落ちていたのだ。

　ショウは、自分の家があったあたりに立った。

　道路と家の敷地との境界線に、黒く焼けた門柱だけが残っている。

　ショウは門柱に駆かけ寄って、そこに張り付けられている大理石の表札を確かめた。

　その表札には『楠くす本もと』と彫られていた。

　間違いない……ここに俺おれの家があったんだ。




　ショウはＴＬＲに駆かけ戻ってエンジンをかけた。

　ヘッドライトの中に浮かびあがる燃え残りの家の柱……それは墓標のように見えた。

　ショウはＴＬＲを発進させた。

　どこに行っていいのかわからなかった。でも、ここにはいたくなかった。

　東通り商店街を抜けるとき、ショウの目に、浅あさ羽ば野の市役所の看かん板ばんが目に入った。

　そうだ！　市役所だ。地震のときや災害のときの、避難指定場所に行けば、何かわかるのかもしれない。

　ショウはＴＬＲをＵターンさせると、市役所と市民病院がある方向に向かった。

　浅羽野駅に抜ける通りを右折したとき、目の前に大きな市民病院の建物が浮かび上がった。

　夜空を背にしてそそり立つ、真っ暗な四角い建物は、古い城じよう塞さいのように見えた。

　人の存在を示す光はどこにも無い。

　火すら燃やしていないのか……どうやらここは避難先じゃないみたいだな。

　そう考えてショウが視線を前に戻したとき、ＴＬＲのライトの中に何か白いものが浮かび上がった。

　ショウは、急ブレーキをかけて、その白いものの手前で停止した。

　それは人間の白骨だった。

　服を着たままの白骨が道路の真ん中に転ころがっているのだ。

　手足が硬直して、しばらく息ができなかった。

　その白骨を避けようとして、ふるえる手でＴＬＲのハンドルを振ったとき、ライトが振れた。その方向に浮かび上がったものを見たショウは、思わず悲鳴を上げていた。

　病院の玄関前に積み上げられたボロ布の山のようなもの……それはすべて服を着た白骨だった。

　気がつくと、白骨はあちらこちらに転がっていた。

　病院の脇わきの車の中。

　バス停に停車したまま放置されたバスの車内。

　階段の上。

　あらゆる場所に、無数の白骨が散乱していた。

　ショウは、動けなかった。

　自分の周りにある暗くら闇やみの中に、いったいどんな光景が広がっているのか、想像したくなかったショウは、目をそむけて視線を足元に落とした。

　ＴＬＲのライトの反射で、足元から半径五メートルぐらいのところにあるものがぼんやりと視界に入る。

　ショウは、左の足元にあるものに気がついた。

　それは、セーラー服の袖そでだった。

　思わずその袖の元の方に視線を上げたショウの目に、地面に広がる長い髪が見えた。

　女の子の白骨だ……きっと中学生くらいの子だろう。

　ショウの背筋に震えが走った。

　この世界に何があったのかはわからない。しかし、今、きっとこの世界は地獄のような世界に違いない。女の子が、路上に倒れて死んで……そしてその死体が白骨になるまで放置される世界が地獄でなくて何だろう。

　ショウは、半分目をつぶると、アクセルをふかしてクラッチを繫つないだ。

　ＴＬＲは、半分ウィリーするように前輪を跳はね上げて、蹴け飛とばされるような加速で走り出す。

　ショウは、夜の街を走り抜けた。ただひたすらに前だけを見て走り続けた。

　目の前の一点以外の方向を見たくなかった。

　今まで走ってきた道路の両側に立つ家々の暗い部屋の中に、何があるのか、ショウには想像がついた。そして、その想像がショウを追い立てた。




　気が付くと、ショウは、バイクショップ「ホルス」の前に立っていた。

　ショウは「ホルス」の建物を見上げた。

　ショウウインドウは割られているが、焼け落ちてはいないようだな……もしかしたら中はそのままなのかもしれない……。

　ショウは店の出入口から中に入って店てん舗ぽの中を見回した。

　店の前の方に陳ちん列れつしてあった原付スクーターが、何台か盗ぬすまれている他ほかに、特に破壊されたような様子もなかったが、ショウは店の中の様子に、妙みような違和感を感じていた。

　なぜだろう……。

　店を見回したショウは気がついた。

　古いんだ……並んでいるバイクは、みんな二～三年前に発売されたタイプなんだ。

　ショウは、店の奥のカウンターに向かった。

　カウンターの奥の壁にかかっているカレンダーを見て、ショウは驚いた。

　そのカレンダーは二年前の日付だった。

　ショウは今まで、この世界が未来の世界だとばかり思い込んでいた。

　ここは未来の浅あさ羽ば野の市じゃない！　……でも、過去の世界でもない。俺おれの住んでいた浅羽野市では二年前にこんなことは起こっていないからだ……つまり、ここは別の世界の浅羽野市なんだ。

　ここは、いったいどうなっているんだろう……それよりも、俺はどうすればいいんだろう。

　ショウは店の中を見回した。

　家が燃えてしまった今、俺が知っている場所はここだけだ。

　とにかく、俺はこの世界で生きている。

　ショウは、カウンターに置いてあった懐中電灯のスイッチを入れたが、電池切れだった。

　……二年以上放置された電池は消しよう耗もうしてしまっているんだ。

　何か明かりになるものは無いだろうか……火を燃やすのが一番手っ取り早いがいくらなんでも家の中で火を燃やすわけにもいかないし……。

　店内を見回したショウの目が、店の奥にあるアクセサリー類の売場に止まった。

　そこに、オフロードバイクに乗って、キャンプしながらロングツーリングをする客向けにさまざまなキャンプ用品が陳ちん列れつしてあったのを思い出したのだ。

　ショウは商品棚から、ガスランタンとキャンプ用品一式を引っぱり出してきた。

　店のカウンターの上で、ガスランタンにマントルを取り付けてガスライターで焼いたあと、ガスボンベのコックをひねる。

　フロストタイプのホヤ越しに燃えるガスの炎の、ぼんやりとした明かりが店内を浮かび上がらせた。

　ショウは、そのガスランタンを下げて、店の奥に向かった。

　店主の自宅がある二階へと昇る階段の前でショウは立ち止まって階段を見上げた。

　下から五段ほどまでは、ぼんやりとしたランタンの明かりで見ることができるが、それから先は暗くら闇やみのなかに消えていた。

　さっき市民病院の前で見た白骨がショウの脳のう裏りをよぎった。

　……やめておこう。そう、もっと明るくなってからにしよう。

　ショウは、奥のドアを開けて、作業場に入った。

　作業場には、コンプレッサーや工具が置かれたままになっていた。そしてそのどれにも白い埃ほこりが積もっていた。

　そうか……二年の間、だれもここには入っていないんだ。

　ショウは、コンプレッサーの横にかかっていた作業灯に気がついた。

　こいつは確か十二ボルトのバイク用のバッテリーで使えるやつだ。乾電池がダメでもバッテリーなら使えるやつがあるかもしれない……それに、ガソリンがあればバイクのエンジンが動く、エンジンさえ動けば電気は作れるんだ！

　ショウは、工場の中に置かれたバッテリーから、使えそうなものを選び出し、そこから電源を取って店舗のカウンターの上で作業灯のスイッチを入れた。

　闇に閉ざされていたバイクショップの中で光が踊る。

　作業灯の電球は、せいぜい二十ワットくらいのものだったが、長時間暗闇を凝ぎよう視しし続けてきたショウの目に、その明かりはとても直視できるものではなかった。

　目をそむけたとき、ショウは床に落ちている新聞に気がついた。そしてその大見出しに目が止まった。

『新種の伝染病か！』

『国内でもすでに百人が発病！』

『世界同時進行！　致死率九〇％以上か』

　ショウは、店の中に散らばる新聞をかき集めた。

　どれも二年前の十一月の日付だった。

　ショウは、食い入るようにその古新聞を読んだ。

　二年前、この世界に何があったのか。その答えがそこにあった。

『三日熱』それがこの地獄を作り出した元げん凶きようだった。

　正体不明のウイルスによるこの『熱病』は、空気感染するために伝染性が強く、罹り患かんして発熱すると三日目に心肺機能が突然停止して死に至るというもので、致死率、つまり発病した人間が死亡する割合は九〇％以上という恐ろしいものだった。

　一番古い日付の新聞に掲載された、最初の患かん者じやの発生を告げる記事は本当に小さなものだったが、それから一週間後の日付の新聞には一面全体に伝染病の発生を告げる大見出しが踊っていた。

　それ以降、新聞の紙面は縮小され、記事の量がどんどん減っていくのがわかった。

　そして、紙面の半分が白くなって避難場所での注意や、あちこちで暴動が発生しているという記事だけしか載のっていない新聞が最後だった。

　最初に熱病の記事が出てから、最後の新聞が配られた日まで、わずか二週間しか経っていなかった。

　新聞の記事にこんな一文を見つけたとき、ショウは伝染病の恐ろしさを知った。

『俗に風邪かぜ、と一言で片づけられてしまう病気も、実を言うとインフルエンザという名前のれっきとした伝染病で、罹患率も非常に高い。だれでも年に一回や二回は罹かかったことがあるはずだ。では、なぜ人々は驚かないのか。その理由は単に死ぬ確率が非常に低いからである。もし、インフルエンザに罹かかった人間の半数が死ぬとしたら、我々は、こんなにのほほんと構えていられるだろうか？　今日、風邪かぜで熱のある人間の半分が、明日あした死んだとしたら、我々のこの社会はどうなるのだろう。今世界中で流行の兆きざしが見えているこの正体不明の熱病が、そういったものでないことを切せつに願うばかりである』

　ショウは、伝染病というものの恐ろしさなど、考えたこともなかった。病気などというものは予防注射や薬で簡単に治るものだとしか思っていなかった。

　みんな……死んでしまったのだろうか？

　いや……新聞の記事には九〇％の致死率と書いてあった、発病した百人のうちの九十人が死ぬってことだろう。だとしたら十人は生き残るってことになる。

　この浅あさ羽ば野の市の人口は知らないけど十万人以上は住んでいたはずだ、だとしたら一万人は生き残っていたっていいはずだ。なのにこの荒れ方はとても一万人が生き残っているようには見えない……。

　ショウは最後の日付の新聞の記事を思い出した。

　それは、暴動と放火が絶えないという記事だった。

　患かん者じやが発生した家を焼いたり、商店を襲って略りやく奪だつしたりする連中が横行しているということは、もはや法律も何も無くなっているということなんだろう。

　死の恐怖と疫えき病びようの支配する無法地帯……その中で殺し合う人々……。

　文章や映画で何度も見てきたその光景が、現実のものとなってショウの脳のう裏りに浮かんだ。

　やがて、バッテリーの電池が尽きたらしく作業灯がゆっくりと消えていった。

　ショウには、その消えてゆく電球のフィラメントの輝きが、この世界の人間たちの命の炎ほのおのように見えた。

　ランタンの明かりだけになった店の床の上で膝ひざを抱いてうずくまったショウは、本当の孤独とはどんなものか、今、初めて知ったような気がした。













　第三章「人の声」







　少しずつ夜が明けていく。

　ショウは腕時計を見た。

　午前六時か、もうすぐ日が昇るな……。

　店の外の通りが明るくなっているのがわかる。

　それは、鳥の声以外何一つ物音のしない静かな朝だった。

　ショウは以前、新あら木きに店の常連客と一緒に東北の山奥に林道ツーリングに連れて行ってもらったときの朝を思い出していた。

　都会の音が一いつ切さいしないその山奥で朝を迎えたときと同じ静寂が、ショウを包んでいる。

だれも生き残っていないのだろうか？

　いや……そんなことはない、夕べ走った道がその証拠だ。

　今から考えて見ると、俺おれが走ったのは道だったような気がする。

　そう、あれは間違いなく道だった。捨てられた自動車の群れを縫ぬうようにつけられたあの道は、自転車やオートバイくらいのものが通り抜けるために作られた道に間違い無い。

　林道ツーリングで何度もケモノ道に迷い込みそうになった経験から、ショウにはそれが判別できた。

　だとしたら、きっと、だれかが生き残っているはずだ。




　やがて、太陽が昇ってきた。

　ショウは、店を出ると、朝日に照らされた朝の商店街を歩いた。

　そこに立ち並ぶ商店は荒れ果てていた。

　割られたショウウインドウ……焼けこげたシャッター……道路に散乱する家財道具。

　略りやく奪だつと暴動と混乱のあとをそのままにした無人の町並みが目の前に続いていた。

　信号の角にあるコンビニの店内を覗のぞいたとき、ショウは床に投げ出されている物に気がついた。

　それはレジスターだった。

　大きく開いた引き出しから散らばった紙幣が目に止まったとき、ショウは思わずコンビニの中に駆かけ込んでその一万円札や千円札を拾い集めた。

　すごい！　ざっと二十万円くらいはありそうだ！

　持ち主がいないんだから貰もらったってかまやしないよな……それにしてもこんなところに金が落ちているってのに、よくだれにも持っていかれなかったよな。

　そう考えたとき、ショウの手が止まった。

　ショウは薄暗いコンビニの店内を見回した。

　さまざまな品物が、これでもか、というぐらいに並べられていたはずの商品棚だなは、ほとんどが空からっぽで、わずかに残ったＣＤやテープといった家電用品や下着類が、白い埃ほこりをかぶったまま放置されている。

　ショウは自分が握にぎりしめていた紙し幣へいを見つめて思わず独り言をつぶやいた。

「だれも拾おうとしないわけだ……この世界では……金に、なんの価値もないんだ」

　ショウはコンビニを出ると、商店街を見回した。

　無人の静寂の中に立ち並ぶ焼け焦こげた商店の列。その列の前に立ったとき、ショウは無む性しように大声で叫びたくなった。

　でも、俺おれの声に答える人はいない、俺の声は、そのままこの街に吸い込まれていくだろう。

　俺は一人が好きだった。したり顔で他人のことをわかっているような事を言うトモダチなどというものが大嫌いだった。

　だから、俺は群れなかった。

　他人と関わらずに、一人で生きていくのがクールで格好いいのだと信じてきた。

　なのに……なぜこんなに悲しいんだろう。

　ショウは無性に人に会いたがっている自分に驚いた。




　バイクショップに戻ったショウは自分がひどく空腹であることに気がついた。

　そういえば夕べから何も食っていないんだっけ、とにかく食料や使えそうなものをかき集めなきゃ。

　ショウは、店の中を調べ始めた。そして、夜には暗くて気がつかなかった段ボール箱を開いたとき、その中に未開封の非常持ち出しセットを見つけた。

　包装してあるビニールを破って銀色のリュックを引っぱり出し、中を確かめたショウは、思わず小さく歓声を上げた。

　リュックには緊急用の水と乾かんパン、そしてレトルトのカレーなどが詰まっていた。

　そして、そのリュックの一番下に入っていたのは、手回し式の発電器がついた携帯ラジオつきのライトだった。

　そうか、ラジオがあったんだ。

　もしかしたらラジオ放送ならやっているかもしれない！

　ショウは、携帯ラジオの後ろについていた発電用のハンドルをぐるぐると何回も回した。

　一分回せば三〇分ほど聞くことができる、と説明書に書いてあったが、ショウは三分以上回していた。

　小さな発電器でも結構疲れるんだな……ショウは少し息を切らしながらラジオのスイッチを入れた。

　ラジオは沈黙していた。

　ＡＭもＦＭも、どこを回しても何の放送も入っては来なかった。

「やっぱりダメか……」

　ショウは、小さくつぶやと、そのラジオをカウンターの上に置き、店の中を探し始めた。

　そして店の中や、倉庫などから使えそうな物をさらにかき集めて戻って来たとき、ショウは何か話し声のようなものを聞いたような気がした。

　だれかいるのか？　いや……違う、あれは……。

　ショウは、抱えていた荷物を放り出すと、カウンターに向かって走った。

　その声はカウンターの上に置いたラジオから流れていた。

　ショウは、あわててラジオを手に取って耳に押しつけた。

　出力の弱いそのラジオの声は、ほとんど聞き取れなかったが、女性の声で何かを一生懸けん命めい伝えようとしていることだけはわかった。

　人の声だった。

　それは、間違いなく人の話す声だった。

　やがて、音楽が流れ始めた。雑音まじりのラジオから流れるその音楽は、女性の声で、こう歌っていた。




　十年後、あなたはどこにいるだろう

　十年後、私はどこで何をしているのだろう

　それは遠い未来のことじゃない

　今日の先にある時間

　きっと必ずくる時間

　十年後、あなたはどこで何をしているのだろう……。




　やがて、電波が弱くなり、ラジオは沈黙した。

　ラジオのチャンネルはＦＭ、そして周波数は八五メガヘルツあたりだった。

　ショウは自分が涙ぐんでいることに気がついた。

　嬉うれしいんだな。

　きっと、俺おれは人が生き残っていたことが嬉しくて仕方ないんだ。

　ショウは、しばらく考えていたが、やがて大きくうなずくと、倉庫に向かって走り出した。




　予備パーツや、中古パーツなどが収められているプレハブの倉庫の一番奥。そこに、ビニールシートに包まれた一台のオフロードバイクが置かれていた。

　あった！　こいつだ！

　ショウはビニールシートを引き剝はがし、そのオフロードバイクを倉庫の外へと引っ張り出した。

　ショウが乗っているＴＬＲよりふたまわりほど大きなそのオフロードバイクはヤマハのＷＲ四〇〇というオフロードバイクの中では大型の部類に入るバイクで、店主の新あら木きが数年前にロシアンラリーに参加したときのバイクだった。

　ラリーに参加するために、さまざまな改造が加えられており改造費だけで、乗用車の新車が一台買えるほどだ、と新木が自じ慢まんしていたのをショウは覚えている。

　防弾チョッキなどに使用されているケブラーという強きよう靱じんな繊維をコーティングしたパンク知らずのヘビーデューティチューブとタイヤを履はき、増加燃料タンクを装備したそのバイクは、日の光を浴びて武ぶ骨こつに輝いていた。

　こいつなら、どこだって走れるし、どこにだって行ける。

　この世界がどうなっているのかわからないけど、とにかくこの街から出て、人を捜さがそう。

　まず、こいつのエンジンの調子を確認して、それからオイルの劣化程度とプラグの確認だな。

　ショウは小さくうなずくと、工具を取りに行くために作業場へと走った。




　新木のＷＲ四〇〇ラリー仕様には、荷物を載のせて動けるようにデュアルライトの下と、リアに大きなキャリアが取り付けられていた。

　ショウは、そのキャリアに、かき集めた予備ガソリン、そして交換用のタイヤや部品などを縛しばりつけて、自分はプロライダーが、ラリーのときなどに着る全天候型のエンデューロスーツと呼ばれるバイクウェアを着こんだ。

　……こいつは、買えば何万円もする品物なんだ……って、喜んでる場合じゃないよな、もしもの場合も考えなきゃ。

　ショウは、強化プラスチックで作られた鎧よろいのようなモトクロス用のプロテクターと、エンデューロスーツを身につけ、食料と水を入れたリュックを背せ負おった。

　忘れた物が無いかどうか、もう一度点検してからショウはＷＲ四〇〇のスターターボタンを押した。

　無人の街に四サイクル四〇〇ＣＣのエンジン音が響きわたる。ショウは、一回アクセルをふかしたあとで、ギヤを蹴けり込んで店から走り出した。

　目的地なんか無かった。

　ただ、人に会いたかっただけだった。




　何一つ動くものの無い街。

　静せい寂じやくに包まれた街。

　ショウはその中を走った。

　街角のファーストフード店。父が生きていた頃家族でよく行ったファミリーレストラン。

　夕べは暗くら闇やみに沈んで気がつかなかった見覚えのある建物が、日の光の中に無む惨ざんな姿をさらしているその前を、ショウは走り抜けた。

　奥おく多た摩ま街道を七キロほど走って多た摩ま都と市しモノレールの線路をくぐったショウは、街道が国道二〇号とぶつかる日ひ野の橋はし交差点に来た。

　交差点の真ん中でバイクを止めて一いつ瞬しゆん考えたあとで、ショウはバイクを東に向けた。

　国道をずっと東に行けば東京の中心にたどりつく。人が多く住んでいた場所に向かえば、人に出会える可能性が高いはずだ。

　東京には一千万人以上の人間が住んでいたんだ、絶対にだれかが生き残っているに違いない……そう、少なくとも女の子が一人生き残っていることは間違いないんだからな。

　ＦＭラジオから聞こえてきた女の子の声を思い出しながら、ショウはアクセルを開けた。













　第四章「生き残り」







　国道二〇号に入って数キロ走ったとき、ショウは前方に、妙みようなものを見つけた。それは廃車を積み上げた山だったが、だんだん近づくに連れて、それが、ただの廃車の山ではないことに気がついた。

　それは、国道を塞ふさぐダムだった。

　廃車は、国道の両側のビルの端はしから端まで積み上げられ、車の隙すき間まには鉄板やスチール家具の机などが組み込まれている。

　焼かれて赤黒く錆さびた廃車の上に何羽ものカラスがとまっている、その、荒こう涼りようとしたバリケードを見てショウは考えた。

　あれは、間違いなくだれかが作った城壁のようなものに違いない。だとしたら、城壁で守らなければならないものがあの内側にあるんだ……なんとかしてあの中に入れないものだろうか？

　そのバリケードには隙間は無さそうだった。

　ちょっと回り込んでみよう……。ショウはバイクをＵターンさせると、一本裏の路地へと回った。しかし、ビルの裏通りにもバリケードは築かれていた。

　ショウは、ぐるりと回り込むようにバリケード沿いに走った。そして、南側に一箇所、大きくバリケードが壊こわされ、その奥に、四トンクラスのトラックが突っ込んでいる場所を見つけた。

　あそこのバリケードは事務机やロッカーだけで作ってあったらしいな、きっとトラックに突っ込まれたらひとたまりも無かったんだろう。

　バイクのエンジンを切ってバイクを押しながら、ゆっくりと破壊されたバリケードに近づいたショウは、バリケードの内側に、人の気配がしないことに気が付いた。

　静かすぎる……。

　バイクをその場に置いて、破壊されたバリケードをまたいで中に入ろうとしたとき、ショウは足元に転がっている緑色の小さな金属のチューブのようなものに気がついてそれを拾い上げた。

　それは、真しん鍮ちゆうで作られ、緑色にコーティングされた軍用銃の薬莢カートリツジだった。

「本物だ……」

　ショウは以前、サバイバルゲーム用品などを売っている店で実物の小銃の弾丸を見たことがある。今、ショウの手の中にあるものは、そのときに見た物と寸分違たがわぬ物だった。

　見回すと、薬莢カートリツジはいくつも転がっていた。

　全部本物だ……ということは、この世界では本物の銃を撃ち合うことが、当たり前になっているんだ。

　ショウは、バリケードの奥にある建物に目を留めた。

　窓ガラスが、すべて叩たたき割られ、窓から吹きだした黒煙の煤すすが壁面に黒い縞しま模も様ようを作っているその建物の壁面には『防災センター』という文字が読めた。

　建物に近づいたとき、ショウは何か悪あく臭しゆうのようなものを嗅かいだ。

　それは、物が腐くさる臭においだった。

　死し臭しゆうってヤツかな？

　でも、今まで見てきた白骨からは、こんな臭いはしなかったぞ。きっと死んで二年も過ぎると、もはや腐ふ臭しゆうすらしないということなんだろう……じゃあ、この臭いは何なんだろう？

　建物の角を回り、中庭を見た。

　中庭の真ん中に茶色い、半分空気が抜けたハンドボールのようなものが積み上げられ、そこにカラスが群がって何かをつついている。どうやら異い臭しゆうはそのボールのようなものから立ち昇っているようだ。

　ブ……ン！

　顔のまわりでハエの羽音がした。

　二～三歩、そのボールの山に近づいくと、群れていたカラスが一いつ斉せいに飛び立った。

　ショウの足が止まった。

　いや、ショウはその場から一歩も動けなくなっていたと言ったほうが正確だろう。

　カラスが群がっていた茶色いハンドボール……。

　そのハンドボールには顔があった。

　それは人間の首だった。白骨と違い、顔面の肉が腐くさりきっていないその首には、表情というものが残っていた。カラスに食われたのだろう、眼球を失った黒い眼がん窩かをショウに向けて、何十という首がショウを見つめていた。

　その首の大きさに気がついたとき、ショウはもはやその場に立っていられなかった。

　この首は……子供の首なんだ！

　ショウの脳のう裏りに、歳としの離れた兄弟の顔と声が浮かんだ。

『ショウにいちゃん！　あのね……』

『きょうがっこうでね！　……』

　あの家の中で唯一の安らぎだった弟たち。その顔を思い浮かべたときショウは、よろよろとあとずさりした。そして建物の壁につかまって顔をそむけ……そこで吐はいた。




　なんて世界なんだ、この世界は。

　あれは二年前に死んだ人間のものじゃない、ついこの間まで生きていた人間の首だ。

　俺おれは今まで、暴動は食料の奪い合いなどによるものだと思い込んでいた。

　生きてゆくために仕方なく殺し合ったのだと思っていた。

　違う。生きてゆくために殺したんじゃない、首を切り取って山積みにする理由はひとつしかない。

　あの子供たちは、楽しみのために殺されたんだ！

　そして……ここは、それすらも許される世界なんだ。




　ショウはバイクのところに駆かけ戻ると、バイクを発進させ、そのまま一気にスピードを上げて国道へ向かった。

　風で、身体からだにまとわりつく死し臭しゆうを吹き飛ばしたかった。でも、その臭においは、鼻の奥にこびりついたまま消えなかった。

　ショウはスピードを落とせなかった。

　だれかに、どこからか狙ねらわれているような気がしてアクセルを戻す気になれなかった。

　ショウは、いくつもの交差点と、いくつもの廃車の群れと、そしていくつもの白骨の脇わきを通り過ぎた。

　国くに立たち市を抜け、府ふ中ちゆう市に入ったところで、バイクが何かを踏ふんだ。ハンドルが異常な振動を身体に伝えてくるのと同時に、後輪から何かがフレームに当たるカンカンという金属音が聞こえてきた。

　ブレーキをかけて停止したショウは、バイクが踏んだものの正体に気がついた。それは有ゆう刺し鉄線を二十センチくらいの長さに切断したもので、道路一面にそいつがバラ撒まかれていたのだった。

　ちくしょう、やられた……。

　ショウはバイクを飛び降りると、後輪を点検した。

　後輪のタイヤに有ゆう刺し鉄線が刺さっており、そいつがフレームに当たって金属音を立てていたらしい。

　パンクしてなきゃいいけどな……。

　有刺鉄線を抜いて、その穴に唾だ液えきをつけてみる。

　パンクしていれば唾液は泡あわを吹くはずだが、泡は吹かなかった。

　さすがはケブラーコーティングチューブだ、こんなトゲなんか目じゃないってことだな。

　ショウが、安あん堵どのため息をついて顔を上げたとき、

　パーンという重く鋭い火薬の破は裂れつ音が響き、ショウの目の前のアスファルトに何かがはじけた。

　そいつは金属音とともにショウの顔面に空気の圧迫感をのこして飛び去った。

　ショウは、しばらく何が起こったのかわからなかった。

「動くな！」

　子供のようなカン高い声がした。

「両手を上げて、ゆっくりとこっちを向け！」

　ショウは、両手を上げると、ゆっくり振り向いた。

　目の前に積み上げられた廃車の上に十四～五歳さいくらいの鋭い目つきの少年が立っていた。

　少年は、手に持った自動小銃を誇こ示じするようにショウに向けて構えた。

「逃げるなよ、逃げたって無む駄だだぞ、弾よりも早く走れるわけないんだからな」

　その、鉄の輝きを持った小銃を見てショウは初めて、自分が銃で撃たれたことに気がついた。

　小銃の引き金に右手の指をかけたまま、そいつが小さく首を振ると、道路の両側に積み重なった廃車の陰から同じくらいの年ねん齢れいの五、六人の少年たちが姿を現した。

　少年達は手に手に金属バットや、刃は物ものを先につけた手製の槍やりのようなものを構えて、ショウに近づいてきた。

　ショウは、そいつらの姿を見て確信した。

　……こいつらはチームだな。全員が、同じ赤いバンダナを頭にまいてやがる。

　最初にショウに声をかけた少年が、ショウに小銃の銃口を向けたまま聞いた。

「お前、どこのゾクだ？」

　ゾク……暴走族のことだろうか？

　ショウは自じ嘲ちようするような口調で答えた。

「今は一人だ……昔、愚瑠悪奴グルンワルドってのに入ってたがな」

　少年の顔つきが変わった。

「一人？　お前……一人で旅してるのか？」

　よく見ると、少年たちの中で銃を持っているのは、最初にショウに声をかけた少年一人だけで、そいつだけが異様に鋭い目をしていた。

　十四・五歳さいの目じゃないな。

　ショウは、昔、暴走族のメンバーだった頃の、族仲間の目を思い出していた。

　暴力しか頼るものがなかったそいつは、たとえ友人でも気にくわなければ容よう赦しやなく殴なぐりつけ、街で目が合えば、相手が老人でも主婦でも平気で殴りかかる狂犬のような生き方しかできなかった。

　結局そいつは、暴力団の手下になったが、兄貴分に殴りかかったとかで、リンチを受けて死んだらしい。新聞の片隅に河か川せん敷じきに埋うめられた死体が見つかったという記事が出たような覚えがあるが、気にも留めなかった。

　少年は、そいつと同じ目をしていた。

　銃を持った少年は、ものめずらしそうにショウのバイクを見ていたが、やがて、その目が、バイクの後部に搭とう載さいされた工具箱と予備タイヤやチューブなどに止まった。

「それ、何だ？」

「見てのとおり、工具と予備部品だ」

　少年の目が丸くなった。

「工具に部品？　お前、バイクを直せるのか？」

「修理屋でバイトしてたからな」

　少年は、にやりと笑うと銃を構え直した。

「お前……俺おれと一緒に来い、いやなら殺す」

　ショウは、その少年の言葉に噓うそはないと思った。

　こいつは、本当に何人もの人間を殺してきたに違いない。

　それも……遊び半分に。













　第五章「選ばれし者」







　府ふ中ちゆう市のほぼ中央にある公園の一角。廃車と、雑多に積み上げられたスチール家具のバリケードで囲われたその奥には、かつて生涯学習センターと呼ばれた建物があった。

　前後を少年たちの乗る原付スクーターに挟はさまれて、ショウはここまでやって来た。

　逃げようにも後ろの原付スクーターからは、例の少年が小銃の狙ねらいをつけたままだったから逃げることができなかった。もし変な動きをすれば少年はためらうことなく引き金を引いただろう。

「よし、ついたぞ、お前、ヘルメットを脱ぬいで、そこに座れ」

　ショウに小銃を突きつけて、少年が言った。

　ショウは言われたとおりヘルメットを脱ぐと小こ脇わきに抱えて地面に座った。

「お前……いくつだ？」

「年ねん齢れいか？　十八だ」

　座り込んだショウの頭に小銃の銃口を突きつけて、少年は勝ち誇ほこったように言った。

「どうだ、自分より年下の人間の命令を聞く気持ちは。頭くるだろう、え？　お前らはさんざっぱら俺おれたち中ちゆう坊ぼうをバカにしてきやがったけどな、もう歳としなんか関係ねえんだ！　強い者が上に立つ世界なんだからな！」

　ショウは、何の感情も込めない目で少年を見返した。こんなとき、一番むかつくのが無視されることだということをショウは知っていた。

　ショウの予想通り、少年はキレた。

「てめえ！　何だその目は！　この銃が怖くねえのかよ！　ぶっ殺すぞ！」

　少年が銃の引き金に指をかけたのが見えた。

　不思議と怖くなかった。

　そのとき、ショウは今まで自分が『生きたい』と思ったことがなかったことに気がついた。

　そうか……八年前のあの日から、俺は自分が生きている理由を見つけられなかった。俺はどうでもよかったんだな……死のうが生きようが、そんなことはどうでもよかったんだ。

「サージャント！」

　いきなり叱しつ責せきするような声が飛んだ。

　気がつくと、生涯学習センターの正門のところに、部下らしい少年を二人従えたショウと同い歳ぐらいのサングラスをかけた男が立っていた。

　そいつが腰に構えていたのは黒光りする回転式のピストルだった。

　あれは確かニューナンブとかいう警官用のピストルだ、きっと死んだ警官の持っていたヤツを手に入れたんだろうな。

　ショウは、ぼんやりと、そんなことを考えていた。

「勝手なことをするな、そいつが有用か無用かを判断するのはオフィサーだ、お前はだまって使えそうなヤツを狩ってくればいいんだ」

　不服そうな顔をする少年に向かってそいつは冷笑を浴びせながら続けた。

「いやなら銃を取り上げるだけのことだ、ソルジャーになって、バットでも持つか？」

　少年は青ざめると小銃を降ろした。

「すみません、ルテナン」

「お前が持つ銃は教きよう祖そ様から与えられたものだということを忘れるな、銃が持つ力もまた教祖と我々に与えられたものだ、お前はその使用者に過ぎんのだ。お前には他ほかの者にはない忠実さと実行力があるからサージャントにした。それを感謝しろ」

「はい、わかりました！」

　最敬礼する少年を見てショウは思った。

　そうか、こいつは下したっ端ぱで、あのサングラスの男が、幹部なんだ。この組織には明確な階級の差があるんだな。

「よし、行っていいぞ、配給係には俺おれから話をしてある、特別配食を受け取れ」

「本当ですか！」

　目を輝かせて、門の奥に走り込んだ少年を見送ったあとで、そいつはショウの方を向いた。

　ピストルを腰に構えたままそいつは聞いた。

「お前は、どこのキャンプにいたんだ？」

「キャンプ？　何のことだ？」

　いぶかしげな顔をするショウを見て、幹部は少し驚いたような顔をした。

「どうやら、本当に一人で生きてきたらしいな」

「ああ、そうだ、俺は一人だった、生き残ったその日からずっと、俺は一人で生きてきたんだ」

「一人は弱いぞ、一人では出来ないことも、俺たちとならできる、俺たちには力がある。お前はバイクを直せるそうだな」

「全部じゃない、部品がなければ無理なものもある」

　幹部は、にやりと笑った。

「自分を高く売ろうとしないところが気に入った、お前は他ほかのゾクどもとはちょっと違うようだな、教祖様は、能力を愛する、能力があるものにしか生存を認めないお方かただ、お前はその基準に合いそうだ」

　幹部が、部下に合図をすると、二人の部下は細いナイロンのロープを取り出してショウの手を後ろに回して縛しばり上げた。

　両手が使えなくなったのを見てから、幹部は今までずっと構えていたピストルを腰のホルスターに収めた。

「お前、名前はなんという？」

「ショウ……楠くす本もとショウだ」

「そうか、俺おれは露つゆ木きだ、このベースの補給用務を担当しているルテナンだ」

　得意そうな顔をする露木を見て、ショウは考えた。

　ルテナンとかサージャントとか……それはきっとこいつらの中にある階級のようなものなんだろうな。この世界じゃ、きっと軍隊のように統制がとれた組織じゃないと、生きていけないんだろう。この世界には、楽しみのために子供を殺し、その首を切り落とすような連中が横行しているんだからな。

　ショウは後ろ手に縛られたまま正門から中に入った。

　建物の前の広場のあちこちに乱雑に止められているトラックや四輪駆く動どう車の脇わきを歩くショウに向かって、車の脇や建物の軒のき下したに座り込んだ少年たちが無関心な視線を送ってきた。それは活気とは、ほど遠い投げやりですさんだ雰囲気だった。

　この集団は何かおかしいぞ……なんでこんなに活気がないんだ？

　目に力があるのは幹部だけで、それ以外の連中は何も考えていないただのロボットみたいだ。いや、本当に自分で考えることを放ほう棄きしちまったような顔をしてやがる。それに……なんで中学生くらいの少年しかいないんだ？

「ついたぞ、中に入れ」

　ショウは露木の声で我に返った。

　目の前にあったのは倉庫のような建物だった。

　扉とびらから中に入ると。薄暗いコンクリートの床ゆかの上に何十台という原付スクーターが置かれているのが見えた。

　露木はスクーターを指さして言った。

「ソルジャーどものほとんどは、あのとき、小中学生だった連中だ、ノークラッチのスクーターしか乗れないヤツがほとんどだ。ここにあるスクーターを整備して走れるようにしろ、明日あしたまでにだ」

　露木の合図で、部下がショウの手のロープをほどき始めた。

「お前には見張りがつく、倉庫の鍵は外から閉める、どこにも逃げることはできない、お前が生きてここを出たかったなら、自分が有能であることを示せ」

「朝までに出来なかったら？」

　倉庫の正面にある建物の屋上からぶらさがっている人形のようなものを指差して露木は笑った。

「あそこに、もう一つ増える、それだけのことだ」




　薄暗い倉庫の中で、ショウはスクーターの点検を始めた。

　ほとんどのスクーターにはエンジンキイが無かった。また、エンジンキーがついていてもバッテリーが上がってセルモーターが回らないものが多かった。

　どうやらここの連中は、エンジンを直結にする方法や、バッテリーの充じゆう電でん方法すら知らない連中らしいな。一台一台はそれど手がかかるようなものじゃない、でも数が多いから結構きついかもしれないな。

　ショウは、スクーターの群の中から、ガソリンが一番多く入っている一台を選び出して、エンジンキイのキイボックスから伸びる配線を切断し、車体からのアースを取り外したコードとつないだ。

　三回ほどキックペダルを踏み降ろすと、そのスクーターのエンジンは二～三回咳せき込んだあとで、パタパタという二サイクル特有の軽い音を立てて回り出した。

　よし、一台エンジンがかかれば、その発電器で他ほかのバッテリーの充電ができるぞ！

　ショウは、そのスクーターのバッテリーと、ほかのスクーターから取り外したバッテリーを並列につないで、アクセルワイヤーを引きっぱなしにした。

　エンジンの回転数が上がり、見る見るうちに倉庫内に白い排はい気きガスが充じゆう満まんし始める。

「おい、窓を開けるぞ」

　そう言って窓に近づこうとしたショウの前に見張りの少年が立った。

「だめだ、窓もドアも開けてはいけないと命令された」

「バカ言ってる場合か！　見ろよこの排気ガスを、このままにしてたら俺おれもお前も一酸化炭素中毒で死んじまうんだぞ」

「命令は絶対だ」

「命令なんてものより、お前自身の頭で考えろ！　これからここにあるスクーターのエンジンを全部かかるようにしなきゃならないんだ、これだけのスクーターが出す排ガスの量を考えれば窓を開けなきゃどうなるかぐらいわかるだろう！」

　見張りは表情を変えなかった。

「俺には命令を勝手に変える権限は無い」

「じゃあ、その権限を持ってるヤツに聞いてこい！　エンジンをかけるには窓を開けなきゃなりません、どうしたらいいですか、ってな」

「わかった、そこを動くな、聞いてくる」

　表情も変えずに倉庫から出て行く見張りを見送って、ショウは思わずつぶやいた。

「本当にロボットだな……」




　日が落ちた。

　作業灯の代わりにヘッドライトを点灯させているスクーターのエンジン音が響く倉庫の中で、バイクをバラしているショウの手つきを、監視係の少年が、じっと見つめていた。

「めずらしいか？」

「え？」

　いきなり聞かれた少年が驚く。

「バイクをバラすところを見たのは初めてか？」

　一いつ瞬しゆんうなずいたあとで、少年はあわてて首を振った。

「ソルジャーは、お前と話すことは許されていない、お前と話していいのはサージャント以上だけだ」

　少年の目は、無表情な目に戻った。

　……同じ目だ。

　この集団の中にいる連中はみんな同じ目をしている。

「お前、名前は何て言うんだ？」

「家はどこにあったんだ？」

「生き残ったのはおまえだけか？」

　ショウは、いろいろと話し掛けてみたが、少年の表情は変わらず、ただ沈黙だけが返ってきた。

　やがて、監視係が食事を持ってきた。

「特別配給だ、食え」

　それは、酸化した油の匂においが鼻につくカップ麵めんだった。

　監視係の少年は、誇らしげに言った。

「すごいだろう、俺おれたち選ばれし者の仲間になれば、こういった美味うまい物が食えるんだぞ」

　ショウがカップ麵をかき混ぜると、発はつ泡ぽうスチロールの容器の内側が、麵の脂で溶けているのが見えた。スープが変質し、真っ黒に変色しているそのカップ麵を、ショウはどうしても食えなかった。

「食わないのか？」

　監視係の少年が、ショウの手元を覗のぞき込んで言った。

「ああ、欲しけりゃやるぞ」

　少年は、目を輝かせ、ショウの手からカップ麵をひったくってむさぼり食い始めた。

　その食い方を見たとき、ショウは初めてそいつの人間らしさを見たような気がした。




　スクーターの整備は深夜までかかった。

　すべてのスクーターの整備を終えて、作業灯の代わりにしていたスクーターのエンジンを切ったとき、倉庫に静寂が訪れた。

　その夜、ショウは子供がすすり泣く声を聞いたような気がした。

　どこかに、小さな子供がいるんだな……この集団は、少年だけの集団じゃないんだな。




　次の日の朝、倉庫にやってきた露つゆ木きは、整備されたバイクを前にして満足げだった。

「お前は使えるな、どうだ？　仲間にならないか？　お前ならすぐにサージャントになれる、いや、オフィサーにだってなれるぞ」

「なんなんだ、そのサージャントとかオフィサーってのは」

　露木は、そんな事も知らないのか、という顔をした。

「階級だ、一番下したっ端ぱはソルジャーから始まる、敵を殺せば殺した数だけ上にあがることができる、敵の子供を殺すのが一番ポイントが高い」

「敵？」

「ああ、旧世界の遺い物ぶつを引きずってる悪あしきやつらだ。この新世界に打ち立てられた新秩序の意味がわからんクズどもさ」

　露木は、ちょっと表情を引き締めた

「来い、教きよう祖そ様に会わせよう」

　再び細いロープで後ろ手に縛しばられたショウが連れていかれたのは、学習センターの屋上に作られたサンルームだった。

　暖かな初冬の日差しが差し込むサンルームの真ん中にはソファをリクライニングさせて一人の白い服の男が座っていた。

　男の年ねん齢れいは二十二歳さいくらいだろうか。瘦やせた、目つきの鋭い男だった。

　ショウはその男と目を合わせた。

　そうか……こいつが教祖様か。

　教祖は、前に立っている高級幹部らしい緑色のシャツを着た二人と、何やら話をしていたが、ショウたちを見て、会話をやめた。

　教祖の横には秘書のような白いブラウスに紺こん色のスカートを身につけた十五歳くらいの髪の長い色白の少女が立っていたが、その子は目を伏せたままショウの方を見ようともしなかった。

　ショウは、あらためて少女を見て、そして気がついた。

　その少女の首には首輪がつけられ、そこから伸びる細い銀色の鎖くさりの先が、ソファに座った男の手の中にあった。

　あの子は秘書なんかじゃない！

　こいつは、この子を人間として扱っていないんだ！

　教祖は、ショウを見み据すえて言った。

「お前は、バイクを整備する能力があるそうだな」

　ショウに代わって露木が答えた。

「はい、走行不能だった原付四十五台を、一晩で走行可能にいたしました」

　教きよう祖そは目を見開いた。

「そうか、それは極めて有能な人間だな、とりあえず生かしておいてよい。入信のあかつきには、能力に応じた地位を与えてやろう」

　そして、教祖は、気が付いたように聞いた。

「お前、名前はなんという？」

「樟しよう、楠くす本もと樟だ」

　教祖は小さく笑った。

「もしかすると、お前もまた『選ばれし者』なのかもしれんな。その証しを示す機会は近いうちに訪れるだろう、詳くわしくはルテナンから聞け」

　教祖は、その場から追い払うように、小さく手を振った。

　露木に連れられてサンルームから出て行くとき、ショウの耳に、教祖と幹部たちの会話の断片が入ってきた。

「一刻も早く電力を手に入れないと、この冬を越すことが……」

「いや、それよりも東飛白のキャンプのＦＭ放送をなんとかしないと、このままでは……」

　ショウは、バイクショップで聞いたＦＭラジオを思い出した。

　そうか……ここみたいな集団じゃない人たちも生き残っているんだ。あの放送は東飛白から送られていたんだ。

「どうだ、教祖様と会った印象は」

　階段を降りながら露木が聞いてきた。

「あの方は俺おれたちに生きてゆくすべを授けてくれる知恵の宝庫だ、あの方の言うとおりにしていれば間違いない、二年前の破局の後に続くこの地獄を生き延びてこれたのはあの方のおかげだ、それよりも良かったな、これで一応お前も俺たち『選ばれし者』の資格ができたぞ、これで食い物を捜さがしてあくせくしなくても済むぜ」

　露木は、黙だまっているショウを振り返った。

「どうした？　何か気に入らないことでもあったか？」

「あの女の子は……なんだ？」

「女？」

　露木は一いつ瞬しゆんいぶかしげな顔をしたあとで笑い出した。

「ああ、あれか、あれは教祖様の獲物だ、お前も欲しければ狩ってこいよ、ただ、一週間以上は飼えないぞ、食料が無いから一週間過ぎたら処分しろ」

　露木は、背筋が寒くなるようなことをさらりと言うと、ショウを二階の一角にある小部屋の中に入れた。

　ショウを監視していた二人の部下が、腕を縛しばっていたロープを解といた。

　手をさすっているショウの前に露つゆ木きが立った。

「教きよう祖そ様は、お前をお認めになった。入信すればお前もオフィサーに引き立てられるだろう。オフィサーになる人間を縛しばっておくわけにもいかない。お前は自由にこの中を歩いてもよい、ただ親しん衛えい隊の言うことは聞け、射殺されるぞ」

　そして、露木は、にやりと笑ってショウに聞いた。

「ところでよ、お前、今までに何人殺した？」

「何のことだ？」

「とぼけなくていいんだぜ、もう法律も警察も無いんだ、盗ぬすみも殺しもレイプも、それこそ何をやったって、文もん句くを言うヤツはどこにもいないんだ。常識なんか捨てちまえよ、善人ぶってた大人おとな連中はみんな死んじまったんだ。お前は、この世界を地獄のような世界だと思っているかもしれない。でも違う！　この世界は天国だ！　今、俺おれたちは、本当の自由を手に入れたんだ！　見ろ！　これが新世界だ！　俺たちがなんでもできる本当の新世界なんだ！」

　露木は、ショウの顔つきを見て不機嫌な顔をした。

「お前は、まだ、旧世界の価値観が抜けていないな。弱いものを助けることが正しいことだ、なんて、まだ本気で考えているようだな……今、俺たちの前にある正しい道は、自然の摂せつ理りに従うこと、それだけなんだぞ」

「自然の摂理？」

「ああ、そうだ、文明だの文化だの知識だの、余計なものを詰め込まれたおかげで人間は基本的なことを忘れちまった。今、それらすべてのものが消え失せて、人間は初めて基本的な摂理に従って動くことができる。その摂理とは、生存競争だよ。強いものが弱いものを食って生き延びる。それこそが真理なんだ」

　黙だまっているショウに向かって露木が聞いた。

「お前、この世界をどう思う？　俺たちはなぜ滅亡しかかったのか、考えたことがあるか？」

　ショウはゆっくりと答えた。

「わからないな」

　それは、本当の答えだった。

　その答えに満足したように露木はうなずいた。

「そうさ、本当の理由はだれにもわかりゃしない。でもな、わかることがひとつだけある。善悪なんてものは意味がないってことだ、善よいことをしようが悪いことをしようが、そんなことに関係なく人間は死ぬってことだ。だから、教祖様はこう考えたんだ」

　露木はそこで言葉を切ってショウを見据えた。

「善も悪も関係なく人が死ぬのなら、善悪に何の意味もない、人間が追い求めてきた善なるものの行き先がこの世界なら、真の新世界とは悪の果てに存在するだろう。人類が今まで後ご生しよう大事に抱え込んできた善悪という価値観を逆転させたとき、そのとき初めて人類に新しい地平が開けるのではないか……とな」

　ショウは何も言わなかった。いや、何も言えなかった。

　悪のかぎりを尽くす……その向こうにあるものが想像できなかったからだ。

　ショウの表情を見た露つゆ木きは小さく笑った。

「まあいい、いきなり俺おれたちの教義を教わったって理解なんかできないだろう、おいおい覚えていけばいい。とりあえず明日あした、お前を含む新しん参ざん者もの十人の入信の儀式を執り行う。残念なことに生いけ贄にえが足りない、一匹しか捕まらなかったそうだ、まあ仕方が無い」

「生け贄？」

「ああ、言っただろう？　敵の子供だ。お前には斧おので首を切り落としてもらうぞ、ちゃんと一撃で落とせよ、オフィサー候補なんだからな。手足をバラバラにするのは他ほかのソルジャー候補どもの仕事だ。とりあえずこの部屋はお前の好きに使え」

　露木は、楽しそうに笑うとドアを閉めて去っていった。

　ショウは大きく息を吐はいた。

　ずっと押さえ込んでいた足元の震えが一気に広がってきた。

　こいつらだったんだ……子供の首をあそこに積み上げたのは。

　狂っている……いや、この世界では、こいつらの言っていることの方が正しいのかもしれない……。

　俺おれはどうすればいいんだ？

　ここにいて、こいつらと一緒にいれば、とりあえず生きてゆくことはできる。バイク修理というスキルが、俺に幹部としての待たい遇ぐうを与えてくれるだろう。でも、俺に人殺しが、それも子供の首を切り落とすような真似まねができるだろうか？

　ショウの脳のう裏りに、弟たちの顔が浮かんだ。

　今まで見てきた廃はい墟きよと白骨の散らばる光景が浮かんだ。

　こいつらにとって、きっと『死』というものは、空気のようなごく当たり前のものにすぎないんだ。二年前、この世界では人は、死ぬことが当然で、生きることが異常だったに違いない。

　すべての約束事が消滅した世界。

　何をやっても許される世界。

　俺は、今まで心のどこかで、そんな世界を望んでいたに違いない。俺を馬鹿にしてきた教師や大人おとなたちがいなくなればいいと、ずっと望んでいたはずだ。ならば、この世界は天国のはずだ！　露木も言っていたとおりまさしく俺のために用意されたような世界じゃないか！

　……なのに、なぜ、俺は今、嬉うれしくないんだろう。

　ショウは、暴走族仲間と過ごした、すさんだ日々を思い出していた。

　家出を繰り返し、原付スクーターを盗ぬすみ出し、無免許で二人乗りして走り回った夜の街。金属バットで学校や公民館のガラスを叩たたき割ってガードマンに見つかって必死に逃げた路地裏。

　そして、気弱そうな中学生に声をかけて怯おびえる表情を楽しみながら金をせびったゲームセンター。

　自分という存在が増大し、心が満たされる一いつ瞬しゆんの爽そう快かい感と……そしてその数十倍の虚きよ無む感の繰り返しの日々。

　やつらの言う新世界。その果てにあるものが、俺おれが味わってきたあの虚無感と何一つ変わらないとしたら、やっぱりその新世界も地獄に変わりはない。

　音楽が聴きたかった。

　ショウは今、無む性しように音楽が聴きたかった。昨日きのう、バイクショップのカウンターの上でラジオから流れていた曲が聞きたくて仕方がなかった。

　いや……もしかしたら俺が聞きたいのは音楽じゃなくて、あのとき必死に何かを訴えていた女の子の声なのかもしれない。

　顔も見たことのない女の子……なのになぜ、俺はあの子の声が気になって仕方ないんだろう。

　ショウは、二階の部屋の窓から、外を眺めた。

　窓からは街並みが見えた。傾き始めた初冬の西日に照らされて黄色がかった色に染まっている焼け残った家々の壁。それは、ショウが昨日まで見てきた日常の光景とほとんど変わらない光景だった。そう、たったひとつ、何一つ動くものがないということさえ除けば……。

　その静止した街並みを見てショウはつぶやいた。

「あのどこかに、こことは違う生き方をしている連中がいるんだな……」













　第六章「生贄」







　ショウがそいつを見たのは、自分のバイクを捜さがしにいくために、一階に降りたときだった。

　そいつは、荒れた雰囲気の漂ただよう施設の正面玄関の奥に置かれた、犬小屋のような小さな檻おりの中にいた。

　脇わきに見張りが立つその檻を何の気なしに覗のぞき込んだショウに向かって、そいつは真まっ直すぐな視線を送ってこう言った。

「殺しにきたのか！」

　それは十歳さいくらいの男の子だった。

　ショウは、さっき部屋を出て行った露つゆ木きの言葉を思い出した。

　そうか……こいつが生いけ贄にえなんだ。

　薄暗い檻の真ん中で、そいつはあぐらをかいたまま、敵てき愾がい心と、誇りと、そして悲ひ壮そう感の入り混じった目で、ショウをにらみつけていた。

　それは、檻の脇に立つ見張りの少年の目とは正反対の目だった。

「お前……怖くないのか？」

　ショウの口調に、他ほかの連中とは違った印象を受けたのだろう、少年は、いぶかしげな顔をした。

「あんた、だれだ？」

「俺おれか？　俺もお前と同じようなものだ、ここに連れてこられた人間だよ」

「ふーん、お前も殺されるのか？」

「いや、どうやらお前の首を切り落とせば、俺は殺されずにすむらしい」

　少年の目が丸くなる。

　血の気けの引いたその顔を見て、ショウは笑った。

「やっぱり怖いんだな」

　少年は、にじんだ涙をふいてつぶやいた。

「怖いさ……震えが止まんないぐらい怖いよ。でも……俺はメイや達人を逃がすことができたから……死んだっていいんだ」

　ショウは息が止まるほど驚いた。

「お前……まさか、だれかの身代わりになって捕まったっていうのか？」

「ああ、食料調達班五人全員を逃がす代わりに俺がオトリになって捕まったんだ、俺一人で五人助けたことになるんだぜ」

　そして、少年は笑った。

　ショウは、その笑顔を見ることができなかった。

　檻おりの扉とびらを殴なぐりつけてショウは叫んだ。

「ばかやろう！　何をカッコつけてんだ！　お前バカじゃねえのか？　死んじまうんだぞ！」

　少年はショウをにらみつけて言った

「ああ、そうさ、カッコつけてるんだ。俺おれが怖がって泣いてわめいてしょんべんもらしたら、あいつらが喜ぶ。だから俺は笑って死んでやるんだ」

「そんなカッコつけが何になる！　お前がだれかを助けてだれかの身代わりになって死んでも、だれもおまえのことなんか覚えちゃいない！　全部無む駄だなんだぞ！」

　少年はショウに向かって叫んだ。

「無駄じゃない！　それは無駄なことじゃないって、オレは栗くり野のさんから教わったんだ！」

「そんなのはキレイゴトだ！」

　少年はショウの勢いに気け圧おされたように黙り込んだ。

「だれかのために死ぬことが無駄じゃない、なんてのはな、そいつを利用したがっている連中の言いぐさだ！　お前のようなガキを騙だますなんて、その栗野とかいうヤツはクズだぞ！」

　少年は、歯をくいしばったあとで、その歯の間から小さく答えた。

「だましてなんかいない！　……だって……栗野さんや杉すぎ井いさんや望もち月づきさんは、本当にいのちがけで僕たちを助けてくれてるんだ！　だから……だから、こんどは俺がだれかを助ける番なんだ、でも……俺は戦えない……だから、これが一番良かったんだ！」

　すすり泣きを始めた少年を見て、ショウは我に返った。

　頭の中を風が吹き抜けていくような気がした。

　ショウは黙って檻の前を離れた。

　どこかで新鮮な空気が吸いたかった。

　正面玄関を出て、空を見上げたショウは、そのまま建物の脇わきにある非常階段を昇った。

　屋上には青い秋の空が広がっていた。

　一切の排はい気きガスが消滅した東京の空は、どこまでも青く高かった。

『それは無駄なことなんかじゃない！』

　少年の言葉がショウの頭の中をぐるぐる回っていた。

　そうだ……。

　俺も同じ事を言ったんだ。

　五年前に……。




　それは中学二年の秋だった。

　中学の道徳の時間に、人々のために尽くした偉い人じんのことが書かれた副読本を振りかざして教師が言った。

『こんなことは全部キレイゴトだ、自己犠ぎ牲せいを賛美しているだけのことだ。みんなはそんな人間になっちゃいけないぞ』

　俺おれは、思わず叫んでいた。

『僕の父は、溺おぼれた友達を助けようとして川に飛び込んで、死にました。それがいけないことなんですか？』

　教師は驚いたようだった。

『いや、そうじゃないが、お前の父親のように命を捨てて他人を助けても。何の見返りも無いのが現実じゃないか』

　俺は、教師がなにも知らないことに驚いた。

『見返りは、あるんです。人命救助をしようとして死んだ人にはちゃんと国から弔ちよう慰い金というお金が出るんです。僕は父親の遺い族ぞく年金をもらっています。先生はなぜそういったことを教えてくれないんですか？』

　教師は俺を鼻で笑った。

『それはだな、国のために命を捨てろと教えた戦前の教育につながるからだ。それに、そんなことは入試に関係ないだろう。そんなことを教えるのは無む駄だなことだ』

『それは無駄なことじゃない！』

　俺は席を立って……その教師を殴なぐった。

　俺には不良のレッテルが貼はられ、そして俺は中学校に行かなくなった。




　ショウは屋上から廃はい虚きよの街並みをながめた。

　すべての約束もすべての常識も無くなった世界。

　その世界で信じることができるものは一体何なんだろう。

　ショウは、精いっぱいのやせがまんをしてにらみ返してきた檻おりの中の少年の目を思い浮かべた。




　そうか……そうなんだ。

　唯一信じることができるもの。

　それは……自分だ。

　自分が正しいと思ったこと、それに従えばいい。

　それだけのことなんだ。

　ショウは小さく、そして力強くうなずくと、階段に向かった。




　まずバイクを取り返す。すべてはそれからだ。




　夜明けには、まだ少し間があるその時刻。黒一色だった夜空に、うっすらと青絵の具が混ざるその時間帯は、闇やみを見続けていた見張りたちの緊張が一番緩ゆるむ時間帯だった。

　ショウは工具箱から取り出しておいたチェーンカッターが、ベルトにはさまっていることを確認したあとで、予備ガソリンの缶かんを持って、倉庫を出た。

　燃料倉庫の裏手にまわり、昼間のうちに作って、そこに隠かくしておいたボロ布を細く切って長く繫つなぎ合わせたヒモを取り出した。

　そのヒモに、持ってきた缶からガソリンを振り掛け、残ったガソリンを燃料倉庫のドラム缶の周りに振りまくと、あたりの空気はガソリンの臭においに満たされた。

　ショウはガソリンの気化熱でひんやりと濡ぬれているヒモを持って走った。

　倉庫から十五メートルほどのところでヒモは終わった。ショウはあたりを見回して、人の姿がないことを確認してからポケットからオイルライターを取り出した。炎ほのおが見えないように両手で覆おおってから着火用のリングを回す。

　二回目で炎が上がった。

　そのオイルライターを足もとのヒモに近づけると、ボッ！　という鈍にぶく低い音とともに、ヒモに染しみ込ませたガソリンに着火する青い炎が立ち上がった。その炎がヒモの上を走り出すのを確認してから、ショウは振り向いて一気に走った。

　ブロックで囲われたゴミ集積場の中に飛び込むのと同時に、あたりが明るくなった。

　ドラム缶の周りに振りまいたガソリンに引いん火かしたな！

　振り向くと、五メートル以上はある炎が立ち昇っていた。

　あの火勢なら、ガソリンの入ったドラム缶に引火するのは時間の問題だな。

　ショウが、そう考えたのと同時に、爆発音があたりの空気を震わせ、熱波が顔を殴なぐりつけた。

　人を呼ぶ声と、走り回る足音が、中庭の方から聞こえてくる。

　爆発したドラム缶がガソリンを振りまきながら空中に舞い上がり、次々に大きな火柱と爆発を引き起こす中をショウは本館の玄関に向けて走った。

　指揮する人間がいないまま右往左往しているソルジャーたちを横目で見ながら玄関に飛び込むと、予想したとおり檻おりの脇わきに立っているはずの見張りの姿は無かった。

　ショウは檻に駆かけ寄ると、ベルトにはさんであったチェーンカッターを取り出し、檻の南なん京きん錠じようを切断した。

　ショウの手元を見ていた少年が不思議そうな顔をした。

「なんで？」

　ショウは檻の戸を開けると叫んだ。

「いいから来い！」

　檻を飛び出した少年の手をつかんでショウは建物の奥の廊ろう下かに向かって走り出した。

　廊下の突き当たりの非常口から外に飛び出し、非常階段の下に隠かくしておいたＷＲ四〇〇に飛び乗り、少年をそのまま後部座席に引っ張り上げた。

「しっかりつかまってろ！」

　ショウがセルボタンを押すとエンジンは一発で始動した。

　アクセルを一回吹かしてクラッチを繁つなぐと、バイクは、蹴け飛とばされたように飛び出して、塀へいに向かって真まっ直すぐに加速した。

　塀の脇わきに置かれた廃車。そしてその手前に寝かせたドラム缶かんが目標だった。

　ドラム缶の手前で思い切りハンドルをリフトさせてからアクセルをさらに開ける。

　フロントホイルが浮き上がるのとドラム缶に乗り上げるのは、ほぼ同時だった。

　ショウはさらにアクセルを開けた。

　後輪に加わったトルクが、バイクを押した。

　ＷＲ四〇〇は、そのスピードを保ったまま廃車の屋根を昇り、三メートルほどの塀へいを飛び越えた。

　ラリー用に強化された前後のサスペンションが、フルボトムすることなく着地のショックを受け取める。

　突き返しでブレるハンドルを押さえ込んで、ショウはアクセルを開けた。

　いくつものバリケードをすり抜けながらバックミラーを確認したが、あとを追って来るものの姿は無かった。
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　やがて、空が白くなったとき、ショウは初めてアクセルを戻し、背中にしがみついていた少年に向かって呼びかけた。

「お前の名前聞いてなかったな」

　少年は、吹きつける風に負けないために、叫ぶように答えた。

「健けん一いち！　山やま名な健一だ！」

「お前の仲間はどこに住んでいるんだ？」

　健一は一いつ瞬しゆんためらったように黙りこんだが、すぐに答えた。

「富子市のキャンプだ」

「わかった、富子市だな」

　ショウは多た摩ま川を渡るために左折した。













　第七章「襲撃」







　バイクの前輪に吹き寄せられたスーパーのポリ袋に、カサカサと音を立てさせて秋の風が通り過ぎていった。

　富子高校の文字の読める正門は大きく開かれ、校庭にはバリケードに使われていたらしい机やロッカーが転がっている。

　うち捨てられた道具や、破壊された自動車以外に目に入るものはなく、窓ガラスが叩たたき割られた校舎の中を吹きぬけていく風の音のほかに聞こえるものはなかった。

「おい……健けん一いち」

　ショウの背中につかまったまま健一は無言だった。

「お前……本当はどこに住んでいるんだ？」

　しばらくして、健一はぽつりと答えた。

「ここにいたんだよ……でも、ここは、もう守りきれなかったから……みんなで引っ越したんだ」

「なぜ……俺おれにウソをついたんだ」

　健けん一いちはショウの背中に顔を押しつけた。

「怖かったんだ……もしかしたらあんたは、あいつらの仲間で、俺を利用してキャンプにもぐり込むつもりかもしれないって思ったんだ……だから、富子市のキャンプってウソついた。やつらの仲間だったら、ここにはもうだれもいないってことを知ってる、だから……ウソついたんだ」

　ショウはため息をついた。

　こんな小さなガキが、そこまで考えなくちゃならない……ここはそういう世界なんだな。

　健一は泣き出した。

「おい、なに泣いてんだ、それよりお前、俺の背中でハナ水拭ふくんじゃねえぞ」

　健一はしゃくりあげながら答えた。

「……あんたが、あいつらの仲間じゃないってわかったら……なんか……急に泣きたくなっちゃったんだ」

「そうか、安心しろ、俺はあいつらの仲間じゃない。俺にもお前より少し下の弟たちがいたんだ。だから、絶対にあいつらの仲間になんかなれやしないんだ……そう言えば、俺の名前を教えていなかったな。俺は楠くす本もと樟しよう、ショウって呼んでいい」

　ショウは、そこで言葉を切ると背中にしがみついている健一をわきの下から振り返った。

「健一……本当のことを教えてくれないか？　今、お前たちの仲間はどこに住んでいるんだ？」

　涙とハナ水でぐしゃぐしゃの顔のまま健一はうなずいた。

「東飛白市の……中央公民館だ」

「よし、わかった、やつらに見つからないようにちょっと遠回りして行こう」

　ショウはセルスターターのボタンを押した。




　国くに立たち市の北の方から東飛白市内に回り込んで街に入ったところで、ショウは道がわからなくなってバイクのアクセルを戻した。

　バイクのスピードが落ちたことに気がついた健一が聞いてきた。

「ショウ兄ちゃん、どうしたんだ？　ガス欠か？」

「いや、東飛白には、今まで一度も来たことがなかったから、なんとなく、こっちの方だろうと思って走って来たんだが、中央公民館の場所がわからないんだ、お前知ってるか？」

「オレも、富子市から来たばかりだったからわかんないよ」

「困ったな……」

　そうつぶやいたとき、ショウは遠くでパーン！　という乾かわいた破は裂れつ音を聞いたような気がした。

　キルスイッチを押してバイクのエンジンを切ると、ＷＲ四〇〇は惰だ性せいでしばらく無音のまま走った。

「どうしたの？」

　背中から健けん一いちが聞く。

「今、銃声を聞いたような気がしたんだが……」

　ショウが、そう言い終わらないうちに、右の方からパパーン！　という銃声のようなものが連続して響くのが聞こえた。

　背中に抱きついている健一の手に力が入った。

「きっと、あっちがキャンプの方だ！　やつらに襲われているんだ！」




　十五、六歳さいの少年が二人乗りした原付スクーターが、正門の前に作られた廃車を積み上げたバリケードに向かって加速をはじめた。

　後席に乗った少年の手には火のついたビールビンが握にぎられている。

　バリケードの内側にいる人間を、火か炎えんビンで焼き殺すつもりなのだろう。

　しかし、加速したスクーターがバリケードの手前五十メートルくらいまで近づいたとき、スクーターは、何かに引っかかったように減速し、転倒した。乗っていた二人組が路上に投げ出され、後席のヤツが持っていた火炎ビンが路上に落ちて砕くだけたのだろう。スクーターを包むように二メートルほどの炎が燃え上がった。

　二人組は、炎に包まれながら必死に逃げ出した。

「なんで、あいつコケたんだろう」

　ショウの横で息をひそめて東飛白市救済キャンプと選ばれし者との戦いを見ていた健一がつぶやいた。

「きっと地面から四十センチくらいのところに細いワイヤーを張ってあったんだろう」

「あ、そうか！　ぶーびーとらっぷ……って言うんでしょ、そういうの」

「よく知ってるな」

　少し驚いたショウを見て、健一は自慢するように答えた。

「栗くり野のさんから教わったんだ」

「それにしても、よくこんな場所知ってたな、お前」

　二人が隠かくれているのは、公民館の正門から三百メートルほど離れたところにある焼け落ちた三階建ての雑居ビルの屋上だった。

　その雑居ビルは、一階から上がる階段が落ちており、普通では屋上に上がることができないのだが、隣となりの家のベランダから窓伝いに入ることができることを、健一は知っていたのだ。

「見張り場所にするつもりだったんだけど、もっと見通しのいい場所があったから、ここは使わなかったんだって栗野さんが言ってた」

「そうか、その栗くり野のって人に会ってみたいな」

　ショウは、そう言うと再び視線をキャンプの攻こう防ぼう戦に移した。

　正門の攻防は、パターンが変わっていた。ワイヤーの位置を確認した連中が、その手前から火か炎えんビンを投げはじめたのだ。しかし五十メートル以上の距離を正確に投げることは難しいらしく、そのほとんどはバリケードの手前や横でむなしく炎ほのおを上げるだけだった。

　やがて、バリケードの中から放水が始まった。ノズルから勢いよく吹き出す水により火炎ビンの炎は、瞬またたく間に消えていく。よく見ると、廃車を積み上げたバリケードの中に、小型の消防車が置かれているのがわかった。いや、正確に言うならば、あのバリケードは消防車のまわりに廃車を積み上げて作られたと言うべきだろう。

　正門の前に作られたそのバリケードの位置を見て、ショウは感心していた。

　それは『出で城じろ』だった。

　中央公民館自体が少し高台にあり、周囲を高さ三メートルほどの石いし垣がきで囲まれているうえに、敷地を囲かこうフェンスは高さ五メートルくらいまで継つぎ足たされ、全面に鉄板が張られているから、周囲から攻せめ込んで乗り越えるのは難しい。攻めるのは正面入り口しかない。そしてその正面入り口のすぐ横にその出城は作られていた。

　正面入り口に真まっ直すぐ伸びる道路には幾何学的に廃車やガラクタを積み上げたバリケードが築かれて、自動車などの突入を防ぐようになっているため、攻め寄せる方はバイクか徒歩でなければやってくることができない。そして、その細い通路をやってくると、その正面に築かれた出城からボウガンの矢や、放水を食らうことになるのだ。

　遠くから火炎ビンを投げていた連中が下がっていく。

　……どうするつもりだ？

　ショウがそう考える間もなく、やつらは集団で攻め寄せてきた。

　ざっと見ても百人はいるだろう、数を頼みに一気に出城を攻め落とすつもりらしい。

　出城の近くまで来たとき、出城の正面に突き出している何本もの鉄パイプのようなものが、連続して煙けむりを噴ふいた。

　一いつ瞬しゆん遅れてショウの耳に、キュボン！　という、少し間の抜けた爆発音のような音が連続して届いた。

　それと同時に、攻め寄せていた連中が、ばたばたと倒れてゆく。

　攻め寄せた連中にパニックが走るのが、見ているだけでわかった。

「あれは一体何なんだ？」

「あれか？　よくわかんないけど、栗野さんたちはガス大たい砲ほうって呼んでた」

　健一の答えからショウは、あの武器の正体を想像した。

　そうか、きっと火薬の代わりにガスを爆発させて、散弾のようなものを飛ばす武器なんだろう。

　連中がバラバラになって逃げはじめたそのとき、銃声が響き、逃げ始めた連中の中の先頭の一人がくるりと回って地面に倒れた。

　連中のはるか後方のバリケードの上で、だれかが銃を持っているのが見えた。

　銃を持ったヤツの横で、幹部らしいヤツが手を振り回している。

　そいつの声は聞こえなかった。でも、ショウには、そいつの声が聞こえるような気がした。

『逃げることは許さない！』きっとそういったことを言っているのだろう。

　逃げていた連中が立ち止まったそのとき、公民館の建物の方から銃声が響き、手を振り回していた幹部が、いきなりのけぞってバリケードを転がり落ちた。

　防衛側の方からの狙そ撃げきを食らったのだろう。

　銃を構えたヤツが、怯おびえたように銃を撃つのが見えた。

　やがて、弾が尽きたことに気が付いたそいつが、銃を降ろしたとき、再び公民館の建物の方から銃声が響き、そいつも幹部と同じように、のけぞったままバリケードから転ころがり落ちた。

　逃亡を妨げるものがなくなったとき、攻せめ寄せていた連中の戦意が完全に消えたのがわかった。攻め寄せた連中は、負傷者をその場に残したままバラバラになって逃げ出した。

「なんだ、逃げるときは、あっけないものだな」

　ショウのつぶやきを聞きつけた健けん一いちが、答えた。

「うん、あいつらはいつもそうなんだ、親玉やっつけちゃうと、とたんに意気地なしになって逃げちゃうんだ。だから栗くり野のさんは、親玉だけ狙ねらうんだ」

　そうか、あのとき、公民館の建物の方から聞こえた銃声がそれだったんだな。




　ショウと健一は、選ばれし者たちが去ったあとも、しばらくその場から動かなかった。

　一時間ほど過ぎたとき、正門の横から十人くらいの人間が出てきて、路上に転がっているケガ人を正門の中に引き込むのが見えた。

「あれは……何をやっているんだ？」

「ケガしたヤツの手当てをするんだ」

　健一は事ことも無げに答えた。

「手当？　あいつらは敵なんだぞ」

「うん、敵なんだけど、手当てしてあげて、ご飯はんちゃんと食べさせると、俺おれたちの仲間になるヤツも多いんだ。栗野さんの部下の杉すぎ井いさんや望もち月づきさんは、むかし、あいつらの仲間だったんだけど、今は僕たちを守って戦ってくれているんだよ」

　ショウは、変質したカップ麵めんを、ガツガツと食っていた見張りの顔を思い出した。

　他人を思いやる、とか、だれかのために何かをする、なんて考えは、まともな食事ができて、余よ裕ゆうが生まれたときに初めて浮かぶのだろう。だから、教きよう祖そはソルジャーたちに、まともなものを食わせずにいるのに違いない。

　さらに一時間近く様子を見たが、再び選ばれし者たちがやってくることは無さそうだった。

　ショウは立ちあがった。

「よし、行くぞ」

「うん！」




　出で城じろの手前でバイクを止めたとき、出城の中から声が飛んだ。

「また来た！　今度は子供を人ひと質じちにしてるわ！」

　女の子の声だった。

「あれは富子市からきた健けん一いちくんだ！」

「やつらにつかまっていた子だよな」

「杉すぎ井いさんはどこ？」

「栗くり野のさんに呼ばれて、本館に行っちゃってるよ！」

「どうすればいいのよ！」

　出城のバリケードの中から、中学生くらいの男女のばたばたした会話が聞こえてくる。

　ショウは健一と、顔を見合わせた。

「責任者がいないみたいだな」

「じゃあ、俺おれが行って話ししてくるよ」

　健一はバイクを飛び降りて、出城に向かって走り出した。

「あ！　離したぞ！」

　声がするのと同時に、積み上げられている廃車の一番下の車のドアが三十センチほど開いた。

「健一！　早くこっちに来なさい！」

　女の子の声がした。

　健一は、開いているドアの前に立った。

「ねえ、みんな、あの人はやつらの仲間じゃないんだ」

「何バカなこと言ってるのよ！　さあ、早く中に入って！」

　健一は、困ったような顔をして振り返った。

「ショウ兄ちゃん、ちょっと来てよ」

　ショウがバイクを降りて二、三歩バリケードに近づいたとき、開いていた廃車のドアから誰かが飛び出して来て健一の腕をつかんで、車の中に引っ張り込んだ。

「あ、おい！」

　ショウがそのドアに駆かけ寄ったとき、そのドアの隙すき間まからショウのヘルメットの上に金属バットが振り下ろされた。

　それは渾こん身しんの一撃だった。

　くわん！

　という金属音と共に気が遠くなっていくその中で、ショウはこんな会話を聞いたような気がした。

「だめだよ！　花はな美みねえちゃん！　この人は味方なんだ！」

「え？　だって、バイク乗ってたし……」

「ねえ！　大丈夫？　しっかりしてよショウ兄ちゃん！」

　覗のぞき込む健一と、メガネの奥で目をまん丸にしている女の子の顔……それが視界に残った最後の光景だった。













　第八章「東飛白キャンプ」







　ショウは夢を見ていた。




　真ん丸メガネ女の子が、ショウに、紙袋を差し出す。

　ショウは、受け取った紙袋の底が温かいことに気がついた。

「あったかいね」

　そう言うと、女の子は、にっこり笑って答える。

「うん！　焼きたて持ってきたんだ！」

　その紙袋の中身が何なのか。俺おれは知っている。

　それは十歳さいのときの記き憶おくだった。

　そう、あのときお前は俺の誕生日に生まれて初めて焼いたクッキーを持って来てくれたんだよな。

　そして、次の日。俺おれたちはピクニックに出かけて……お前は俺と川に落ちて……お前と俺の親父おやじは死んだ。

　俺おれも、親父もお前を助けることができなかった。

　ごめん……花はな美み。




　気がつくと、ショウは高い天井を見上げていた。

　蛍光灯の光がまぶしい。

　ここは……どこだ？　電気が点ついているってことは、元の世界に戻れたのか？

　ショウは、自分がベッドの上に寝ていることに気がついた。

　あたりを見まわすと、隣となりにも同じようなベッドがいくつも並んでいた。

　……病院？　いや……違うな。

　体を起こそうとしたとき、頭のてっぺんに走った痛みに思わず声が出てしまった。

「いてててて」

「あ、気がついたの？」

　後ろから女の子の声がした。

　振り向くと、そこに黄色いトレーナーにジーンズ姿の、真ん丸メガネをかけた女の子が立っていた。

「ああ……まだちょっと頭がクラクラするけど」

　女の子は、真まっ赤かな顔をしてぴょこん、と頭を下げた。

「ごめんなさい！　健けん一いちを助けてくれた人だなんて思わなかったものだから、思いっきり殴なぐっちゃったんです！」

　あ、そうか、俺はこの子の金属バットの一撃を受けて気を失っていたんだ。

「ここは？」

「東飛白のキャンプです！　私、このキャンプで調理係と子供の世話をしている千ち高だか花はな美みって言います」

「花美……」

　ショウは、目を見開いた。

　苗みよう字じは違うけど……似ている。

　そう、その子には、あの花美の面おも影かげが残っていた。

　でも、そんなバカな……だって、花美は死んだ。

　棺ひつぎに入った花美を俺は見たんだ。

　青白い、目を閉じたままの花美の顔を。

　花美は、ショウの顔をまじまじと見つめて言った。

「あなた……ショウって名前なんですね」

「ああ、楠くす本もと樟しようだ」

　メガネの奥の目が見開かれた。

「どうかしたのか？」

　花はな美みは、何か言いたそうだったが、やがて小さく首を振った。

「なんでもない……あなたが、むかし私がよく知っていた男の子に似てたの。起きあがれるようになったら、二階の事務室に来て、ここの責任者の瀬せ見みさんが待ってるから」

　部屋を出ていこうとした花美に、ショウは思わず声をかけた。

「俺おれに似ていた……そいつ、病気で死んだのか？」

　花美は振り返ると、小さく笑って答えた。

「八年前……私が十歳さいのときに死んだの……川で溺おぼれて……私のお父とうさんと一緒にね」

「八年……前？」

　考え込んだショウを見て、花美は一いつ瞬しゆん不思議そうな顔をした。

「どうしたの？」

　何と答えていいのかわからなかったショウが言葉を探していると、部屋の入り口から女の人の声がした。

「花美ちゃん！　晩ご飯の用意、手伝ってくれない」

　花美より少し年上で、落ち着いた感じのロングヘアーの女の人が入り口に立って花美を呼んでいた。
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「あ、鈴すず世よさん！　今行きます！」

　花はな美みは、そう答えたあと、気がついたようにショウに近づいて、しゃがみ込むと、ショウの手を取って言った。

「ここはね、食べるものも、電気もいっぱいあるの、だからもう他人を怖がらなくてもいいの、あなたは歓迎されているのよ、だから安心してね」

　その柔やわらかく暖かな手の感触が、ショウの記き憶おくの奥にあった何かを呼び覚まそうとしていた。

　なんだろう……これは……。

　メガネの奥にあるやさしそうな花美の目に、一いつ瞬しゆんとまどいが走った。

　花美は、ショウの手を離すと、ちょっと赤い顔になって立ちあがった。

「さて、と、私はこれから晩ご飯の用意しなくっちゃ、二階の事務室は階段のつきあたりだから、すぐにわかると思うわ、またあとでね」

　そう言い残して、ぱたぱたと部屋を出てゆく花美を見送って、ショウはつぶやいた。

「まさか……そんなことってあるわけない……」

　ショウは、さっき、花美が握っていた自分の手を見つめた。

　記憶の中にあったもの。

　それは、子供の頃、花美とつないだ手の感触だった。




　事務室の壁面には、プリントアウトされた表のようなものや、コピーされた地図などがべたべたと貼はられていた。

　ショウは、何の気なしに、その表のようなものを読んだ。

　表の見出しには『食しよく糧りよう庁ちよう玄米備蓄倉庫一覧』と書かれており、表に書かれた住所に赤いマジックで何本も線が引かれたり〇印がつけられていた。

　そうか、焼け残った倉庫から、食い物を集めているんだな、だから、ここには余よ裕ゆうがあるんだな……。

　ショウがそんなことを考えていたそのとき、奥の部屋から一人の男が出てきた。

　二十二・三歳さいの、その男はショウを見て一いつ瞬しゆん驚いたように目を見開いたあとで、やわらかな笑顔で微笑ほほえんだ。

「初めまして、俺おれが、このキャンプの責任者をやっている瀬せ見みだ、楠くす本もと樟しようくんだったよね、健けん一いちを救い出してくれて、本当にありがとう」

　今まで、正面切って礼など言われたことがなかったショウは、何と返事をしていいかわからなかった。

「あ、いや、なりゆきで助けたようなものだから……」

　瀬見は笑った。

「なりゆきで、人助けをすることなんかできるわけない。健一に聞いたけど、君はやつらの燃料庫に火をつけて、爆破までしたそうじゃないか、まるでコマンド部隊だって、栗くり野の君が感心していたぞ」

　瀬せ見みは、目の前にあるイスに座るように指さしたあとで、自分も手近な事務机の前にあったイスを持ってきてそこに座った。

　栗野、という名前がショウの記き憶おくにひっかかった。

　そうか、健けん一いちが言っていた人だな、戦闘のプロみたいな人の名前だっけ。

「栗野って人は、自衛隊員なのか？」

「いや、ごく普通の……いや、ちょっと普通じゃないが、ただの高校生だったみたいだね、それがどうかしたのかい？」

「あ、いえ、なんか高校生にしては、すごい人みたいなんで……」

　ショウの答えを聞いて瀬見は納得したようだった。

「すごいなんてものじゃない、彼がいなかったら、このキャンプはとっくに、全滅していただろうね」

「あいつらは……あの『選ばれし者』とかいう連中は、いったい何なんだ？」

　瀬見は目を見開いた。

「君は……あいつらの仲間じゃなかったのかい？」

　ショウは、首を振った。

「俺おれは、あいつらの仲間じゃない。俺は、バイクの修理ができるので、やつらのバイクの修理をやらされていただけだ」

「そうか……どうも雰囲気が違うと思った」

　納得したようにうなずいた瀬見は、イスから立ち上がると、壁に貼はられた大きな地図に近づいた。

　それは、東とう京きよう都の西部一帯の地図だった。

「あいつらは、もともとは俺たちと同じように生き残った人間が集まってできたコミュニティだった。リーダーの名前は乙おと桐ぎりと言う……今は教きよう祖そと名乗っているがね」

　そこで言葉を切ると、瀬見は神か奈な川がわ県内の一箇所を指差した。

　そこは相模さがみ原はら市だった。

「あいつらの本ほん拠きよ地はここだった、ここには米軍の補給基地があった。米軍は撤てつ退たいするときに物資の一部を焼却していったが、残された物も多かった。そして、あいつらはその物資の中にあった武器を手に入れたんだ」

「あいつらが持っていた小銃は、それだったのか……」

「いや、あいつらが最初に手に入れた武器のほとんどは使えなくなった、今やつらが持っているのは最近になって横よこ須す賀かの海兵隊の駐ちゆう屯とん地から手に入れた武器らしい。数が少なくて下級戦闘員にまで行きわたっていないから、なんとか助かっているがね」

　ショウは、やつらの会話を思い出した。

　そうか、そういえばサージャントと呼ばれている階級より上でなければ銃は持たせてもらえないようなことを言っていたよな。

「あいつらの目的は何なんだ？　食い物を奪いに来るだけじゃ無さそうだが……」

　瀬せ見みはショウを正面から見て、そして静かに言った。

「この世界にあるものすべての破壊だよ」

「すべての……破壊？」

「そうさ、あいつらは、この世界に訪れた破局が、神の意思だと主張している。自分たちは神の意思を代行しているのだ、すべてが破壊されたとき、初めて新世界が訪れるのだとね……しかし、教きよう祖そがいちばん破壊したがっているものは、目に見えるものじゃない。俺おれたちの価値観なんだ」

　瀬見はそこで言葉を切って立ち上がると窓の前に立った。

　その背中越しに見える窓の外には、一面の焼け野原が広がっていた。

「俺は少しでも何かを残したかった。この世界に生きていた何万何千万という人間たちが作り上げてきたものを残したかったんだ」

　露つゆ木きの言葉を思い出したショウは、その言葉を引用した。

「あいつらは言っていた……善も悪も関係なく人が死ぬのなら、善悪に何の意味もない、人間が追い求めてきた善なるものの行き先がこの世界なら、真の新世界とは悪の果てに存在すると」

　窓の外を見つめたまま瀬見はため息をついた。

「自分が生き延びるためにやってきた盗ぬすみや殺人をすべて正当化してくれるその理論にすがる連中は多い……あいつらのもとに人が集まる理由はそれだ。しかし、いくら自分を正当化しても心の奥にある罪の意識は消えない。だから教祖はマインドコントロールを仕掛けて、余分なことは考えさせないようにしているんだ」

　ショウは、まるでロボットのようだった少年たちを思い出していた。

　ゆっくりと振りかえった瀬見は、ショウを真剣な目で見た。

「楠くす本もと樟しようくん……君に頼みがある」

「俺に一緒に戦えって言うのか？」

　瀬見は小さく首を振った。

「いや、君には別のことを頼みたいんだ」

　ショウは考えた。

　……しょせん、こいつらも、あの選ばれし者とかいう連中と変わらないってことだな。利用できるものはとことん利用しようということか。

　ショウの考えていることに気づかぬまま、瀬見は説明を始めた。

「このキャンプではソーラーシステムによって電力を使うことができる。その電力を使って一日三回ＦＭラジオで呼びかけをやっているんだ。その呼びかけに答えてくれたコミュニティがいくつかあるんだが、そのコミュニティと連絡を取ってもらいたい。君の乗ってきたオフロードバイクなら熊くま谷がやと前まえ橋ばしのコミュニティまで行ける。それができるのは君だけなんだ」

　ショウは首を振った。

「お断りする、俺おれにはそんなことをする理由がない」

　瀬せ見みは、一いつ瞬しゆん驚くと言葉を詰まらせた。

「それは……いや、そうだったな。考えてみれば俺たちは、君にお礼をするべきで、そんなことを頼める義理もなにもなかったんだな」

　心底がっかりとした顔をしている瀬見を見たショウの心の中に一つの疑問が浮かんだ。

「俺が、簡単にその頼みを引き受けるとあんたは考えていたみたいだな」

　瀬見は視線を上げてショウを正面から見た。

「君が、健けん一いちを助けてくれたからさ。ここはやつらにしてみれば最大の目標だ。ＦＭ放送や電力や子供など、やつらが敵と呼ぶものの象徴みたいなものだからな。まあ……本音は冬を越すために、ここのソーラーシステムが欲しいというところなのかもしれないがね」

　ショウは教きよう祖そと会ったときの幹部の会話を思い出していた。

『一刻も早く電力を手に入れないと、この冬を越すことが……』

　電気も石油もない世界で冬を過ごすのはきっと想像以上に辛つらいことなんだろうな。

　瀬見は、視線を窓の外に移した。

「ここはこれから戦場になる。まあ、今も戦場のようなものだが、攻撃はもっとひどくなるに違いない。死ぬ気で攻せめられたらおそらく負けるだろう。だから俺たちは、ここにいる子供たちを安全な場所に避ひ難なんさせるつもりなんだ。君にはその受け入れの依頼に行ってもらいたかったんだが……」

「俺があの子を助けたのは行きがかりだ。そんなことで責任を負わされちゃかなわない、俺は自分のことだけで精一杯なんだ、悪いが他ほかを当たってくれ」

　瀬見は、気を取りなおしたように言った。

「そうか、仕方ないな。まあ、それはそれとして君に何かお礼をしなくちゃいけないな。これといってたいしたこともできないが、晩飯くらいは食っていってくれないかな」

　……晩飯か。

　ショウは、変質したカップ麵めんをむさぼり食っていた選ばれし者の監視員を思い出した。

　どうせ、ろくなモノじゃないんだろうな。

　そのとき、ショウは、建物の中に漂ただようカレーの匂においに気がついた。

　カレー？

　間違いない。これはカレーの匂いだ。

　その匂いに瀬見も気がついたようだった。

「今日は花はな実みくんの特製チキンカレーだな、俺おれが自慢するのも変な話だが、あのカレーは逸いつ品ぴんだ。あのカレーを食べて、君の気持ちが変わってくれることを願おうかな」

　微笑ほほえむ瀬せ見みの顔を見て、ショウは思った。

　何をバカなことを言ってるんだこの人は……カレー食ったぐらいで人間の気持ちが変わるわけないじゃないか。




　事務室を出たショウの目の前を、歓声を上げて二十五・六人のガキどもの一団が走りぬけた。

　へえ……ここには、子供がこんなにいっぱいいるんだ。

　その一団の中には健けん一いちがいた。

　ショウをみつけた健一は、顔全体を笑い顔にしてとびついて来た。

「ショウにいちゃん！　気がついたんだ！」

　健一は、自慢げに自分のまわりの子供たちを紹しよう介かいした。

「こいつらが、富子市キャンプの仲間だ。んでもってあっちの頭の悪そうなのがこの東飛白キャンプの連中だ」

　指さされた八歳さいくらいのガキが食ってかかった。

「うるせえ！　逃げ遅れてとっつかまってたくせに、よく言うよ！」

「俺おれはメイを逃がすためにわざと捕まったんだ！　博ひろ之の助すけこそさっきの襲撃のとき、逃げ回ってたくせに！」

「逃げてなんかいない！　もし、やつらが来たら、たたかうために武器をさがしてたんだ！」

「ウソつけ！」

「ウソじゃないやい！」

　取っ組み合いのケンカが始まりそうになったそのとき、女の人の声がした。

「こら！　健一！　博之助！　あんたたち、いいかげんにしなさい！」

　振り向くと、そこに、やわらかな物腰を感じさせる二十歳くらいの女の人が立っていた。

「だってよう、香か織おりねーちゃん、博之助のやつが……」

　健一が口をとがらせて抗議するのに向かって、香織と呼ばれた女の人は微笑ほほえんだ。

「はいはい、ケンカはあとにしよう、花美ちゃんが特製カレー作ってくれたよ。ケンカばかりしてると、カレーがたべられないぞ、それでもいいのかな？」

　健一と博之助はにらみあったまま黙った。

「わかった、はらがへってはいくさはできん」

「よし、一時休戦にしてやる」

「いちじきゅうせん？」

　首をかしげた博之助に向かって、健一は二歳年上の余よ裕ゆうを見せて言った。

「ケンカは、お休みってことだ、さあ、カレーを食いに行くぞ」

　博ひろ之の助すけを従えて走り去っていった健けん一いちを見送った香か織おりは、ショウに頭を下げた。

「あなたが健一を救ってくれた、楠くす本もとショウさんですね、私は健一と同じ富子市救済キャンプにいた水みず樫かし香織と言います。健一とは、この地獄が始まってからの二年間ずっと一緒に過ごしてきました。あの子は私の弟みたいなものなんです。生命いのちを救っていただいて、本当にありがとうございました」

　やさしそうな笑顔だった。

「あ、いえ、ちょっとした行きがかりで助けただけのことですから」

　ショウがそう言って頭をかいたとき、一人の男が階段を駆かけ降りて来た。

「あ！　水樫！　探してたんだ、ちょっと聞きたいことがある！」

　黒いアタックベストを着込んだ精せい悍かんな顔つきのその男は、目の前に立っていたショウに気がついて、一いつ瞬しゆん目を見開いたあとで笑った。

「やあ、君がヒーローのショウ君だな」

「ヒーロー？」

　一瞬バカにされたような気がしたショウは眉まゆをひそめた。

　ショウをヒーローと呼んだその男は、そんなショウの気持ちなど気にもせずに話しかけた。

「オレは、この東飛白キャンプの防衛責任者の栗くり野の、栗野武たけ士しだ。君の乗って来たあのＷＲ四〇〇は、すごいバイクだな、あのヘビーデューティチューブとタイヤさえあれば、どんなところでも走っていけるな」

　そこまで言ってから栗野は、目の前でわけがわからない、という顔をしている香織に気がついたような顔をした。

「あ、いけねえ、かんじんなことを聞くのを忘れていた。水樫よ、富子市にあいつ以外に木き梨なしという家はあったか？」

「え？」

　香織の目が見開かれた。

「よくわからないけど、幸ゆきちゃんの家だけだったと思うわ。だって、ほら木梨ってめずらしい名みよう字じだもの」

「そうか……だとしたら、あいつは生きているかもしれないぞ」

「うそ……」

　香織は息を飲んだ。

　口元でにぎりしめた白い指先がふるえているのが見えた。

「さっき、ハワイの米軍病院の生き残りと交信してたんだが、二年前のあの騒ぎのとき、日本からサンプルとして五十人くらいの患者がハワイにある海兵隊熱帯疾しつ病ぺい研究所の付属病院に運ばれたそうだ。今日、生き残ってる患者のリストが送られてきたんだが、その中に富子市から運ばれたＹ・木梨、という名前があったんだ。詳くわしいことは三階の無線室にいる由よし方かたと結ゆう城きに聞けばわかる」

　涙目になっていた香か織おりは無言でうなずくと、階段をかけ昇っていった。

　その後ろ姿を見送ったあと、栗くり野のはショウに向き直った。

「健けん一いちから話を聞いたよ、君のようなヒーローが来てくれてうれしいね」

「からかうのは、やめてくれ」

　ショウの表情を見た栗野は、眉まゆをひそめた。

「別にからかっているつもりはないぞ」

「その、ヒーローって呼び方だ！　それが人をバカにした言い方じゃなくて何なんだ」

　栗野は、ちょっと真ま面じ目めな顔になった。

「じゃあ、教えてくれないか？　敵につかまって殺されるはずの子供を、命がけで助け出した人間を、何て呼べばいいんだ？」

「……とにかく、ヒーローなんて呼び方はやめてくれ、好きじゃないんだ」

「変わったヤツだなあ、まるで人助けを恥ずかしいことのように思ってるんだな君は」

　栗野が、あきれたように言ったそのとき、ショウの後ろから、女の人の声がした。

「あんたみたいな単純な人間ばかりじゃないってことさ、武たけ士し」

「倫りん子こ姉ねえ……」

　振り向くと、そこに、髪を後ろで束たばねた二十三・四歳さいの落ち着いた雰囲気の女の人が立っていた。

　その女の人は、ショウの顔を見ると頭を下げた。

「やあ、初めまして。私は富子市キャンプの責任者だった国くに光みつ倫子って言うんだ、今はここの副責任者ってとこかね、それはそうと健一を助けてくれて本当にありがとう」

　ショウの表情を見た倫子は、言葉を続けた。

「なんか……人から礼を言われるのが負担になるって顔をしているね、俺おれはもっとクールに決めたいんだって顔だ。でも、クールに決めるって、何もしないことの言い訳でしかないような気がするんだけどね」

　ショウは何も言えなかった。真まっ直すぐに飛んできた倫子の言葉から逃げられなかったのだ。

　倫子は微笑ほほえんだ。

「何かをしたのなら、その結果は受け取らなくちゃ、ましてそれがお礼とホメ言葉だったら素直に受け取ったほうがいいと思うよ」

　無言でうなずいたショウから栗野に視線を移して倫子は聞いた。

「ねえ武士、今日の放送当番はだれだっけ」

「え？　確か昨日きのうが香織で一昨日おとといが花はな美みちゃんだったから、今日は鈴すず世よさんの番じゃなかったっけ」

「あ、やっぱり、鈴世はちょっと用があるらしいんだ。だれかと交代しなきゃいけないんだけど……まあいいや放送室に行って相談して来よう」

　倫りん子こはそう言い残すと、もう一度ショウに微笑を投げかけて、階段を昇って行った。

　ショウは、倫子を見送っている栗くり野のに声をかけた。

「栗野さん……だっけ、あんたに聞きたいことがあったんだ」

「オレに聞きたいこと？」

　少し驚いたように目を見開いた栗野に向かってショウはずっと聞きたかったことを聞いた。

「ああ、健けん一いちが言っていたんだが、あんたは他人を助けるために命を賭かけることは無む駄だじゃない、なんてことを言っているそうだな、どうしてそんな風に思えるんだ？」

　栗野は、何を言っているんだ、こいつは、という顔をした。

「どうしてって聞かれても困るな、だってそれは当然のことじゃないのか？」

「ふざけないでくれよ、あんたが言ってることはキレイゴトじゃないか、この世界が平和なときでさえそんなことを正面切って言うヤツはいなかった。ましてこんな世界になって、そんなことが言えるなんて、おかしいじゃないか！」

　栗野は黙ったまましばらくショウの顔を見ていたが、やがて、ぽつりと言った。

「それは、おかしいことなんかじゃないとオレは思う。愛するものを守ろうと思うのは当然のことじゃないのか？」

「愛するもの？　おかしいよ、だってあんたが守ってるのは他人じゃないか」

　栗野はうなずいた。

「そうさ、オレは他人を守りたいんだ。そのためにオレは努力してきたんだからな」

　わけがわからない、という顔をするショウに向かって、栗野は静かに言った。

「十歳さいの時、学校帰りにオレはカッターナイフを持った通り魔に襲われた、オレはたいした傷を負わなかったが、オレをかばってくれた人はひどい傷を負った。そしてそのとき思ったんだ、オレに力があれば、その人にケガをさせないで済んだ。オレは強くなりたい……他人を守るためにオレは強くならなくちゃいけないってな」

　ショウは栗野の言葉を信じることができなかった。

「そうか、ヒーローになりたい人間には理想の世界ってわけだな、ここは」

　栗野はショウを指差した。

「いいか、勘かん違いするな。ヒーローってのはな、何をやったかで決まるんだ。お前がいくら俺はヒーローじゃない！　と言ったって、お前がやってのけたこと、それがお前をヒーローにするんだ。なりたくてなるもんじゃないんだ」

　絶句したショウに向かって栗野は静かに言った。

「いくらお前が違うと言ったって、健一にとって、お前はヒーローなんだ、一生ヒーローでありつづけるんだ。お前がどんなに情けない姿をさらそうと、泣きわめこうと、健一はお前を憧あこがれの目で見続ける、それが嫌いやなら、お前が自分のやったことを後悔しているのなら、今から健一を連れて選ばれし者のところに戻れ、そしてお前の手で健けん一いちの首でも何でも切り落とすがいい、そうすればまわりの人間は、お前をヒーローとは別の名前で呼んでくれるだろう」

　ショウの足元が震えた。

　何かをすることの重さを、他人と関わることの重さを、ショウは今、初めて知ったような気がした。

　ショウの顔つきを見た栗くり野のの表情が緩ゆるんだ。

「悪い……ちょっと言い過ぎたかもしれん、そろそろ夕飯の時間だな、一階の突き当たりに食堂がある、今夜はカレーだから早く行かないと無くなるのが早いぞ」

　ショウは素直に頭を下げて階段を降りた。




　夕食の後、ショウは、屋上に来ていた。

　カレーは想像以上の味だった。

　向こうの、なんでもある豊かな世界でも、あれだけのカレーを食わせる店は少ないだろう。

　ショウは、一いつ瞬しゆん、あんなカレーが食えるなら、ここに留まってもいいかな、と考えてしまった自分と瀬せ見みの言葉を思い出して、小さく笑ってしまった。

　本当に……この世界なら、あのカレーを食って気が変わるヤツがいてもおかしくないな。

　屋上のスピーカーから、カリカリという雑音が聞こえてきたのはそのときだった。

　やがて、スピーカーから小さく音楽が流れはじめた。

　それは、三日前の夜。バイクショップのカウンターで聞いた音楽だった。

　前奏が終わり、女性のボーカルで、歌が始まった。




　十年後、あなたはどこにいるだろう

　十年後、私はどこで何をしているのだろう

　それは遠い未来のことじゃない

　今日の先にある時間

　きっと必ずくる時間

　十年後、あなたはどこで何をしているのだろう……。




　ワンコーラスが終わったところで、音楽がフェードアウトして、女の子の声が聞こえてきた。

『こんばんは皆さん、東飛白キャンプから夜の定時放送をお送りします。今日は十月三十日、今は午後八時です。こんな世界で時間なんかに何の意味があるんだって思ってる人もいるでしょうね。でも違うんですよ、時間って大切なんですよ……だって、私やあなたが生きている限り時間はずっと続いていくんですから』

　女の子はそこで言葉を切って、そして続けた。

『私たちは今、戦っています。明日あしたの意味も、自分たちが生き残った意味もわからず、ただ殺さつ戮りくと破壊を繰り返すことしかできない、哀あわれな人々と……この放送を聞いている人にお願いがあります、私たちに力を貸してください！　この放送でわかるように、私たちのキャンプでは電気が使えます！　医療の知識を持ったメンバーもいます！　農業と金属加工の技術を持った人も、子供たちもいます！　人類はやりなおせるんです、この放送を聞いて、私たちに興味を持った方は、東飛白までおいでください！』

　ショウは、その声に聞き覚えがあった。

　ホルスのカウンターで聞いた声……そして、その声が花はな美みの顔と重なったとき、ショウは確信した。

　間違いない……あれは花美だ。

　俺おれの世界では八年前に死んだ花美の声だったんだ。

　そうか……俺の世界の花美も、あのとき、長なが瀞とろで死ななければ、あんな風になっていたんだな。

　ショウの目に涙が浮かんだ。

　それは、嬉うれしさと、虚むなしさと後悔の入り混じった涙だった。

　ショウが涙をエンデューロスーツの袖そででぬぐったとき。

　後ろで老人の声がした。

「いやはや、やっとお前さんの前に姿を現すことができるわい」

　振り向くと、そこに、ショウにモバイルギアを渡した、あの爺じいさんが立っていた。

「お前！」

　爺さんは顔色一つ変えずにショウにモバイルギアを差し出した。

「ほれ、忘れ物じゃ、浅あさ羽ば野の市の街道端ばたに落ちておったぞ」

「それは、何だ？」

　ショウは、モバイルギアを焼けた鉄板を見るような目で見た。

「これか？　これは道具じゃよ、ここと、お前さんの世界とを行ったり来たりするための道具じゃ」

「俺の世界？　じゃあ……ここはやっぱり別の世界なんだな」

「そうじゃ、お前さんも知ってのとおり、この世界はお前さんの世界と、ほとんど変わってはおらん。ただひとつ、二年前に致ち死し的なウイルスに襲われ、総人口の九〇％以上それも二十歳はたち以上の人間がほとんど死に絶えたということを除のぞいてな」

　爺さんは、そこで言葉を切ると、小さく笑った。

「あとは……そうじゃな、この世界の因いん果が律りつから見ればちっぽけな……本当にちっぽけなことじゃが、この世界のお前さんは、十歳さいのときに川で溺おぼれて死んでおる。お前さんの世界とこの世界は八年前の出来事が逆転しておるのだ」

　ショウは目を見開いた。

　この世界の俺おれはもう、とっくに死んでいるのか。

　じゃあ、ここは俺のいるべき場所じゃないってことなんだな。

　爺じいさんの右眉まゆがあがった。

「いや、そうではないかもしれんぞ。自分の居場所というのは、誰かが作ってくれるものではない。それは自分で作るものではないかの？」

　ショウは、爺さんが口に出していない疑問に答えたのに気がついた。

　この爺さん……心が読めるのか？

　その考えを読んだように爺さんが答えた。

「思考を判別するだけじゃ、別に超能力でもなんでもない……わしの世界ではな」

　爺さんはこともなげにそう言うと、ショウにあらためてモバイルを差し出した。

「ほれ、持って行け。これはお前さんのものじゃ、この世界に居場所を作るか、元の世界に居場所を作るか、それはお前さん次第じゃよ」

　爺さんの言葉は、ショウを興奮させた。

「元の世界に居場所をつくるって……戻れるのか？　元の世界に！」

　爺さんは無言でうなずくと、手に持ったモバイルギアを開いた。

　そこにはキーボードは無く、開かれた両側に銀色の液晶画面のようなものがあるだけだった。

「側面のスイッチを入れると、画面が光る」

　爺じいさんはそう言いながら操作して見せた。

「光った方がもう一つの世界への転移スイッチじゃ、この世界とお前さんの世界との時間軸は変わっておらん、画面を押せば、同じ時間の同じ場所に転移する」

　下になっている側の画面が光り出した。

　爺さんが差し出した、開いたままの状態で光っているモバイルを、ショウは両手で受け取った。

「あとは画面に触れればよい」

「ずいぶん簡単なんだな」

「どんな未開人でも扱えるようになっておる」

　……悪かったな。

　爺さんは笑った。

「何がおかしいんだ？」

「いや、気にせんでくれ、みんな同じような反応を返すのがおかしかっただけじゃ。言っておくがこの転移端末はお前さん以外の生物を転移させることはできん、品物は持ち運べるがね。で、どうする？　向こうの世界では、この公民館は午後九時に閉まる、屋上で一晩明かすのが嫌いやなら早く決めた方が良いぞ」

　ショウは、光るモバイルの画面をみつめていた。

　……本当に元の世界に戻れるのか？

　ショウの脳のう裏りには、この世界の荒こう廃はいしきった光景と、選ばれし者の姿と、そして積み上げられた子供たちの生なま首くびが浮かんだ。

　ここは……地獄だ。

　とてもじゃないがこんな世界で生きていけるわけがない。俺おれは、何かの間違いでまぎれこんでしまったような人間なんだ。

　モバイルの画面を押そうとしたショウの脳裏に、一いつ瞬しゆん、花はな美みの笑顔が浮かんだ。

　おっちょこちょいで、早とちりで……いつも何かドジ踏んで……でも、いつも元気な女の子だった花美。

　きっと、この世界でもあいつの性格は変わらないんだろうな。

　ショウは首を振った。

　でも、この世界の俺は八年前に死んでいる。

　ここに俺の居場所は無いんだ。

　ショウは、モバイルの画面を押した。




　目の前で、ショウの姿が消えたのを見たとき、花美は思わず声をあげるところだった。

　消えた……ホントに消えちゃった……。

　屋上の出入り口のドアの陰で、花美は呆ぼう然ぜんとしていた。

　ショウのことが気になっていた花美は、五分間の放送を終えると、ショウを捜さがした。

　そして、屋上でショウを見つけたそのとき、花美の目の前でショウはかき消すように消えた。

　花美は、何が起こったのかわからなかった。

　人が……消えるなんて。

　そのとき、ショウと話をしていた見知らぬ男が花美の方を向いた。

　花美は、もっと驚いた。

　その男は老人だった。

　老人が……生き残っているわけないのに。

　その老人は花美に向かって微笑ほほえみかけ……そして……消えた。

　消えた！　あのおじいさんも一緒に消えちゃった！

　何だったんだろう、あの二人は。

　花美はわけがわからなかった。

　楠くす本もとショウ……名みよう字じは違うけど、やっぱりあのショウくんに間違いない！

　でも……ショウくんは死んだんだ。

　八年前、秩ちち父ぶにピクニックに行ったとき、私とショウくんは川に落ちて……私は助かったけど、私たちを助けようとしたお父とうさんとショウくんは流れに巻き込まれて……そして、死んだんだ。

　間違いない。だって、私は、父とうさんとショウくんのお葬そう式しきに出た。

　棺ひつぎの中に眠ねむるショウくんを、何度も何度も呼んだ。

　でも、ショウくんは目を開けなかった。

　じゃあ……あの、大人おとなになったショウくんは……。

　しばらくして、花はな美みは小さくうなずいた。

　そうか……あのショウくんは幽ゆう霊れいなんだ！

　私を助けるために天国から帰ってきてくれたんだ……だってそれ以外に説明がつかない！

　花美は、その場にしゃがみ込んだ。

　ショウくんだ……。

　ショウくんが来てくれたんだ。

　花美は両手で顔を流れ落ちる涙を何度もぬぐった。

　ごめんね……ショウくん。

　きっと父さんも、一生懸けん命めいだったんだよ。

　でも……助けることができなかったんだ。

　だから……お願い、お父さんを恨うらまないで……。

　私は、ずっとショウくんにそうやってお願いしてきたんだよ。




　二年間……。

　この二年間を、私は必死に生き延びてきた。

　目の前であっけなく死んで行った養父と母と、そして弟や妹を。

　感染をおそれた人々の放った火によって焼け落ちてゆく家々を。

　残り少ない薬品を奪い合い殺し合う人々の渦うずを。

　地獄としか形容できない光景をその目で見て、そしてその中を生き延びてきた。

　この二年間、私を支えてきたもの。それは、幸せだった日々の記き憶おくだった。

　やさしかった父と母、イタズラ好きな弟、おとなしい妹……幸せだった家族の思い出。

　もし、私が死んだら、それがすべて消えてしまう。

　だから……私は生きてきた……死んだほうが楽だと思えるほどの地獄の日々の中を、必死に。

　そう、文字どおり必死に。

　絶対に消したくない記憶。

　その記き憶おくの一番奥に立っている一人の少年。

　それだけが私の拠より所だった……。




　花美は、顔を上げて、さっきショウが立っていた場所を見つめた。




　きっと……また来てくれるよね。

　もう…記き憶おくなんかにすがらなくてもいいんだよね。




　花はな美みはしばらくしゃがみこんだまま泣いていたが、やがて泣き止むと、ゆっくり立ち上がった。

　そして、涙をぬぐって、夜空を見上げ、ぽつりと独り言をつぶやいた。

「神様って……いるんだ」













　第九章「答え」







　いつもと同じ日々がショウを待っていた。

　四日間、家に帰らなかったショウに、父も母も何も言わなかった。

　今まで何度も家出を繰り返して家に寄りつかなかったショウの過去を知る両親にとって、それは当然のことだった。

　そして、バイト先のバイク屋「ホルス」でも、反応は同じだった。

　ＴＬＲを向こうの世界に置いてきてしまったため、母のスクーターで出勤してきたショウに向かってかけられた言葉は一言だけだった。

「なんだ、ＴＬＲどうしたんだ？　事故ったのか？　まあ、休むときは電話しろよな」

　新あら木きの、その一言だけが、四日間顔を見せなかったショウに対する答えだった。

　何も変わらない、何一つ変わらない世界がショウを待っていた。

　いつものように午後八時にバイトを終えて、いつものように家に帰る。

　スクーターを走らせる奥おく多た摩ま街道は車のヘッドライトとテールライトの川だった。

　街道の両側にある、きらびやかなパチンコ店のネオンサインがショウのヘルメットシールドの上を流れてゆく。

　コンビニの前で買い食いをしている塾帰りの中学生たち。

　明るい駅前の商店街を歩く人の群れ。

　出店の焼き鳥屋の前で焼きあがるの待っている母親に連れられた子供の横を通り過ぎたとき、親子の声がショウの耳に届いた。

「ねえ、おとうさん今日、早く帰ってくるの？」

　テニスラケットを抱えた二人の女子高校生とすれ違う。

「やだあ！　先せん輩ぱい、そんなこと言ってたのぉ？」

「ホントだよぉ！」

　人の声と、有線放送の音楽と、そしてそれが全部いっしょになったざわめきの中をショウはスクーターで走り抜けた。

　人通りの多い商店街を抜け、いつもの奥おく多た摩ま街道の脇わきにある公園の前まで来たとき、ショウの目に映うつる街灯が突然にじんだ。

　そこは、四日前の夜、あの爺じいさんにモバイルを渡された公園だった

　ショウはバイクを公園の駐車場に止めてヘルメットを脱ぬぐと目をこすった。

　悔くやしかった。

　なぜか無む性しように悔しかった。

　ここは、俺おれの世界のはずだ、俺がいるべき世界のはずだ、俺が生きてゆくのはこの、平和で、何でも手に入る世界のはずじゃないのか？

　じゃあ……なんでこんなに悔しくて……そして寂しいんだ？

　こんなにいっぱい人がいるのに。

　こんなにいっぱい光があるのに。

　なぜなんだ？

　あの日、向こうの世界のバイクショップで明かした夜と同じ……いや、そのときとは比べものにならないくらいの孤独感がショウを襲った。




　俺がいなくてもこの世界は変わらない。

　俺がいなくてもだれも困らない。

　それが現実だった。




　俺は……いらないんだ。

　俺は……いなくてもいい人間なんだ。

　それが答えだった。




　ショウは、ポケットから携帯を取り出して、メモリーダイヤルに片かたっ端ぱしから電話をかけ始めた。

　相手は誰でもよかった。この孤独から救ってくれるなら、どんなヤツでもよかった。

　ただ、話がしたかった。




　気がつくと、ショウは一人だった。

　奥おく多た摩ま街道沿いの大きなショッピングセンターの駐車場で、たった一人でスクーターの脇わきに座り込んで手に持った缶かんコーヒーを見つめていた。

　缶コーヒーは、すっかり冷めている

　時間は午前三時をまわっていた。

　あのあと、ショウは携帯で呼び出したトモダチと夜の街をさまよい歩いた。

　行きつけのゲーセン。行きつけのファミレス。

　顔見知りとしか呼びようがない「トモダチ」たちとの会話……。

　運命を分かつわけでもなく、ただ自分の表面を通り過ぎてゆくだけの「トモダチ」……。

　そう、そして、あの「トモダチ」連中にとって、俺おれもまた同じようなものなんだろう。

　深夜、奥多摩街道を走る主役は定期便の大型トラックたちだ。

　ごうごうと音を立てて目の前を通り過ぎてゆくトラックたちを眺めてショウは考えた。

　ここで、トラックを眺めている俺を誰も知らない。ここに俺がいることを知っているのは俺だけだ。

　その無関心が、心地よかったはずなのに……なぜ今、それが辛つらいんだろう。

　答えは見つからなかった。

　いや……見つけたくなかったのかもしれない。

　ショウは立ち上がると、手に持った中身が半分残ったままの缶コーヒーを植え込みに投げた。しかし、半分中身が入ったままの缶コーヒーは思ったとおりの軌跡を描かずに、植え込みの手前に落ちて、そしてそのまま中身を流しながら駐車場のアスファルトの上を転ころがった。

　ショウは一いつ瞬しゆん、その缶コーヒーに健けん一いちの首を見た。

　切断面から鮮血をほとばしらせて地面を転がる少年の生なま首くびを……。

　それは、あそこに暮らす子供たちの上に訪れるであろう未来の姿だった。

　ショウは目の前にあるガードレールを蹴けって叫んだ。

「俺に……何ができるって言うんだ！　関係ないじゃないか！　あいつらは他人だ！」

　駐車場の入り口に立ち尽くすショウの脳のう裏りに、健一の顔が浮かんだ。

『それは無む駄だじゃないってオレは教わった』

　その顔が、ショウの父親の顔に重なった。

　父とうさん……。

　他人を助けようとして生命いのちを落とした男。

　この世の中でそれを知っている人間はだれもいない。

　俺おれは高校の頃、父が死んだときの様子を知りたいと思った。でも、どこに聞いていいのかわからなかった。

　弔ちよう慰い金を払ってくれている総理府にも、市町村にも、どこにも記録が残っていなかった。

　地元の警察で、俺はやっとのことで一人の刑事から、その日の事件記録を見せてもらったが、そのとき、その刑事は心底すまなそうに言った。

「本当は、遺い族ぞくにすべての記録を渡せればいいんだけど、こういった事件記録は見せてはいけないことになっているんだ……本当はこうやって君に見せているこの行為も上の人やマスコミにバレたら私はクビになるんだよ」

　驚く俺に向かってその刑事は笑って言った。

「でもな、私はこう思うんだ。他人を助けようとして命を落とした父親のことを知りたいと息子むすこが思ったとき、それに答えることができない世の中なんて、どこかが間違っているんだってね。だから、私は自分の責任で君にこの記録を見せたんだ。これで処分を食らうんだったら喜んで食らってやるよ。私は間違ったことをしちゃいないんだからね」

　俺は、そのときわかった。

　この世の中は忘れたがっているんだ。

　他人のためになにかした人間を、なにかしようとした人間を、馬鹿にして、嘲ちよう笑しようして、忘れたがっているんだ。

　新聞やテレビで、繰り返し大きく取り上げられるのは、いつも『人の命を奪った人間』だ。『人の命を守った人間』なんか三行の記事にもなりはしない。

　この世の中は他人をうまく利用した人間だけに栄誉をもたらすようなシステムで動かされているんだ。

　そして、そのとき、俺は心に決めた。

　世の中が父と自分に背を向けるなら、自分も世の中に背を向けてやろうと……。

　俺はそうやって生きてきた。

　すべてのものに背を向けることがクールで格好いいことだと信じてきた。

　なのに……なぜ俺は悲しいのだろう。

　ショウは、闇やみを見つめて聞いた。




　父さん……俺は、間違っているのかい？




　そのとき、ショウは、バターが焼ける匂においをかいだ。

　それは隣となりのファミリーレストランの厨ちゆう房ぼうの排気だったのかもしれない。

　しかし、その匂においがショウの記き憶おくの扉とびらを開いた。

　記憶に浮かぶものは手のひらに温かさを伝える紙袋と、そこから立ち昇る匂いと、微笑ほほえむ真ん丸メガネの女の子の顔だった。

『まだ、熱いでしょ、焼きたてを持ってきたんだよ』

　花はな美み……。

　死んだはずの女の子。

　そして、今、再び死の淵ふちの前に立っている女の子。

　父が助けることができなかった女の子。




　そうなのかい？　父とうさん。

　俺おれに……父さんに出来なかったことをやれって言うのかい？

　それは無む駄だなことじゃないって証明しろって言うのかい？




　ショウは、しばらくそのまま駐車場に立っていたが、やがて、植え込みに近づくと、自分が投げた缶かんコーヒーの空き缶を拾って、それをゴミ箱に入れた。




　答えはそこにあった。

　それは、あの日健けん一いちを助けたときと同じ答えだった。




　自分が正しいと思ったこと、それに従おう。

　それだけのことなんだ。













　第十章「花美の決意」







　花はな美みは、電気オーブンを開けてため息をついた。

　後ろでその様子を見守っていた博ひろ之の助すけが聞いた。

「花美ねーちゃん、また失敗したの？」

　無言でうなずく花美を囲んでいた子供たちから歓声があがった。

「やったあ！　またクッキーが食べられるぞ！」

「こんどは、わたしたちのぶんだよ！」

「わかった、お前らにもわけてやるよ」

　花美は、仕方ないな……という顔をして、オーブンの天板の上に載のった、できそこないの煎せん餅べいのようなものを、子供たちの前に置いた。

「まだ、熱いから手を出しちゃダメよ」

　子供たちに、そう一言注意してから、オーブンの前を離れた花美の前に、瀬せ見みが立っていた。

「今日もクッキーに挑戦したのかい？」

「ええ、うまくいきませんでした、やっぱりバターがないとクッキーはできないみたいです」

　瀬見は、ちょっと真ま面じ目めな顔をした。

「そうか……子供たちにお菓か子しを作ってやることについては、とやかく言うつもりはないが、小麦粉も砂糖も、この先いくらでも手に入るというものでもないからね」

「すみません……」

「いや、謝あやまることはないよ、子供たちも喜んでいるしね、ただ、無む駄だづかいだけはしないでくれってことさ。まあ、こんなことは言わなくてもわかっているだろうけどね」

　瀬見は微笑ほほえんだ。

　花美は、もう一度頭を下げたあとで、出来損ないのクッキーをきゃいきゃい言いながら食べている子供たちを見てため息をついた。

　砂糖も小麦粉も瀬見の言う通り簡単に手に入るものではなかった。小麦の栽培は始めていたが砂糖については自給する方法が無かったのだ。

　塩は海の水があれば作ることができるけど、どうやって砂糖を作ればいいのかしら。サトウキビって暖かい場所じゃなければ育てることができないって聞いたことがある。サトウダイコンって野菜があるってどっかの本で読んだことがあったけど、そんなダイコンのタネなんかどこを探してもみつからないだろうし……今ある砂糖を使い尽くしたとき、甘あまいものをどこから探してくればいいのかしら。

　もう一度ため息をついて、エプロンを外そうとした花はな美みの手が止まった。

　花美の目はエプロンの絵え柄がらに吸いつけられていた。

　エプロンに描かれた絵、それはクマのプーさんが、ハチミツを舐なめている絵だった。

　そうか！　砂糖が手に入らなくてもハチミツがある！

　甘あまい料理も、お菓子も、ハチミツさえあれば作れるんだ！

　あとは、バターさえあれば……いや、マーガリンでもショートニングでもいい。それさえあればちゃんとしたクッキーや、ケーキを作ることができる。

　でも、バターや、マーガリンを、いったいどこからさがしてくればいいんだろう……。

　今まで、いろいろな場所に食料を探しに行ったことがあった。でも、すべてのものが常温に置かれ、そして二回の夏を経過したこの世界で、まともなバターやマーガリンを見たことが無かった。

　花美は考え込んだ。

　でも、なんとかしなくちゃいけないんだ。

　私は本物のクッキーを作らなくちゃいけない。

　そして、また会えたら、今度こそ本物のクッキーを渡すんだ。

　だって……。

　それは、約束だったんだから。

　あの日、私が作ったあのひどいクッキー……。

　クッキー作りに、生まれて初めて挑戦して……そして出来上がったその喜びでいっぱいだった私は、味見も何もしないでショウくんのところに持っていった。

　まだ熱いそれを食べたショウくんは、笑って言ってくれた。

『おいしいね……』って。

　家に帰って意気ようようと、残りのクッキーを食べた私は……思わず吐はき出した。

　驚くより先に恥ずかしかった。

　この、とんでもないシロモノを……ショウくんは笑って食べてくれたんだ。

　そう考えたとき、涙が出るくらい恥ずかしくて……そして……嬉うれしかった。

　次の日、私は言ったんだ。

『今度は、ちゃんと作るからね』って。

　そして、その、今度は、二度と来なかった。




　その日、ショウくんは死んだ。




　花美の脳のう裏りに渦うず巻く黒い水と、その冷たさがよみがえった。

　あの日からずっと……私はこの日が来ることを願い続けてきた。

　ショウくんに本当のクッキーを食べてもらう日のことを。

　今、その願い事がかなうならば、私はどんなことでもやれる。

　花はな美みは、厨ちゆう房ぼうの窓から外を見た。

　焼け跡と廃はい墟きよの広がるその光景を見ながら花美は考えた。

　……確か、明後日あさつては調達班が食料を捜さがしに出る日だったよね。

　よし！　明日あした、ハチミツを探しに行こう、バターは明後日あさつてだ！

　花美は力強くうなずくと、厨房を走り出て行った。




　その隊列の先頭に立つのは、十七歳さいくらいの、杉すぎ井いという名前の精せい悍かんな顔つきをした少年だった。

　原付スクーターに乗って、背中に自動小銃を背負ったその少年は、浅黒く日焼けした顔を上げると、後ろに続く仲間たちを振りかえって声をかけた。

「調達班、準備はいいか？　よし、じゃあ出発！」

　少年のあとに続いて、リヤカーを引いたスーパーカブと自転車の隊列が動き出した。

　焼け残った家をひとつひとつ調べてまわり、食料や石油など使えそうなものを探し出して持って帰るのが彼ら調達班の仕事だった。以前はこういった仕事はもっと小さな子供たちの仕事だったのだが、たび重なる襲撃を受け、犠ぎ牲せい者が出たため、調達班は中学生以上で編成されて、さらに武装した護衛がつくことになったのだ。

　杉井は、動き出した隊列の先頭からスクーターをＵターンさせると、列の中ほどにいる帽ぼう子しをかぶった小柄な少年に声をかけた。

「今ならまだ戻れます、どうします？」

　少年は、女の子の声で答えた。

「大丈夫、髪の毛はまとめて帽子の中に入れたし、私、もともと瘦やせっぽちだから、身体からだのラインじゃバレないから」

　それは花美だった。

「そうですか、でも、なるべく俺おれたちから離れないでください、食料探しに夢中になって、離れちまうヤツが多いんです」

「わかった、ありがと、杉井君、迷めい惑わくかけちゃったね」

　杉井は、ちょっと赤い顔をして答えた。

「あ、いや、別にいいですけど、千ち高だかさんに何かあったら俺は由よし方たかさんに殺されちまいますから」

「え？　由方さんに？」

　驚く花美に向かって杉井は笑って答えた。

「ええ、カレーが食えなくなるって……」

　杉すぎ井いはちょっと真面目な顔をして付け足した。

「由よし方かたさんだけじゃありません、俺おれもです、千ち高だかさんのカレーが食えなくなったら、あそこにいる全員が悲しみます。だから、いいですか、絶対にムリしないでください！」

　うなずく花はな美みに、もう一度笑いかけてから、杉井はバイクのアクセルを開けて、隊列の先頭に戻って行った。




　東飛白市の西の外れの住宅街には、焼け残った家が残されていた。

　その住宅街のほぼ真ん中にある小さな商店街の交差点で、隊列が止まった。

「よーし、今日はこの一角を捜さがす！　ガソリン班は自動車のガソリンの抜き取りへ、食料班は家の中へ、二時間後に集合だ。やつらに出くわしたら、とりあえず逃げてホイッスルを吹け、いいな、よし！　解散」

　杉井の号令で、調達班は住宅街の中に散った。




　何件の家を回っただろう。どの家にもバターはなかった。

　ほんのわずかの期待を込めて開ける冷蔵庫の中には腐ふ敗はいし、どろどろになった食品のなれの果てが詰まっているだけだった。

　見つけたのは小麦粉とパン粉、そして、サラダ油が二缶かんだけか……。

　花美は、小さくため息をついたあとで立ち上がった。

　ここもダメだった……。

　でも、あきらめちゃダメだ、神様がくれたチャンスを無む駄だになんかできない！

　ハチミツが手に入らなかったんだから、せめてバターだけでも手に入れなくちゃ。

　花美は、自転車に乗ると、走り出した。

　バターやマーガリンは、全部冷蔵庫で保存されていたから、電気が来なくなって全部ダメになっちゃったんだ。

　電気が無くても保存できるように、ちゃんと密閉された……そう、缶かん詰づめみたいになっているバターがあれば、きっと使えるはずだ。

　そのとき、花美の頭にひらめくものがあった。

　そういえば、バターの缶詰ってなかったっけ。そうだ！　昔、お中元で、ギフトセットに入ってるのをもらったことがあったじゃない！　そうか……ギフトだ、ギフトセットを扱ってた店をさがせば見つかるかもしれない！

　花美は、近くの商店に飛び込んだ。

　事務室に置かれた電話の脇わきを探すと、そこに見覚えのある黄色い表紙の職業別電話帳が置かれているのを見つけた。

　花美は電話帳をめくってギフトショップを探した。

　あった！

　背負っていたリュックから地図を取り出して、地図と電話帳に掲載されていたギフトショップの住所を照合する。

　場所を確認した花はな美みは、ため息をついた。

　わあ……遠いな……どうしよう。

　花美は、店の外に止めてある自転車を見た。

　あと一時間……大丈夫、行ける。いや……行かなくちゃいけないんだ。

　花美は、店を飛び出した。




　調達班が解散した住宅街から二キロほど離れた商店街にあるギフト専門店の中を捜さがしていた花美が、その箱をみつけたのは、その店に入って三十分ほどすぎてからだった。

　小こ岩いわ井い農場セットと書かれたその箱の中には、金色のバターの缶かんが並んでいた。

　花美は、震える手で、そのバターの缶を手に取った。

　その缶はずっしりと重かった。

　できる……これでクッキーを作ることができる！　ショウくんとの約束を果たすことができるんだ！

　金色の缶の上に落ちた涙を、花美はそっとぬぐった。

　持ってきたタオルで、その缶をくるんでリュックサックの中に入れてから花美は腕時計を見た。

　集合時間は、とっくに過ぎている。

　早く帰らなくちゃ、きっと杉すぎ井い君たちが心配しているだろうな。

　リュックを背負った花美がギフトショップの出入り口を出たとき、声が飛んだ。

「おい！　何を見つけた！」

　花美が振り向くと、そこに赤いバンダナを巻いた少年たちの姿があった。

　え……選ばれし者たちだ！

　恐怖と驚きよう愕がくで立ちすくむ花美に、少年たちはにやにや笑いながら近づいてきた。

「お前が持ってるのは食い物だな！」

「こんなところを一人でうろつくなんざいい度胸だ」

　花美は、少年たちに背を向けると、全速力で走り出した。

　数秒しないうちに、花美は背中のリュックの重さで、思ったより足が前に出ないことに気が付いた。

　リュックを捨てなきゃ追いつかれる！　でも……捨てるなんてできない！

　少年たちの嬌きよう声せいと足音は、必死に走る花美の、すぐ後ろに迫っていた。

　どうしよう！

　そう、思ったのと同時に花はな美みは後ろに引っ張られてその場に転倒した。

　リュックのフラップが開き、中から金色の缶かんが転ころがり出る。

　あ！　バター！

　思わず延ばしたその手が、思い切り踏ふみつけられた。

「きゃ！」

　その激痛に、花美は思わず悲鳴を上げてしまった。

　花美の手を踏みつけた少年が驚いた声を上げた。

「サージャント！　こいつオンナです！」

　追いついてきたリーダー格の少年が、下げ卑びた笑いを浮かべた。

「へえ、今日は運がいいな、食い物とオンナの両方が手に入るとはよ」

　花美は、立ち上がって逃げようとしたが、リーダーは、それより早く花美の腕をつかんだ。

「いや！　やめて！　離して！」

　暴れる花美を押さえつけながらリーダーは笑った。

「へえ、本当にオンナだな、あまりに貧乳なのでわかんなかったぜ、まあ、ひん剝むいてみればすぐわかるな」

　周りを取り囲んだ少年たちのあげた動物じみた笑い声の中で、花美の身体からだの震えは止まらなかった。













　第十一章「再会」







「あんまり大きなものは持っていけそうにないしな……」

　街道沿いのホームセンターの中で、小型の溶接機を見て、ショウはつぶやいた。

「やっぱり食い物の方が良かったかな……金を持っていっても向こうじゃ使えないから、全部使って品物に変えなきゃいけないんだよな……」

　あの夜、決意を固めたショウは、次の日、バイト先の新あら木きに、バイトを辞めることを告げて、今までのバイト代をもらった。そして家に帰ると、自分の持っていたＣＤやマンガやゲームソフト、そしてゲーム機など、持っているもので売れるものは全部売り、売れないものは処分した。

　ショウは最初、向こうの世界でポケットに突っ込んだ札を使うつもりだった。しかしその札は使えなかった。

　向こうの世界の一万円札の肖像が福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちじゃなくて坂さか本もと竜りよう馬まとは思わなかった……気が付かないでそのまま使っていたら警察につかまるところだったよな。それにしても……バイト代金の残りで、向こうに置いてきたＴＬＲの代わりのバイクが買えたのがありがたかったよな。




　ショウは、ホームセンターで買い込んださまざまな野菜類のタネなどの品物を、ダンボール箱に入れて、今日、「ホルス」で買ったばかりのＤＲ二五〇というスズキのオフロードバイクの荷台にくくりつけた。

　そのバイクは、新あら木きが選んでくれたバイクだった。

　十年近く前に生産された古い型だったが、前のオーナーが丁てい寧ねいに乗っていたらしく、極めて程度が良かった。新木はそれを下取り価格でショウに売ってくれたのだ。

　使えそうな工具や食料品を詰め込んだリュックを背負ってからバイクにまたがり、デコンプレバーを引いて思い切りキックスターターを踏ふみ下ろすと、四サイクル単たん気き筒とう二五〇ＣＣのエンジン音がホームセンターの駐車場に響きわたった。

　ギヤを蹴けりこんでクラッチを繫つなぐと、バイクはゆっくりと走り出した。

　ショウは、店の前の街道を、左に曲がった。それは、東飛白市の方角だった。

　街道をしばらく走って東飛白市内に入ったとき、ショウは、自分が道に迷ってしまっていることに気が付いた。

　東飛白市内に入ったことはわかるのだが、肝かん心じんのキャンプの所在地である中ちゆう央おう公民館の場所がわからなくなってしまったのだ。

　まいったな……向こうの世界と違って、こちらの世界では家々が焼け落ちていないから、見通しが悪いんだな。こうなりゃだれかに聞いてみるしかないか。

　信号待ちで止まったとき、ショウは、その交差点の角に制服を着た女子高校生が立っているのに気がついた。

　長い髪を一本の三つ編みにして背中にたらしたその子は、武術でもやっているのだろう、手に長い一本の棒を持っていた。

　ショウは、バイクのサイドスタンドを立てて、ヘルメットを脱ぬぐと、その子に声をかけた。

「すみません、ちょっと道を聞きたいんですけど」

　その子は、ちょっと驚いたような顔をしたあとで、微笑ほほえんだ。

「はい！　どこですか？」

　ショウはちょっと意外な気がした。

　今まで何度も道を聞いたことがあるが、こんなに楽しそうに答えてもらったのは初めてだったからだ。

「あ、東飛白市の中央公民館に行きたいんですけど……」

「ああ、それだったら、この道を……」

　その子は、目の前の街道を指さしてから、ちょっと考え込んだ。そして目の前の交差点を指さした。
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「いえ。こっちの方がいいと思います。この交差点を左折して、南みなみ沢さわという交差点を右に曲がった方がわかりやすいと思います。中ちゆう央おう公民館は屋根に黒いソーラーパネルが載のってる大きな建物だから、すぐわかると思いますよ」

「どうもありがとう」

「いえ、お役に立ててわたしもうれしいです！」

　その子は、再び微笑ほほえんだ。

　なんか……いい子だよな。

　ヘルメットをかぶり、その女の子に教わった道を走りながら、ショウはさっきの女の子の微笑みが、花はな美みによく似ていたことを思い出していた。




　バイクを見送った女の子の後ろから、同おない年くらいの高校の制服を着た少年が声をかけた。

「夏なつ実みくん、遅くなってごめん」

　女の子は振り返った。

「遅いぞ、立たつ也や」

　立也と呼ばれた少年は頭を搔かいた。

「ちょっと模試の答え合わせが長引いちゃって……それよりさっきのバイクの人、夏実くんの知ってる人？」

「ううん、道を聞かれただけだよ、中央公民館はどこですか？　ってね」

　立也と呼ばれた少年は、怪け訝げんな顔をした。

「中央公民館なら、この道をまっすぐ行けばすぐじゃないか」

「そうなんだけどね……なんとなくこっちの道を教えた方がいいような気がしたんだ」

　夏実は、そう言ったあとで、ちょっといたずらっぽい目をして聞いた。

「ねえ、立也。わたしが他ほかの男の子と話ししてると気になる？」

　立也は、目を丸くしたあとで、赤くなった。

「あ、いや、そんなことはないけど……その……」

　夏実は微笑んだ。

「そうなんだ。わたしは気になるけどな、立也が他の女の子と笑って話してると」

　夏実は、赤い顔をして黙り込んでしまった立也の手を取った。

「さあ、行こう、期末試験の予想問題出してくれるんでしょ」

「あ、うん」

　夏実は立也の手を握って歩き出した。




　ショウは、女子高生に教わった交差点を曲がると、すぐにバイクを路ろ肩かたに止めて、着ていたエンデューロスーツのポケットからモバイルを取り出して開いた。

　本当なら、だれも見ていないような場所で跳ぶ方がいいんだろうけど、少しでも早く向こうの世界に跳んだほうがいいよな……それに、向こうの世界ならば、見通しがよくて、道を間違えることもないだろう。

　あたりを見回したが、だれもショウに関心を持つ人間はいないようだった。

　よし！

　ショウは光り出したモバイルの画面を押した。




　こっちの世界を走り出して一分しないうちにショウは自分の目を疑った。

　人の姿すら見かけないはずのこの世界で、いきなり人間が道路に走り出して来るとは予想すらしていなかったからだ。

　その人間の着ている服は、大きく裂さけており白い背中を見せて必死に走って行く。

　小柄な、少年のようなシルエットのそいつを追って、さらに二、三人の少年が走ってゆくのが見えた。

　その少年たちの頭に巻かれた赤いバンダナを見て、ショウは驚いた。

　やつらだ！

　ショウがバイクのアクセルを開けたそのとき、追われていた少年が転ころぶのと同時に帽ぼう子しが脱ぬげ、髪の毛が広がった。

　女の子だ！

　ショウはギヤを落としてさらにアクセルを開けた。

　ＤＲ二五〇が、蹴け飛とばされたように加速する。

　女の子が振り向いた。

　それは、花はな美みだった。

「うおおおおおおおおおおお！」

　ショウは、自分の中からほとばしり出る叫び声を止めることができなかった。

　アクセルを全開にしたまま、左手で、ブーツに挿さしてあった先を曲げた鉄筋用の鉄棒を抜く。

　バイクのエンジン音と、ショウの叫び声に気がついた選ばれし者たちが振り向いた。

　ショウは、その中にいる、背中に小銃を背負ったリーダーらしい男に狙ねらいを定めた。

　そいつは、あわてて背中に背負っていた小銃を構えようとしたが、それよりも速くすれ違いざまにショウの振った鉄棒が、そいつの側頭部にヒットした。

「ごくっ！」

　鈍い音とともに、声も立てずにそいつは崩くずれ落ちた。

　ショウは、すばやくバイクをＵターンさせ、次のやつに狙いを定めた。

　花美のすぐ後ろにいたそいつは、ショウを見ると、手に持った金属バットを振りまわした。

　その一撃を頭を下げてやりすごすと同時に、ショウはスナップを効かせて鉄棒の先端を、そいつの首筋に食らわせた。

「うぐ……」

　言葉にならないうめき声を上げてそいつが地面に転ころがったとき、残りの連中は逃げ出していた。

「花はな美み！」

　ショウは、ヘルメットのシールドを上げて、倒れていた花美に声をかけた。

　服を破かれ、右の上半身が剝むき出しになった花美が顔を上げた。

　メガネを飛ばしてしまった花美は、目をしばたいた。

「俺おれだ！　ショウだよ！　しっかりしろ！」

　花美は、わけがわからない、というように何回も目をこすった。

　ショウは、バイクのサイドスタンドを立てるのと同時にバイクを飛び降りて、花美に駆かけ寄ると抱き起こした。

「……ショウくん……なの？」

「ああ、そうだ！　大丈夫か？　花美！」

　目の前でショウの顔を確認したとたん、花美は抱きついてきた。そして、声を上げて泣き出した。

「怖かった……怖かったんだ……」

　花はな美みの泣き声を聞きながら、ショウは安あん堵どのため息をついた。

　やっぱり……こっちの世界に跳とんで正解だったんだな、あの女の子に道を聞かなければ、俺おれはこいつを助けることができなかっただろう。

　そのとき、ショウは花美を抱きとめた自分の左手が、何か柔やわらかなものに触れているのに気がついた。

　うわ！

　ショウはあわてて手を引いた。

　いきなり手を離された花美が、え？　という顔をした。そしてそのとき、自分が右上半身剝むき出しのままでショウに抱きついていたことに初めて気がついた。

「きゃ！」

　花美はショウから離れると、両手で胸を隠かくして丸くうずくまった。

「見…見ないで」

「あ、ご、ごめん！」

　ショウは、あわてて目をそらすと、着ていたエンデューロスーツを脱ぬいで花美の前に差し出した。

「これ……」

「うん……」

　花美はうなずいて、そそくさとスーツの袖そでに手を通した。

　ショウのエンデューロスーツは、ほんのりと温かだった、そして、そのぬくもりが、花美の身体からだの震えをゆっくりと止めてくれた。

　……これが、ショウくんの体温なんだ……幽ゆう霊れいなのに温かいなんて変だけど……。

　ショウは、あたりを見回してから、花美に聞いた。

「立てるか？」

「え？　あ、うん」

「さっきのやつらが、仲間を連れてくるかもしれない、早く逃げよう」

「でも……バターが……」

「バター？　そんなものいくらでも手に入るじゃないか、さあ、早く俺のバイクに乗るんだ」

　花美は、未み練れんがましく何回も何回も振り返りながら、バイクの後ろに乗った。




　バイクを走らせるショウの背中で花美が、つぶやくように言った。

「ショウくんは……本当は、あのショウくんなんだよね」

「そうだ、お前と一緒に川に落ちた……ショウだ」

「ショウくんは……幽ゆう霊れいなんだよね」

　ショウは、一いつ瞬しゆん否定しようとしたが、思い直して言った。

「そうだよ……俺おれはこの世界では幽ゆう霊れいみたいなものなんだ」

「やっぱり、そうなんだ」

　花美は、ショウの背中に顔を埋うめて、泣き出した。

「どうしたんだよ」

「なんでもない……神様ってホントにいるんだな、って考えてたの。私、ショウくんが死んだあと、ずっと考えてきた、いやなこともつらいことも、全部ショウくんが守ってくれるから大丈夫だって……だから……病気で養父とうさんや母さんや、弟が死んだときも、家が焼かれたときもずっとずっと、そう考えてきた……だけど、本当につらくて、どうしようもなくなったときに、こうやって会いに来て助けてくれるなんて、神様って……いるんだね、本当に……」

　そして、花はな美みは小さく笑った。

「なんだよ、泣いたかと思ったら笑いやがって、変なやつだなお前は」

「こんなこと、ショウくんが幽霊だから言えるんだな……と思っただけ、本当のショウくんだったらとてもじゃないけど恥ずかしくて言えないよ」

「そうか？」

「そうだよ……」

　花美は黙りこんだ。

　ショウは背中に抱きついている花美の体温が、ゆっくりと自分の身体からだに染み込んでくるような気がしていた。

　やがて、花はな美みがぽつりと言った。

「また……バター探さなきゃ」

「バター？　そういえばお前、さっきもそんなこと言ってたけど、こんな場所で一人で何やってたんだ？」

　花美は再び黙りこんだが、警戒しながらバイクを走らせるショウに、その花美の沈黙の意味を考える余よ裕ゆうは無かった。













　第十二章「前橋キャンプ」







「見ろ、やっぱりお前はヒーローじゃないか」

　東飛白キャンプに花はな美みを連れて帰ったショウに向かって、栗くり野のがそう言うと、ショウは少し照れたような顔をしただけで、何も言い返さずに黙って頭を下げた。

　栗野は、そんなショウの変化を好ましいものと受け取ったようだった。

「実を言うと今、会議中だったんだが、君にも、ぜひとも出席してもらいたい」

　ショウはすこし驚いた。

「俺おれもですか？」

「ああ、お前が帰ってきた、ということは、俺おれたちの仲間になるという道を選択した……そうだろう？」

　栗野は笑った。

　その笑顔を見たとき、ショウは他人から受ける信頼というものが、心地よいものだと感じている自分に少し驚いた。




　二階の事務室に入ってきた栗野の後ろに、ショウがいるのを見て、瀬せ見みや国くに光みつをはじめとするキャンプのメンバーたちは目を見開いた。

「花はな美み君が無事に帰ってきたとは聞いたが、まさか君が助けてくれていたとは……」

「ホントにヒーロー顔負けの大活躍だね」

「すみません、突然いなくなってしまったりして」

　頭を下げたショウに向かって瀬見はあわてて両手を振った。

「いや、いいんだ。それより謝あやまらなくちゃいけないのはこっちの方だ。君が乗ってきたあのバイク。あれを勝手に使ってしまったんだ」

「例の……熊くま谷がやと前まえ橋ばしのコミュニティへの伝令の件ですね」

　横から栗野が答えた。

「あ、そうだった言うのを忘れてた。勝手に使ったのは俺の一存だ、あのバイクならパンクしないでいくらでも走れると思って俺が使わせたんだ」

「結果は……どうだったんですか？」

　瀬見は、そこにいる全員と顔を見合わせてから、眉まゆをひそめて答えた。

「熊谷のコミュニティからは……断られた。その帰りに襲撃を受けて、バイクはダメになってしまったんだ、運転してた望もち月づきは無事に帰ってきたが……だから前橋には、まだ行っていない」

　国くに光みつが、あとを継ついだ。

「前まえ橋ばしのコミニュティとは無線で連絡を取り合って、なんとか子供と最低限の世話役の人間を迎え入れてくれるという回答をもらったんだけど……迎えに来てはくれない。私たちが送り届けなきゃならないんだ。この状況で前橋まで子供たちを無事に届けるのがどんなに難しいかわかるだろう？」

　ショウは、前橋までの距離を想像した。

　平和な世界だって、ちょっとした小旅行ぐらいの距離だ。この世界であの距離を移動するには、きっと想像も出来ないくらい苦労するに違いない、ましてここは選ばれし者たちに狙ねらわれているんだ。

　腕を組んだ栗くり野のがつぶやいた。

「ここと、前橋のキャンプとの間で交信した無線は、きっとやつらに傍ぼう受じゆされているに違いない。夜の闇やみにまぎれて子供たちをトラックか何かに乗せて移動する方法を考えていたのだが、それがやつらにバレていたのでは、おそらく待ち伏せにあって全滅してしまうに違いない。無線を聞かれているとしたらそこを逆さか手てにとって、囮おとりの情報を無線で流して、やつらのウラをかくのが一番確実だろう」

　国光がうなずいた。

「やつらは絶対に子供たちを狙ねらってくるね。やつらが、あの組織の中で上位にあがるには、敵の子供の首を取るのが一番早いんだから」

「やつらの手から子供たちを守るためには、やはりだれかが直接前まえ橋ばしまで行って話を通しておかなければなるまい」

　国光と瀬せ見みの会話を聞いたショウの脳のう裏りに浮かんだのは、国くに立たちの防災センターの中庭で見た子供の首の山をつついていたカラスの群と、選ばれし者たちの拠きよ点てんで、幹部の露つゆ木きと交わした会話だった。

『敵を殺せば殺した数だけ上にあがることができる、敵の子供を殺すのが一番ポイントが高い……』

　そして、あの夜、駐車場で心に浮かんだ光景。

　中身をほとばしらせて転ころがる缶かんコーヒーと、健けん一いちの首が重なったあの一いつ瞬しゆんを思い出したショウは思わず口に出していた。

「俺が行きます前橋まで！　俺だったら半日もあれば行って来れます！」

　突然のショウの言葉に、そこにいた全員が驚いた。

「半日？」

　ショウは自信をもってうなずいた。

「ええ、俺のバイクならそれができます」




　会議は終わった。

　仕事に戻るメンバーたちと、前まえ橋ばしのコミュニティに渡す移送計画書を作りに行く栗くり野のと立たつ也やが事務室を出ていくのを見送ったあとで、瀬せ見みは、ゆっくりとショウの方に向き直った。

「楠くす本もとショウ君。こちらの世界にようこそ」

　驚きのあまり何も言えずにいるショウを見て、瀬見は小さくうなずいてから微笑ほほえんだ。

「やっぱり……そうじゃないかと思っていたんだ。花はな美みくんから君が幽ゆう霊れいだと聞かされたとき、俺おれは四ヶ月前の夏に、このキャンプに来た朝あさ霧ぎり夏なつ実みという女の子を思い出したんだ」

　瀬見は、前にあるイスを指さした。

「立ち話もなんだ、座らないか？」

　ショウは、言われるままにイスに座った。

「君は……ウイルスにやられていない、もう一つの世界からやって来た、これに間違いはないね」

　うなずくショウを見て瀬見は大きなため息をついた。

「そうか……それにしても、君といい、夏実くんといい、よくもまあこんな世界に来る気になれるな。君たちの世界なら安全で、平穏で、食べる物も着る物も、なんでもあるだろう」

　ショウは顔を上げた。

「そのとおりです、でも、あっちの世界に、俺の居場所はありませんでした。俺がいなくなっても、何一つ変わりません。あっちの世界では、俺はいらない人間なんです、でも、ここは違います……ここには……俺が必要なんです」

　瀬見は一いつ瞬しゆん目を見開いたあとで微笑ほほえんだ。

「千ち高だかくんかね？」

　ダイレクトな指摘に、ショウは言葉を失った。

「あ、いえ……彼女だけじゃないんですけど」

　瀬見は、身体からだを背もたれに預けた。

「あの子はいい子だよ、明るいしムードメーカーだ。そして何より自分がその役割を果たさなきゃならないということを知っている。なかなかできるこっちゃないな、この間のハチの巣騒動にはまいったけど……」

「ハチの巣騒動？」

　いぶかしげな顔をするショウに向かって瀬見は笑いながら説明を始めた。

「ああ、砂糖の残りが少なくなってしまったのを見て、千高くんは、ハチミツを代用にすればいい、と考えたらしいんだ、そのアイディアは悪くないが、あの子が取ろうとしてたのは、よりによってスズメバチの巣だったんだよ」

「スズメバチ！」

「ああ、どうやらあの子の頭の中には、クマのプーさんのイメージがあったせいだろうが、一歩間違えればえらい目にあうところだったね」

「あのバカ……まったく、昔っからおっちょこちょいのところは変わんないんだから」

　ショウの言葉を聞いた瀬せ見みは身を乗り出した。

「そういえば……千ち高だか君から聞いたんだが、君は……十歳さいの頃、彼女の作ったクッキーを食べてあげたそうだね」

「ええ、花はな美みが初めて作ってくれたクッキーでした」

「おっちょこちょいの女の子は砂糖と塩を間違えたりする、なんてのがよくある話だが」

　ショウは肩をすくめた。

「……間違えてました。ついでにシナモンとコショウを」

「なんだって？　匂においで気がつくだろう普通」

「風邪かぜひいていて、匂いがわからなかったみたいです」

「そうか、さぞかしひどい味だろうなあ」

「……ひどかったですよ」

　瀬見は目を丸くした。

「食ったのかね？」

「ええ、笑って食いました……男の子ですから」

　瀬せ見みは、満面の笑みを浮かべてイスから立ち上がると、ショウの肩を叩たたいて言った。

「そうか、やっぱり君は俺おれが思ったとおりの人間だな、ようこそ、東飛白キャンプへ」
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　ショウの乗るＤＲ二五〇は、ひたすら関かん越えつ道どうを北上していた。

　秋の連休の初日の昼下がり。高速道路を流れる車の量は多かったが、順調に流れていた。

　百キロを少し切るくらいの速度で走り続ける車と車の間に入って走り続けながら、ショウは考えていた。

　ああそうか、秋の連休とやらなんだな世間は……まったく気が付かなかったな。曜日なんてものは、社会が動いていて初めて意味があるのかもしれないな。

　ショウの横を、子供を載のせた家族連れらしいワゴン車が、追い抜いて行く。

　休日……か、考えて見れば休日って何なんだろう？　世間の人たちが休んでいるときだって働いている人はいる、医者や消防士なんかは休みの日でも急きゆう患かんや火災で仕事が入ることだってあるだろう。そんなときそういった人たちは休みを捨てて仕事に行く。そう、それは自分の休みより、そっちの方が大切だからなんだ。

　自分より大切な他人……俺は、今までそんなことをこれっぽっちも考えたことが無かったな……。

　花はな園ぞのインター付近まで来たとき、車の流れが遅くなってきた。

　荒川を渡る橋から先を見ると、インターの出口が渋じゆう滞たいしているのが見えた。

　くそ……渋滞か……でも、向こうの世界の高速道路は、避難民の車で埋まっていてとても走れたものじゃなかった……都内から脱出しようとする人の数は、連休の渋滞どころの騒ぎじゃなかったんだろうな。

　左側の走行車線から中央の車線に移ったショウの横を大型トラックが追い抜いて行き、風圧でバイクがゆれた。

　ショウは、ハンドルを握る手に力を入れた。

　こんなところで事故を起こすわけにはいかない。俺の背中にあるリュックには、立たつ也やがプリントアウトしてくれた計画書と、ＤＶＤロム、そして瀬見の信書が入っている。俺が無事にたどりつかなければ、あのキャンプにいる子供たち全員の命が失われるんだ。

　関越道を、前まえ橋ばしインターで降りたショウは、そのまま前橋の市内に入った。

　インターを降りてすぐ左にある小さな公園の路ろ肩かたにバイクを停めると、立也がプリントアウトしてくれた地図を広げた。

　現在地を確認してからショウは顔をあげて前橋の市内を眺めた。

　赤あか城ぎ山さんと榛はる名な山さんを背にして、家々が立ち並ぶ前橋の街並みは、東飛白市や、浅あさ羽ば野の市よりもずっと広々とした印象をショウに与えた。

　地図をたどって、自分の行く方角を確認してからショウは地図をたたんで小さくうなずいた。

　大丈夫だ、この先だ。

　ショウが、前まえ橋ばしの市内に向けて三分ほど走ると、目の前に利と根ね川にかかる水色の古風なトラス組の鉄橋が見えた。その先には薄いオレンジ色の外壁の高層ビルが見えてきた。

　あれが群ぐん馬ま県の県庁か……確かあの左手にあるドーム型の建物が前橋キャンプがある場所のはずだ。

　鉄橋を渡りきったところにバイクを停めたショウは、エンデューロジャケットのポケットから、モバイルギアを取り出してそれを広げた。

　ショウの目の前で前橋の街がゆらりと揺れた。




　ドーム型の建物のまわりは二重三重の防壁とバリケードで囲われ、そして完全武装されていた。

　ショウを出迎えたのは、積み上げられた土ど囊じようの上に置かれた軽機関銃と、自衛隊の防弾ヘルメットをかぶり、そして小銃を背負った少年たちの姿だった。

　小銃を突きつけられたショウは、両手を挙げたまま、合言葉を言わされてボディチェックを受けた。

　リュックに入っていた瀬せ見みの信書を見た見張り員の責任者らしい少年が言った。

「東飛白から来たというのは、間違いないようだな、では俺おれが案内しよう」

　防壁の中に入ったショウは、驚いた。

　そこに置かれていたのは、装甲車だった。

　濃いグリーンと焦こげ茶ちや色に塗り分けられたその六輪の装甲車には戦車のような砲ほう塔とうがついている。

　……こいつは無敵だろうな。

　装甲車を見上げていたショウは、その装甲車の後ろに並んでいるジープとトラックの群と、脇わきに積み上げられたドラム缶かんに気が付いた。

　……あれは、きっと燃料だろう。その手前に積まれて青い防水シートがかけられているのは、どうやらレトルトの食品類らしい。

　その物資の豊富さは、とても東飛白市のキャンプの比ではなかった。

　ショウの表情を見て、案内していた少年が誇らしげに言った。

「これは全部、玉たま城しろさんのおかげなんだ。あの人が俺たちをまとめてくれなかったら、とてもこれだけの用意はできなかったと思う」

　ショウは、少年の言った玉城という名前に覚えがあった。それは、この前橋キャンプの責任者の名前だった。

「玉城って人はすごい人みたいだな」

　少年は、目を輝かせた。

「そうさ、すごい、なんてものじゃない。大人おとなたちが死んで、街がめちゃくちゃになっていく中、何をしていいかわからなかった俺おれたちに、あの人だけが教えてくれたんだ……生きろ！　生き延びることが目的なんだ！　って、だから俺たちは生き延びることだけを考えてきたんだ」

　やがて、ショウを案内していた少年が、前まえ橋ばしキャンプの建物の奥にある『事務長室』と書かれた札のついた一室の前に立って、ドアをノックした。

「開いている、入れ」

　低い威圧的な声が答えた。

　少年は、姿勢を正して言った。

「東京の東飛白キャンプからの客を案内して来ました」

「よし、ご苦労だった、下がっていいぞ」

「はい！」

　少年は叫ぶように答えると、斜め後ろに下がって、ショウに前に出るように合図した。

　ショウはその部屋のドアを開けた。

　このキャンプが置かれる前はこの建物の責任者の部屋だったのだろう。

　床には毛足の長い絨じゆう毯たんが敷かれ、掃除が行き届いて整然とした部屋の真ん中には、マホガニーの大きな机が置かれている。

　その机の向こうに、二十三、四歳さいのがっしりとした体型の男が座っていた。

「はじめまして、東飛白キャンプから来ました、楠くす本もとショウと言います」

　ショウがそう名乗って頭を下げると、男はイスに座ったままショウを見上げた。

「東とう京きようの方は、どんな風になっているのかは知らないが、銃も持たずに、そんな簡単な装備で、よく来れたものだな、途中で襲われなかったのか？」

「何度か危ない目にあいましたが、なんとか切り抜けてきました」

　玉たま城しろは、自分のイスから立ち上がると、机の脇わきにある応接セットを指差した。

「まあ、それができたからここにいるわけだが……まあいい、座りたまえ」

　ショウは、軽く頭を下げてから応接セットのソファーに座って、背負ってきたリュックの中から、瀬せ見みから預かってきた品物を取り出した。

「これが、子供たちを輸送する計画書で、これが、俺たちのキャンプの責任者の瀬見さんからの信書です」

　玉城は、信書を広げて簡単に読んだあと、表情も変えずに脇に置いた。そして、封筒の中に同封されていたＤＶＤロムを手に取って、玉城は部屋の奥にある扉とびらを振り返った。

「おい、中なか野のを呼んでくれ」

　そして向き直ると、ショウを正面から見み据すえた。

「約束どおり、このデータとやらが使えそうなら、あんたらの子供たちを途中まで迎えに出てやってもいい」

「応援は……いただけないのですね」

「それは断ると、何度も無線で言ったはずだ。俺たちは自分のコミュニティを守るので精一杯なんだ」

「しかし、あれだけの装備があれば……」

　玉たま城しろは、窓の外に視線を移した。

「あれは、新しん町の自衛隊の駐ちゆう屯とん地から持ってきたものだ。確かにジープもトラックも、銃もある。しかし、言い換えるなら、あれだけしかない、ということなんだ。使ってしまえば、もうどこからも補給されることはないんだ。その装備を、なぜ、よそのキャンプのために使わなくちゃならないんだ。暴徒に狙ねらわれているのは、君のコミュニティだけじゃないんだぞ」

　そのとき、奥の扉とびらをノックして、一人の少年が部屋に入ってきた。

「お呼びですか？」

　玉城は、ＤＶＤロムを差し出した。

「こいつの中身を至急調べて報告してくれ、使える情報なのかどうなのかをだ」

「わかりました」

　少年はＤＶＤロムを持って引っ込んだ。

　計画書を広げて読みはじめた玉城は、やがて、にやりと笑った。

「これは面おも白しろいな、こいつを計画したやつと話がしてみたいものだ……鉄道を使うというのはいい手だ。西せい武ぶ線で東ひがし飯はん能のうへ、そこからＪＲ八はつ高こう線で高たか崎さきか……俺たちと同じようなことを考えていた人間がいるとはな」

「鉄道？」

　ショウの顔を見て、玉城はちょっと驚いたような顔をした。

「君はこの計画を知らなかったのかね？」

「ええ、まったく聞かされていませんでした」

　玉城は腕を組んでつぶやいた。

「そこまで保ほ秘ひを徹底していたというわけか……」

　計画書を机の上に置いた玉城はその中に書かれた路線図のようなものを指差して言った。

「俺たちも鉄道を使った移動ルートを考えていたんだ。機関車も手に入れたところだったしな……」

「機関車ですか？」

　ショウは驚いた、敷地に並べられたトラックといい、警備要員全員に行き渡っている銃といい、このキャンプは何から何までそろっている。もし、東飛白に、このキャンプの半分の装備でもあれば、選ばれし者たちに襲撃を受けても簡単に撃退できるに違いない。

「ああ、そうだ、高崎の機関区で見つけたんだ、残り少ない石油燃料が無くなっても走ることのできる機関車をな」

　玉たま城しろは得意げな顔をしたあとで言葉を続けた。

「これだけしっかりした計画ができているなら、俺おれたちも協力しよう、無線の暗号は受け取ったから、今日から無線で打ち合わせができる」

　そのとき、さっきの少年が部屋に入って来た。

　少年は手に持ったＤＶＤロムを指差して、興奮が抑えられないという声で言った。

「玉城さん！　これ、すごいですよ。食しよく糧りよう庁ちようの備蓄倉庫の一覧や、石油類の輸送ルートとかが全部入ってます、これさえあれば当分困らないと思います！」

「そうか、わかった、あとで見るからプリントアウトしておいてくれ」

　玉城は、ショウに向き直って、微笑ほほえんだ。

　ショウはそのとき初めて気がついた。

　そういえば……この人は、今まで一度も俺に微笑みを見せなかったんだ。

　玉城は右手を差し出した。

「君の持ってきたデータは、有効だったらしいな、これで君たちの言うことを信じることができそうだ」

　そうか……あくまでも、ギブ・アンド・テイクってわけなんだな。

　ショウは、差し出された玉城の手を握った。

　その手は、冷ややかで、そして乾いていた。

　ショウは、玉城という男と、東飛白の瀬せ見みとの違いがわかったような気がした。

　瀬見さんは、生き延びた、その先に何があるのか。それを考えているのに違いない……。













　第十三章「準備」







　ショウが東飛白のキャンプに戻ってきたのは、次の日の朝だった。

　見張りの少年たちが手を振る中を、ゆっくりとバイクを走らせて正門から中に入ってきたショウを、瀬せ見みと国くに光みつが玄関で出迎えていた。

　バイクのエンジンを切って、脱ぬいだヘルメットを小こ脇わきに抱え、ショウは瀬見の前に立った。

「無事、行ってきました。前まえ橋ばしキャンプの玉たま城しろさんは、子供たちの受け入れを確約してくれました」

　瀬見は微笑ほほえみを浮かべてうなずいた。

「ああ、無線で聞いたよ、暗号のやりとりも全部うまくいっている、ごくろうさん、ゆっくり休んでくれたまえ」

「はい」

　うなずいてキャンプの建物に入ろうとしたショウに、国光が声をかけた。

「ショウくん、休む前に、ちょっと厨ちゆう房ぼうに寄ってあげて」

「厨房……ですか？」

　いぶかしげな顔をするショウに、国光は笑いながら言った。

「昨日きのうからずっと寝てないでキミを待ってる人がいるからさ、元気な顔を見せてやんな」

「あ、はい、わかりました」

　ショウは照れくさそうな顔をして小さく頭を下げた。

　厨房に向かいながら、ショウは大事なことを思い出した。

　そうだ、あいつに渡すものがあったんだっけ。

　厨房に顔を出したショウを見て、花はな美みは、心底嬉うれしそうな顔をした。

「ショウくん！　無事だったんだね！」

「ああ、心配するなって言っただろう」

　ショウは、そう言いながらリュックの中から取り出した、四角い紙包みを花美に差し出した。

「ほら、おみやげだ」

「これ、何なの？」

「あけて見な、前橋のキャンプでもらってきたんだ、あそこはすごいよ、赤あか城ぎ山さん麓ろくの牧場を管理して酪らく農のうまでやってるんだから」

「酪農？」

　花美はその言葉に胸を躍おどらせた。

　ひょっとして……。

　その花はな美みの想像は裏切られなかった。

　包みの中にあったのは二キロはあろうかというバターのかたまりだった。

「お前、ずっとバターバターって騒いでいただろ、何に使うのかわかんないけど、そんだけあれば足りるだろ？」

　花美はメガネを外して顔を押さえた。

「おい、なんだよ泣くなよ」

　うろたえるショウの声を聞いた花美は涙をぬぐうと微笑ほほえんだ。

「だって……嬉うれしかったんだ……ずっと捜さがしていたんだもの」

　ショウは頭を搔かいた。

「たかがバターが、泣くほど嬉しいか？　まあ、ガキどもにケーキでも作ってやれば喜ぶんじゃないか？」

　花美は、うなずいた。

　そうだ……これだけバターがあれば、クッキーだけじゃない、ケーキだって作れる。

　そういえば、ショウくんの誕生日、もうすぐだったよね……私が七月で、ショウくんは四ヶ月遅れだったから……確か今月でいいんだよね。よし、バースデーケーキ作ろう！

　花美は、そのバターのかたまりをもう一度包み直すと冷蔵庫の奥に入れた。




　その日の午後。ショウは栗くり野のと中庭で、トラックの燃料タンクにポリタンクから灯油を給油している少年たちを見ていた。

「知らなかったな、ディーゼルエンジンが灯油で動くなんて」

　栗野が笑って答えた。

「ディーゼルエンジンは、軽油でなくても動くんだ、ちょっと黒煙がひどくてオーバーヒートぎみになるが十分走ることができる」

　ショウは、中庭に並べられた石油ファンヒーターの山を見回して、つぶやいた。

「それにしても、灯油だけを集めればいいのになんでファンヒーターまで集めてきたんだ？」

「これがオレたちの武器なんだ」

　栗野が、にやりと笑って答えたそのとき、少年が栗野のところにやってきた。

「給油終わりました！」

「よし、日没一時間前に出発だな。がんばれよ杉すぎ井い」

　杉井と呼ばれた少年は、白い歯を見せて笑った。

「任せてください。めいっぱいやつらを引きつけてやります。あのトラックはオートマですから俺にも運転できますし、ちゃんと防弾用の鉄板を内側に溶接してありますから、ちょっとやそっとの銃撃でも大丈夫ですしね」

　栗くり野のは、杉すぎ井いの肩に手を置いた。

「お前は、この仕事が一番危険で、一番大切だということを知ってるな」

「はい」

　杉井はうなずいた。

「本当は俺おれが、この役目をやるつもりだった、ということも知ってるよな」

「ええ」

　栗野は、杉井の肩を叩たたいた。

「だったら、いいか、俺よりうまくやって見せろ！　絶対に失敗するんじゃねえぞ！　そして、生きて帰ってこい！　その全部をやって見せて、最後にここに立って笑って親指を立ててみせろ！　それをやってのけて初めてお前は俺よりうまくやったことになるんだからな！」

「はい！」

　胸を張って答えた杉井は、ひとまわり大きくなったように見えた。




　栗野は、ショウを連れて正門の防壁にやってきた。

「どうだ？　唯ただ野の」

「今のところ異常ありません」

　小銃を構えた少年が白い歯を見せて笑った。

　栗野は、ショウの目が小銃にくぎ付けになっているのに気が付いてにやりと笑った。

「銃に興味があるみたいだな」

「あ、いえ、そんな」

「遠慮するな、お前くらいの年頃で銃器に興味が無い方がめずらしいんだ、おい、唯野」

　栗野は、少年を呼ぶと、構えていた小銃を受け取って、安全装置を確認した後でショウに差し出した。

「ほら、持ってみろよ、大丈夫だ、ちゃんとセフティをかけてある」

　ショウは小銃を受け取った。

　鉄の輝きと重さと冷たさ、それよりも、ちゃんと手入れされ、機械油が引かれた機関部が、この銃が本物であることの証明だった。

「弾に余よ裕ゆうがあれば、撃たせてやってもいいんだが、残念だな」

　ショウは、あわてて小銃を栗野に差し出した。

「いえ、いいです、俺は銃なんて撃ったこともありません、どうせ当たらないでしょう」

　栗野は笑いながら小銃を受け取った。

「いや、まったくのド素人しろうとが、最初に撃つ弾ってのは、意外と命中率がいいんだぜ。今まで一度も銃を撃ったことのない人間は、銃声も反動も知らないから、狙ねらいをつけたそのままの状態で引き金が引けるんだ。少し撃ったことのあるやつの方が当たらない、一度でも銃声と反動を経験すると、身体からだの防衛本能が働いて、反射神経が邪魔をするんだ」

「そうなんですか？」

「ああ、どんどん命中率が悪くなってきて、ある日を境にまた、どんどん命中率が良くなってゆく、身体が銃声と反動に慣れてくるからなんだろう。まあその域に達するにはバケツ一杯ぶんくらいの弾を撃たなきゃならんがな……」

　栗くり野のはガスバルブと照準を点検してから、小銃を唯ただ野のに返した。

「照準の部分をぶつけないようにしろよ、当たらない鉄砲なんざ爆ばく竹ちくみたいなものなんだからな」

「はい！」

　元気よく返事を返す唯野に軽くうなずいたあと、栗野はショウに、正門の前にある出で城じろを指差した。

「じゃあ、こんどはあそこを案内しよう、お前はあそこに配属するつもりだ」




　出で城じろの周囲は横倒しにした廃車ワンボックスカーの車内に砂袋を詰め込んだものを防壁にしたものが二重に並べられ、その上にさらに廃車と砂袋が積み上げられていた。出城の下に立った栗野が、突き出している鉄パイプを指差した。

「こいつがこの出城の最大の武器だ」

「健けん一いちが、ガス大砲って言っていましたけど……」

　栗野は、肩をすくめた。

「なんだ、知ってたのか。原理は簡単だ、先込め式の大砲みたいなものさ、あの鉄パイプの先端からタマを込めて、パイプの中にガスを充満させて、点火する。パイプの中のガスが爆発して、その圧力で、先から込めたタマが飛びだすってわけさ」

　そのとき、出城の中から声が聞こえた。

「実戦に使うにはいろいろコツがあるんやけどな」

　出城のバリケードの上に、やせた二十歳はたちくらいの男がひょい、と顔を出した。

「なんだ、鈴すず木き、いたのか」

　栗野はそう言ってからショウの方を振り向いた。

「あいつが、このガス大砲の設計と攻撃班の責任者の鈴木だ、オレたちのＦＭ放送を聞いて仲間になってくれた第一号だ」

「あんたが、ウワサのヒーロー、ショウさんですか、よろしゅうたのんます」

　鈴木が関かん西さい弁のイントネーションでそう言って、ショウに向かって頭を下げたとき、栗野の持っていた小型のトランシーバーが、ピロピロと電子音を立てた。

「あれ？　呼び出しだ」

　栗野は、そうつぶやくと着ていたアタックベストの襟えりにとめてあったトランシーバーのマイクを取り上げた。

「はい、こちら栗くり野の、何があった？」

　ザッという雑音のあと、トランシーバーが答えた。

『はい、こちら無線室の由よし方かたです、ハワイと通信が可能になりました、結ゆう城き先せん輩ぱいが通訳してくれてますので、至急無線室まで来てくれませんか？』

「わかった！　すぐ行く」

　トランシーバーのマイクを戻すと、栗野はバリケードの上に顔を出している鈴すず木きの方を向いた。

「悪いがオレはちょっと用ができちまった、ショウは、ここの防衛班に配属される予定だから、お前から説明しておいてくれ」

　鈴木が了解、と言うように手を上げたのを見て、栗野はショウの肩を叩たたいた。

「あとはあいつから聞いてくれ、ちょっと変わっているが、頼りになるヤツだから」

「はい」

　栗野が本館の方に走って行くのを見送っていると、後ろで車のドアが開く音がした。

　ショウが振り向くと、バリケードになっているトラックのドアが開いて、そこからさっき顔をのぞかせていた鈴木という男が手招きしていた。

「ショウ君、中を案内するよってに、はよ来な」




　出で城じろの中は、ちょっとした空間になっていて、中央に小型の消防車が置かれ、そこから何本ものホースがバリケードの上に取りつけられた放水銃につながっていた。

　ガス大砲らしい何本もの鉄パイプの脇わきには、銀色の細い針金のようなものがいっぱい立っている植木鉢はちが並んでいるのが見える。

　ショウの視線を追った鈴木が近くに立っていた中学生くらいの少年に声をかけた。

「岡おか安やすくん、ちょっとタマ持ってきて」

　少年は、足元にあった植木鉢を一つひょいと拾い上げてショウの目の前に持ってきた。

　植木鉢には粘ねん土どが詰められ、そこに一ミリくらいの太さの針金がびっしり刺さっていた。

「この針金は自転車のスポークを半分に切ったやっちゃ、先が尖とがるように斜めに切ってあるのがわかるやろ、こいつをあのガス大砲の先に詰めこむんや、んでもって下からプロパンガスを注入して、点火口から火をつけると……すぽーん！　この針金が、飛んでってやつらに突き刺さるってなわけやな」

　ショウは、鈴木の口調が気になった。

「あの……鈴木さんは関かん西さいの出身なんですか？」

「ああ、実家は大おお阪さかや、こっちの大学に通ってたんや、三年こっちで暮らしとると、関西弁と東とう京きよう弁がごっちゃになりよる、ときどき得体の知れん言葉しゃべるかもしれんが、まあ気にせんといてくれ。あの騒ぎが始まったとき、実家に帰ろうかどうかちょっと様子見とったんやが、そのうちに鉄道も道路もわやくちゃになってしもうて……帰るに帰られんようになってしもたんや……不思議と病気にはかからんかったんで、八はち王おう子じのキャンプに世話なっとったんやけど、あそこが分裂してしもて、ここにやっかいになっとるわけや。お前さんはまだガス大砲や放水銃の扱いになれとらんから、見張りやってもらうことにするわ、見張り場所教えるさかいに、ちょっと上まで登って」

　そう言い残して鈴すず木きはバリケードの中に取りつけられた梯子はしごを登り始めた。

　ショウは、あわててそのあとを追った。

　廃車を積み上げたバリケードの一番上に置かれている軽自動車のワゴンが見張り台だった。

　その軽ワゴンのまわりには防弾用の砂袋がいくつも積み上げられており、車内には大型の双眼鏡と、三脚に取り付けられた夜間用のスターライトスコープが置かれていた。

　軽ワゴンの中からは、キャンプの前に伸びる道路のつきあたりの交差点が見通せた。

　鈴木は、斜め前にある雑居ビルの屋上を指差して言った。

「ここから見えるのは通りの突き当たりまでや、ショウくんにはあのビルの屋上で見張りをやってもらいたいんや。こことそれから本館の指揮室との間に有線式のインターホンが設置されとるから、それでやつらの動きを報告してもらいたい」

「わかりました」

　ショウはそう言ってあたりを見回した。

　キャンプの本館の屋上に比べれば、それほど遠くまで見通せるわけではないが、地上から五メートルほどの高さにあるその場所からは、一面の焼け野原となった街並みが見えた。

　ショウと同じように焼け野原を見回したあとで、鈴木がぽつりと言った

「ここは楽しいな、ほんま、今まで生きてきて一番楽しいところやな」

　鈴木は笑った。

「楽しい？」

　ショウは、鈴木の言葉の意味がわからなかった。

　ショウの、その表情を見て、鈴木はうなずいた。

「わけわからん、てな顔やな、まあそれが普通やろな」

　鈴木は軽ワゴンの窓からもう一度外を眺めた。

「世界がこうなった今、俺おれは初めてヒーローになれたってことや」

「ヒーローですか？」

「ああそうだ、勇者って呼んだ方がわかりやすいかもな」

　鈴木はそこで言葉を切るとショウを見つめた。

「ここには、勇者になるための条件が全部そろってるやないか、倒すべき竜りゆう、守るべき姫ひめ、そして憧あこがれの目で見てくれる少年。こんなすばらしい世界なんて他ほかにないで」

　ショウは、鈴木の言葉に納得できなかった。

「そんな理由だけで、この世界がすばらしいなんて……」

　鈴すず木きは肩をすくめた。

「これは俺おれだけの考えや、他人に俺と同じように考えろと言っているわけやない……でもな、この世界では、倒すべき竜りゆうは常に外にいる。それだけは幸せやと思う。この世界がこうならんかったら、栗くり野のも杉すぎ井いもみんな……お前だって、まず倒すべき竜は自分の中にいたはずや。違うか？」

　ショウは一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。

　自分の中にいる『倒すべき竜』……。

　そうだ、俺の中にはいつも竜がいた。世界を滅ぼすことを願い、炎ほのおを吐はき続ける一匹の竜が……。

　その竜を、俺は倒せたのだろうか……。

「おいおい、あんまりマジに考え込まんといて、テーブルトークＲＰＧばっかりやっとったから、すぐにこんなセリフを口にしてしまうんや。栗野から変わり者呼ばわりされとるのは、そのためやろな」

　考え込んだショウを見て、鈴木は笑った。




　傾いた夕日が、地平線の上に広がるひつじ雲の縁をオレンジ色に染めるころ。キャンプの一階の食堂には、警備要員以外の全員が集められていた。

　富子市のキャンプと合併したため、今、この東飛白キャンプの人数は二百人を越えていた、そのため食堂に収容しきれない五十人くらいは、食堂につながる一階のエントランスに座ることとなった。

「ほぼ全員が集まったようだね」

　食堂の奥の一段高くなった部分に立って部屋の中を見回した国くに光みつが、瀬せ見みに向かってうなずくと瀬見が国光の横に立った。

「みんな、聞いて欲しい。ここが、選ばれし者の攻撃目標になっているということはみんなも知っていると思う。ここを捨てて逃げたとしても、あいつらは必ず追ってくる。種を撒まくことも耕すこともせず、ただ奪うことしかできないあいつらにとって、俺たちのような人間を失うわけにいかないからだ。俺たちはここに踏ふみ留まって戦う道を選んだ。これから攻撃はどんどん厳しくなってくるだろう。洗脳されたソルジャーたちの攻撃は、今までのようなゾクどもを使った甘あまい攻撃じゃない、本当の殺し合いになるだろう、だから原則的に十二歳さい以下の子供と、十四歳以下の女の子は全員前まえ橋ばしに行ってもらうことにした」

　食堂の中がざわめいた。

「納得いかない！　なんで私たちだけ逃げなきゃいけないの？」

「差別じゃないの！」

　あちらこちらから中学生くらいの女の子の抗議の声が上がった。

　瀬せ見みは、しばらくその声を聞いていたが、やがて、きっぱりと言った。

「そのとおり、俺おれは男女差別主義者だ、知らなかったのかい？」

　一いつ瞬しゆん食堂の中が静かになったのを見て、瀬見は微笑を浮かべた。

「それが正しい場合だってあるんだ。難破船の救命ボートに最初に乗るのは子供、次に女性と少年、そしてそれを見送るのが大人おとなの男の役目だというルールに異議を申し立てるヤツはいないだろう？」

「でも……みんなを残して私たちだけ逃げるなんて……」

「そうです！　私たちだって戦える！　弱くなんかない！」

　瀬見は発言を押さえるように両手を挙げた。

「勘かん違いしないでくれ、俺が君たちを前まえ橋ばしに逃がすのは、君たちが弱いからじゃない、俺は、子供たちと君たちの未来を守りたいからなんだ。背せ負おっている未来の大きい者に生き延びる可能性を与えることは当然のことじゃないか」

　そのとき、後ろのほうにいた白いエプロンをつけて髪を三つ編みにした女の子が手を上げた。

「看護員の原はらですけど、質問があります！」

　瀬見はちょっと驚いたようにその子を見た。

「なんだね？」

「なんで十三歳さいと十四歳の男の子は残すんですか？　背せ負おってる未来は同じじゃないですか！」

　食堂のあちこちから賛同の声が上がる中を、瀬見は、ゆっくりと答えた。

「君たちは、お母さんになれる、その可能性の大きさは男の子とは比べ物にならないだろう？　俺たちがここで戦う理由は君たちを守るためでもあるんだ。あいつらを絶対に前橋や他ほかのコミニュティには行かせない、最悪の場合、ここであいつらと刺し違えてでもね」

　黙りこんだ女の子たちを見回して、栗くり野のが言った。

「まあ、ホンネを言えば、生意気なヤロウを助けるために戦うよか、かわいい女の子を助けるために戦う方が燃えるってとこかもしれんがな」

　食堂に小さな笑いが広がった。

「よし、じゃあ、これから引いん率そつ者の氏名を発表する、引率総責任者は国くに光みつさん、そして子供たちの世話役として水みず樫かし香か織おり、原はら由ゆ紀き子こ、そして護衛要員として八や神がみ、中なか野の、甲か斐い、がつく、運転手は長谷はせ川がわだ……」

　瀬見がそこまで言ったとき、再び原という女の子が手を上げた。

「私は看護員です！　この先、戦いがひどくなれば、負傷する人がどんどん増えると思うんです、ですから私のような看護員は必要になるはずです！　……私、残りたいんです！」

　瀬見は、斜め横に座っていた結ゆう城きを見た。

　結ゆう城きは、困ったな……という顔をして瀬せ見みの脇わきに立った。

「医者をやっている僕から言わせてもらえるなら、確かに君のような熱心な看護員には残ってもらいたい……」

　原はらという女の子は紅潮した顔でまっすぐに結城を見つめていた。

　結城は、その真まっ直すぐな目から視線をそらすと、小さく頭を下げた。

「でも……ごめん、君の熱意はうれしいけど、君には、もっと大事なことを頼むつもりだったんだ。ここにある医療データを前まえ橋ばしまで持って行くという仕事だ。僕と由よし方かたくんと、そして夏なつ実みが命がけで持ってきたデータを無事に届けるのが、君の役目なんだ、だから君は前橋に行かなくちゃいけないんだ、わかってくれるだろう？」

　原は、泣きそうな顔でうなずいた。

　瀬見は食堂にいるメンバーを見渡して、だれからも質問がないことを確認すると大きくうなずいた。

「よし、次に陽動班の名前を呼ぶ、杉すぎ井い、望もち月づき、巻まき島しま、唯ただ野の、以上四名の陽動班は、このあとここに残って栗野君から指示を受けてくれ、じゃあ残りは解散して準備開始だ！」

　ざわざわと声こわ高だかに会話しながら食堂から出てゆくメンバーを見送っていた栗野は、目の前に四人の少年が残っているのを見て、軽く微笑ほほえんだ。

「よーし、陽動班は残ってるな、今までも説明してきたが、ここでもう一度手順の確認だ。このキャンプと前橋キャンプとの交信はやつらに傍ぼう受じゆされていることは間違いない。だから前後を護衛されたトラックが、夕ゆう闇やみにまぎれてこのキャンプから出て行けば、やつらは絶対にそのトラックに移送される子供たちが乗っていると思うだろう。やつらがそのトラックを追いかけているうちに本隊がここを出る。唯野と望月は杉井の運転するトラックの前方、巻島は後方の警戒だ」

　うなずく少年たちに向かって栗くり野のは、テーブルの上に置かれた黒い筒状の物を取り上げて示した。

「これが発煙弾だ、キャップを引くだけで点火できるようになっている。一応一本で三分間煙を出すように作ってあるが、手製だから効果にバラつきがあるところが難点だな。こいつをそれぞれに五本ずつ渡すから、目くらましに使え。いいか、お前らも大事な戦力なんだ、ちゃんと生きて帰ってこい」

「はい！」

　少年たちは声をそろえて答えた。

「よし、じゃあ出発まで好きにしてろ」

　緊張した面持ちのまま少年たちが出て行ったのと入れ違いに香か織おりが入って来た。

「どうした？　何か忘れ物でもあったか？」

　香織は小さく言った。

「私……残るよ」

　栗くり野のは怒鳴った。

「バカ言うな！　お前は前まえ橋ばしに行くチビガキどもの責任者じゃないか」

「責任者なら国くに光みつさんがいるわ！　私は看護責任者なのよ、これからここで戦いが始まって、ケガ人がいっぱい出るかもしれないのに……」

「医者なら結ゆう城きがいる」

「でも……」

　何かを言おうとした香か織おりの言葉をさえぎって栗野が言った。

「木き梨なしに会いたくないのか？」

　香織は、息をのんだ。

「今日話をしたのは、木梨なんだろう？」

　うなずく香織の目から涙がこぼれた。

「うん……雑音がひどくてあんまりよく聞き取れなかったけど……幸ゆきちゃんの声だった」

「そうか……よかったな」

「うん……」

　香織は涙をぬぐった。

「だから……オレはお前を前橋にいく組に入れたんだ。オレは木梨と……もう一人の木梨と約束したんだ、お前をちゃんと無事に預かるってな、ハワイなんか考えようによっちゃ近いものじゃないか、あいつはきっと帰ってくる、ヨットでもなんでも使って絶対にお前に会いに帰ってくる、だからお前はあいつが帰ってくるのを待ってなきゃいけないんだ」
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　栗くり野のは笑って付け足した。

「もう一人の木き梨なしだって、別の世界のお前を助けるために、命がけでこんな世界に来るようなヤツなんだ。こっちの木梨にかかれば太平洋なんか水たまりみたいなものさ、さあ急げ、三時間後には出発だぞ」

　香か織おりは、もう一度うなずくと涙を拭ふきながら食堂を小走りに出て行った。

　入れ違いに入ってきた国くに光みつが、走り去って行った香織を振り返ってから栗野に話し掛けた。

「木梨くん……生きていたんだってね」

「ああ、本当に悪運の強いヤツだな、いや、強いのは悪運じゃなくて生命力の方かもしれないけどな」

　少し笑った後で国光は、真ま面じ目めな顔つきになった。

「それはそうと、私も残るつもりでここに来たんだ」

「まいったな……あんたもかよ倫りん子こ姉ねえ。ちゃんとしたオトナが一人ついていかなくちゃダメに決まってるだろうが！」

　声を上げた栗野に向かって、国光は手を振った。

「前まえ橋ばしに行くのは香織ちゃんがいれば十分だよ、あの子はしっかりしてる。私の代わりにだれか他ほかの子を選んでやっておくれ、私みたいな年取ったオバサンじゃなくてもっと若い子を」

「何言ってるんだよ、この世界は子供しか生き残って無いから、倫子姉は一番年上かもしれないけど、まだ二十三歳さいだろ！　十分若いし、きれいじゃないか！」

　国光は微笑ほほえんだ。

「ありがと、お世せ辞じでもそう言ってもらえればうれしいね」

　その国光の笑顔を見て、栗くり野のは、ちょっと赤い顔をして答えた。

「……お世辞なんかじゃねえよ」

「知らなかったな、相手が武たけ士しでも、そんなこと言われると、ちょいとときめくもんだね」

　栗野は真まっ赤かになった

「からかうのはやめてくれよ！」

　国光はもう一度微笑んだ。

「別にからかっちゃいないさ……そうだ、私の代わりに鈴すず世よちゃんに行ってもらおう、私はここの看護員ってことでいいんじゃない？　一応救急法の資格持ってるから」

「わかった……じゃあ鈴世さんと話をつけておいてくれよ、そしてここに残るなら、立たつ也やの指示を受けてくれ」

　国光は右手をあげて敬礼した。

「了解しました、警備責任者どの！」

　栗くり野のは困ったような顔をした。

「だからあ、からかわないでくれって言ってるだろう」

「ごめんごめん、あたしんちの隣となりに住んでたイタズラ小こ僧ぞうの頃を知ってるからどうしてもからかいたくなるのさ」

　笑いながら食堂を出て行く国くに光みつを見送って、大きくため息をついた栗野はぽつりと言った。

「やっぱり……倫りん子こ姉ねえには、かなわねえな」




　その頃、ショウは、玄関前のポーチで、護衛班の乗るバイクの整備をしていた。

　防弾装備も何も無いバイクにとって唯一の防衛手段は機動性だ。動きつづけているかぎり弾が命中する確率は低い。だからエンジンは最高の状態にしておかなくちゃいけないんだ。

　プラグの掃除を終えてシリンダーヘッドに組み付けているとき、後ろから花はな美みの声がした。

「ショウくん……ちょっと話があるんだけど」

「悪い、今、手が離せないんだけど……あとじゃだめかい？」

「大事な話なんだ、それが終わったらでいいから、食堂の奥の厨ちゆう房ぼうに来て」

「わかった」

　ショウがうなずくと、花美は、ぱたぱたと足音を立てて去って行った。

　やがて、陽動班の乗るバイクの整備が終わった。

　オイルをふき取って、ガソリンを満タンにしたショウは、近くにいた警戒班らしい中学生を呼んだ。

「点検整備は終わったと栗野さんに言っておいてくれ」

　中学生がうなずくのを見て、ショウはオイルで汚れた手を雑ぞう巾きんで拭ふきながら厨房に向かった。

　爪つめの間に入ったオイルをこすりながら厨房のドアを開けたショウが目を上げると、目の前に花美が立っていた。

「なんだよ、話って」

「ちょっとこっちに来て」

　花美は、有無を言わさず、いきなりショウの手を取って歩き出した。

　向かった先は食料庫の中だった。

「どうしたんだ？　こんなところまで連れてきて」

　後ろ手に食料庫の扉とびらを閉めて、花美は言った

「目をつぶって」

「なんだよ」

「いいから！」

　思い詰めた花美の目に気け圧おされたようにショウは目を閉じた。

「手を出して」

　ショウは、言われたとおりに右手を上げた。

　その手を花はな美みの手がつかんだ……そしてショウは、自分の右手が、何かやわらかな暖かいものに押しつけられたのを感じた。

　手のひらにすいつくようなこの感触は……。

　ショウの脳のう裏りに、選ばれし者に襲われた花美を抱き起こしたときの感触がよみがえった。

　これ……ひょっとして……。

　ショウは目を開けた。

　そして死ぬほど驚いた。

　自分の右手が押しつけられているのは、はだけられた花美の左胸の小さな乳ち房ぶさだった。

「うわ！」

　ショウは手を引っ込めようとしたが、花美はその手を離さなかった。

「お、おい！」

　花美は、まばたきもせずにショウを見ていた。

　その、思い詰めた表情の前にショウは言葉を失った。

　やがて、花美がぽつりと言った

「生きてるよ……」

「え？」

「私、生きてるんだよ……ほら……心臓が動いてる……生きてるって楽しいことなんだよ」

「……なにを言ってるんだよ、お前」

　花美の目から涙がこぼれ落ちた。

「幽ゆう霊れいって、この世に思い残すことがなくなったら、成じよう仏ぶつしちゃうんでしょ……だから、この世に未み練れんがあれば、ずっとずっとこの世にいることができるんでしょ……」

　花美は、ショウの手を離した。

　あわてて引っ込めた手のひらを、信じられないものを見るような目で見ているショウに向かって花美は微笑ほほえんだ。

「……ショウくんに助けられたとき、ショウくんは私の胸をさわってすごく困ったような顔をしてた……だから、もっと困らせてやろうと思ったんだ」

　はだけられた白い花美の膚はだに、オイルの汚よごれがうっすらと黒く指の形に残っていた。

　花美はショウに抱きついた。

「だめだよ！　成仏なんかさせない！　絶対に！　幽霊でもなんでもいいから、ずっとここにいて！　お願い！」

「花美……」

「だって……私。まだショウくんに約束果たしてない！」

「約束？」

「私……あのとき言った！　今度こそちゃんとしたクッキー作ってあげるって！　なのに、まだ、私作ってない……」

「お前……バター捜さがしにあんなところまで行ってたのは……まさか……そのためだったのかよ！」

　抱きついたまま花はな美みはうなずいた。

　ショウは言葉を失った。




　選ばれし者のうろつく、あの廃はい墟きよの街の中を……。

　ただ、それだけのために、こいつは……。




　ショウは花美を抱きしめた。




　俺おれの居場所はここだ。

　俺はここを守らなきゃいけないんだ。

　そのためなら、俺はなんでもできる。

　なぜなら、それは俺より大切なものだからだ。




　そのとき涙声で花美がつぶやいた。

「ショウくん…ごめんね」

「え……？」

　なぜ、花美が謝あやまるのか、ショウにはわからなかった。

　花美は、泣きながら続けた。

「お父とうさんは……きっと一生懸けん命めいだったんだよ……ショウくんを助けたかったんだよ……でも、助けられなかったんだよ。だからお父さんを恨うらまないで……お願い」




　そのとき、ショウの心の中で、何かが光った。

　それは、いままで見えていなかったものの殻からが割れた感触だった。




　そうか……俺の父さんも、そうだったんだ。

　父さんにとって、俺は自分と同じだったんだ。

　自分と同じくらい大切だったから……それを捨ててでも花美を助けに行ったんだ。




　俺は父さんに見捨てられたんじゃない！

　俺おれはいらない人間なんかじゃない！




　花はな美みは、抱きついているショウの身体からだが震えているのに気が付いた。

　見上げると、ショウが泣いていた。

「ショウくん……？」

　やがて、ショウは花美を抱いていた手を離すと、その場に膝ひざをついた。

　下を向いたまま声を押し殺して泣くショウを見て、花美は、どうしていいかわからなかった。

　男の子が、こうやって泣く姿を、花美は生まれて初めて見た。

　花美はその場にしゃがみこんだ。そして、泣いているショウの顔を胸に抱いた。

「私……ショウくんが、なんで泣くのか……わからないけど……きっと辛つらいこと苦しかったこと、いっぱいあったんだと思う……わかるよ、私もそうだったから……だから……こんなときは男の子だって泣いていいんだよ」
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　第十四章「作戦開始」







　秋の夕日は、どんどん勢いを失ってゆく。

　あと十分しないうちに、あの夕日は地平線の下に消えていき、世界は夕ゆう闇やみに包まれるだろう。

　時計を見ていた栗くり野のが手を上げると、正門の大きな鉄の扉とびらが開き始めた。

　最初に正門から走り出たのは、小銃を背負った少年が乗った二台のオフロードバイクだった。そしてすぐその後に四トンクラスのトラックが続いた。

　トラックの銀色のフルカーゴの荷台には、銃眼のような小窓がいくつも開けられている。

　そのトラックの後方を守るように、さらにもう一台のオフロードバイクが続いた。

　その隊列は南の方角に向けて走り出した。

　正門の脇わきでそれを見送った栗野が、門の中に走りこんで手を上げると、鉄てつ扉ぴはゆっくりと閉まった。

「よし！　二時間後に本隊が出発する！　各自最終チェックを怠おこたるな！」

　正門の周りにいる警戒班にそう呼びかけると、栗野は本館に向かって走り出した。




　本館の三階にある一室。

　その部屋には、さまざまな機械が積み上げられていた。

　無線の知識があるものが見れば、その機械の山は、すべて多チャンネルの周波数を送受信できる業務用の無線機であることがわかるだろう。

　積み上げられた無線機のど真ん中でヘッドホンを耳に当てているのは由よし方かただった。

　部屋に飛び込んで来た栗野が言った。

「どうだ？」

　ヘッドホンの片方を外して由方が振り向いた。

「やつらの無線の交信数が増えました、やっぱり見張られていたみたいっすね」

「くいつきそうか？」

　由方はしばらくチャンネルをいじっていたが、すぐにうなずいた。

「教きよう祖そからの指示が出ました……生いけ贄にえを教祖のもとへもたらしたものに昇級を……だそうです」

　栗野は無線室の窓から外を見てつぶやいた。

「杉すぎ井い……生きて帰ってこいよ」




　その頃、結ゆう城きは、医務室の机の上で、もう一度すべてのＤＶＤロムに振ってある一連番号を確認していた。

「よーし、間違い無いな」

　そう、独り言をつぶやいてからそのＤＶＤロムをクッション材で何重にも包んでリュックに入れた。

　使い方を自分で打ってプリントアウトしたマニュアルの束たばもいっしょに入れると、リュックの重さはかなりのものになった。

　うわ……文書保存センターから持ってきたＤＶＤロムの半分くらいにしたつもりだったのに、重いなあ。

　そう、考えたとき、結城の脳のう裏りに、一人の女の子の顔が浮かんだ。

　夏なつ実みは……今ごろ何をしてるんだろうな。

「立たつ也やさん……」

　女の子の声で、結城は我に返った。

　振り返ると、そこに、思いつめたような顔をした色白の髪を三つ編みにした十五、六歳さいの女の子が立っていた。

「あ、なんだ、由ゆ紀き子こくんか、ちょうどいいところに来てくれた、このリュックを君に持っていってもらいたい……」

　結城が、そこまで言ったとき、由紀子がぽつりと言った。

「私じゃ……ダメなんですか？」

「え？」

　驚いて顔をあげたとき、結城は由紀子が泣いているのに気がついた。

　由紀子は、涙を流しながら絞しぼり出すような声で言った。

「私は……戦えない……私にはなにもできない……そんなことはわかってます。私は夏なつ実みさんの代わりになんかなれないってことぐらい、わかってます……」

　結城は何も言えなかった。

　文書保存センターから帰ってきてから今日まで、結城は、寝る時間すら忘れて、持ってきた医療データと、そしてそのデータを元にして、ケガ人や病人の治療を行ってきた。

　この世界に存在する唯一の医者として。

　それは、まさしく手さぐりの毎日だった。資料を読んで、実際に治療にあたり、失敗して、そして成功して……家庭用の常備薬レベルの医薬品しか手に入らない現状で、必死に医者としての責任を果たそうと努力してきた。

　その必死の日々を支えてくれたのが、看護員の由紀子だった。

「でも……私、やっぱり結城さんが好きです……だから……絶対にデータを守ります！　夏実さんに負けないように……死んでも守ります！　だから……だから……」

　あとは言葉にならなかった。由ゆ紀き子こはその場にしゃがみこんで泣き出した。

　結ゆう城きはリュックを持ってゆっくりと立ちあがり、由紀子の前に立った。

　由紀子は涙をぬぐいながら顔を上げた。

　結城は、微笑ほほえみながら由紀子の前に膝ひざをつくと、リュックを示してゆっくりと言った。

「これは、僕の命……いや、僕の命なんかよりずっと大切なものだってことは知ってるよね」

　由紀子はうなずいた。

「君は、それを知っている。だからこそ僕は君にこれを預けるんだ、君ならこれを守ってくれる、そう信じているからなんだ」

　結城は由紀子の肩に手を置いた。

「君は夏なつ実みじゃない、だから僕は君を夏実の代わりになんて見ることはできない。なんか混乱しちゃってうまく言えないけど……でも。君の気持ちはうれしい、この戦いが終わって、もしも無事に生き延びることができて……そして、もう一度君と出あえたら、そのとき僕は答えが出せるかもしれない」

　由紀子はリュックを受けとって胸に抱いた。

「……すみません……突然一人で舞い上がっちゃって……でも……今言わないと、一生後悔するような気がしたんです……」

　結城はもう一度微笑んだ。
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「大丈夫、僕はこう見えても結構悪運が強いんだ、ちゃんと生き延びてみせる……さあ、そろそろ出発だ、みんなのところに行った方がいい」

「はい！」

　少し上気した顔で由ゆ紀き子こはうなずいた。それは、決意を秘めた顔つきだった。




　二時間後、夕ゆう闇やみが完全に夜の闇に変わった頃、キャンプの北側の一角のフェンスの一部が開いて、そこから人影が現れた。

　その人影は、そのまままっすぐ五十メートルほど離れたところに転ころがっている二台の廃車の間に隠かくれた。

　しばらくして、別の人影がフェンスのところに現れたのを見て、廃車の陰にいた最初に現れた人影はさらにその先にある、廃車の陰へと走った。

　フェンスの内側でそれを見ていた人影が栗くり野のの声で小さくつぶやいた。

「よし、シェルターは大丈夫だな、一ヶ月前からあそこに廃車を置いておいた意味に、やつらは気がつかなかったわけだな」

　栗野は、自分の後ろにひとかたまりになっている小さなシルエットに向かって言った。

「いいかお前ら、あそこの車の陰まで五人ずつ一組になって走れ、最初の一グループが次の廃車までたどりついたら、次のグループが走るんだ」

　小さなシルエットたちは、無言で、こくこくとうなずいた。

「よし行け！」

　最初の一組が走り出して、廃車にたどりつく。

　そして、人影は、次から次に現れ、配置された廃車沿いに走って、やがてキャンプの北を通る西せい武ぶ鉄道の線路脇わきに固まった。

　無事にたどりついたので、気が緩ゆるんだのだろう、小さな声で話す声が聞こえた。

「静かにしろ！　もうすぐ迎えが来るからな」

　小声で叱しつ責せきの声が飛ぶ。

「わかったよ」

　博ひろ之の助すけの声がした。

「うるさいな、しゃべるなって言っただろ」

　健けん一いちの声だった。

「おまえこそしゃべってるじゃんか」

　博之助が口答えしたとき栗野の声が飛んだ。

「静かにしないか！」

「ほらみろ、おこられたじゃないか」

　不平じみた健一の声が最後だった。

　やがて、西の方角からエンジン音が聞こえてきた。

「来た！」

　栗くり野のが立ち上がると、線路の脇わきに行って手に持った小さなライトをエンジン音のする方向に向けて何回か点滅させたあとで、線路脇に固まっているメンバーに向けて小声で言った。

「いいか、あのエンジン音がやつらに気づかれるのは時間の問題だ、貨車が来たら急いで乗り込め！」

　やがて、エンジン音が大きくなるのと同時にレールが小さくカタンコトンという響きを伝えてきた。

　エンジン音の正体、それは、保線工事用のモーターカーだった。

　モーターカーは、線路に敷く砂じや利りを運うん搬ぱんするために使用される数両の無む蓋がい貨車を押していた。

　貨車が人影の横に来て止まった。

「急げ！　乗り込むんだ」

　栗野たちは、貨車に飛び乗ると、子供たちを貨車の上に引っ張り上げた。

　全員が乗り込むのに五分とかからなかった。

「よし！　出発だ！」

　モーターカーのエンジン音が高くなるのと同時に、貨車を引いた小列車は走り出した。

　栗野たちは動き出した貨車から跳び降りた。

「栗野くん！」

　香か織おりの声がした。

「栗野にいちゃん！」

　貨車の縁から子供たちが顔を出していた。

「じゃあな！　無事に前まえ橋ばしまで行けるように祈ってるぞ！」

　栗野が手を上げるのと同時に、モーターカーのエンジン音が高まり、貨車のスピードが上がった。

　貨車の床に座り込んでいる子供たちの上に防水シートを掛けながら鈴すず世よが言った。

「いい、みんな、静かにしてるのよ、この下にいればあったかいからね」

　子供たちはうなずいた。

　貨車の床からレールのカタンコトンという響きだけが伝わってくる。

　やがて、健けん一いちの声がした。

「おい、博ひろ之の助すけ」

「なんだよ」

「わかってるな」

「ああ、向こうについたらさくせんかいしだろ」

「オレのほうは全員ついてくるって言ってた」

「おれのほうはちっちゃい子が多いからなあ、五人くらいだと思う」

「それでもいいや、なかまは多いほうがいいにきまってるからな」

「うん……」

　子供たちの不安と、一筋の希望を乗せて、小列車は夜の闇やみの中を走り続けていた。




　栗くり野のが屋上にあがると、南側の手すりに、見張り班の女の子たちが四人ほどひとかたまりになって南側を見つめていた。

「君たちは今、休きゆう憩けい時間じゃないのか？　寝なきゃだめだぞ」

　栗野がそういうと、見張り班の女の子たちの中の一人が、栗野を思いつめた目で見て言った。

「望もち月づきくん……帰ってきますよね……」

　栗野は、警戒班の女の子たちが見つめていた方角の意味に気が付いた。それは、脱出班の乗る小列車とは反対の方向、つまり陽動班の走り去った方向だった。

「大丈夫だ、あいつは、どんな状況でも一発ギャグをかまそうとするようなヤツだ、死ぬなんてシリアスな真似まねは、あいつには似合わない」

「そうですよね！」

　女の子が半泣きの顔で笑った。

「ほら、栗野さんだって大丈夫だって言ってるじゃない！」

「だから、しっかりしなきゃダメよ」

　周りにいた女の子たちに励まされた女の子は、半泣きの顔のまま何度もうなずいた。




　ゆっくりと夜が明け始めた。

　東の空に光が差し始めたそのとき、本館の事務室に設けられた指揮所の中に、机の上に並んでいるインターホンの呼び出し音が響きわたった。

「はい！　指揮所です！」

　当直の警戒員がインターホンを取り上げた。

「え？　はい、間違いないですね、バイクが二台……二人乗りみたいだ……はい！　わかりました」

　インターホンを元に戻すと、警戒員は館内放送のマイクにとびついた。

『指揮所から各員へ！　陽動班が帰ってきたらしい！　負傷の有無については確認できないが、バイク二台のみの模様！　警戒員は警戒態勢に入ってください！』

　キャンプの中が一気に動き出した。

　正門の脇わきのサーチライトの中に浮かび上がったのは、二人乗りの二台のバイクだった。

　栗野は、双眼鏡の中に浮かぶ光景に息を飲んだ。

　先頭のバイクの後部座席に乗っている人間の両手は、だらんと下がったままだ。おそらく意識を失っている人間をロープか何かで背中に縛しばり付けているのだろう。

　双眼鏡を下ろした栗くり野のは、正門の脇の見張り台から玄関に待たい機きしている救護班に向かって叫んだ。

「負傷者がいる！　重症のようだ！　トレーチャーを用意しろ！」

　正門が開き、キャスターつきの担たん架かを押した警戒班が飛び出して行く。

　よろよろと走ってきたバイクを支えるように警戒班が取り囲んで、背中の人間をトレーチャーに乗せ、そのまま玄関に走りこんできた。

　青白く生せい気きの無い杉すぎ井いの顔がサーチライトに浮かび上がった。

「杉井！」

「大丈夫か！　しっかりしろ！」

　警戒班が呼びかける中を杉井を乗せたトレーチャーは玄関から室内に入って行った。

　栗くり野のの前に、硝しよう煙えんで黒く煤すすけた顔をした巻まき島しまと唯ただ野のと望もち月づきが立った。

「陽動班、任務終了しました、やつらを引っ張ったまま練ねり馬まから埼さい玉たま県の方まで行ってきましたよ」

　巻島は、さっき杉井が運ばれて行った玄関に視線を移した。

「杉井さんは、最後にトラックを乗り捨てて俺のバイクに乗り移るときに、やつらに撃たれました、応急手当だけをして、背中に背負ってきたんですが……だんだん意識がなくなって……」

　そのとき、栗野は巻まき島しまの背中一面についているのが、杉井の血である事に気がついた。

「そうか……もう大丈夫だ、結ゆう城きが治療してくれる、さあ、着替えてシャワーを浴びてゆっくり休んでくれ」

　三人が足を引きずるように玄関に向かうと玄関の前の人だかりの中から、一人の女の子が飛び出してきて、望月に抱きついたのが見えた。それは、屋上で南の空を見つめていた女の子だった。

　バランスを崩くずした望月が膝ひざをつき、その女の子も一緒にしゃがみこんだ。

「おい……よせよ……みんなが見てるじゃないか……」

　女の子の泣き声に混じってとまどったような望月の声が聞こえた。

　栗野は、その光景を眺めて小さく微笑ほほえんだ。

　横に立っていた瀬せ見みがぽつりと言った。

「生きるってことは、実にすばらしいことだと思わないか？」

「ああ、本当だな……でも、これからその、生きるためだけの戦いが始まるってわけだな」

　瀬見は静かに言った。

「俺おれたちはまんまと教きよう祖そのウラをかいてやった。でも、それは教祖にとって自分の無能さを部下に示されたのと同じことだ。ヤツは本気になる。自分を絶対者だと言いつづけてきた教祖にとって、俺おれたちは皆殺しにすべき敵になったんだ」

　栗くり野のは、ちょっと眉まゆをひそめた。

「じゃあ、ここのソーラーシステムを利用するつもりは無くなったと言うことか？」

「わからない……しかし、最悪の場合、やつらはこの建物、設備ごとすべてを破壊することをためらわないだろう」

　栗野と瀬せ見みはゆっくりと明るさを増してゆく東の空を見てつぶやいた。

「始まるな」

「ああ、始まる」

　夜が……明けようとしていた。













　第十五章「戦い」







　そして、夜明けとともに、公民館入り口の通り沿いにある五階建ての雑居ビルの屋上にいるショウの耳に、何十台というバイクや車のエンジン音が聞こえてきた。

　ショウが覗のぞいている双眼鏡の中に、二人乗り三人乗りをしているバイクと、荷台に人を乗せたトラックの群れが浮かんだ。

「来ました！　総勢二百人を超えています！」

　インターホンに向かって叫んだショウに、栗くり野のの落ち着いた声が答えた。

『ああ、エンジン音はこっちでも聞こえている、いいか、お前はオレたちの目であり耳なんだ、落ち着いて実際に見えるものと、これからどう動くか、その予想とを、明確に言い分けて報告してくれ』

「はい……わかりました」

　ショウはインターホンを置いたあとで、一回大きく深呼吸をしてから双眼鏡を覗きこんだ。

　攻撃が始まったのは太陽が昇りきった頃だった。

　その攻撃は、ただ力押しで攻せめ寄せるゾクたちの攻撃とは違い、極めて効率的だった。

　選ばれし者たちが最初にやったのは、正面通りのつきあたりの交差点に四輪駆く動どう車を置いて、そこから出で城じろや、そのまわりの見張り員が潜ひそんでいそうな場所に、集中して銃撃を加えることだった。

　ショウのいる雑居ビルの屋上の給水塔にも数十発の銃弾が飛んできた。

　穴が開いた給水塔からは、緑色に濁にごった水が流れ出したが、その水はもう止まっていた。

　やつらが撃った弾の数は百発をゆうに越えていただろう。

　銃を撃っているやつらがいる交差点から出城までの距離は、およそ四百メートル。

　ガス大砲の射程外だったから反撃したくても手も足も出なかった。

　ショウが双眼鏡の中に映るソルジャーたちの中に、見覚えのある顔を見つけたのはそのときだった。

　間違い無い、あいつは俺に銃を突きつけて府ふ中ちゆうまで連れて行ったあのサージャントだ……なぜだろう……あいつ、銃を持ってないぞ。

　双眼鏡を振ると、四輪駆動車のサンルーフから身を乗り出したヤツが小銃を構えるのが見えた。

　そいつの脇わきには、何人かのサポートがいて、双眼鏡でこっちを見ながら目標を指示したり、弾倉に弾を込めたりしている。

　そうか、下したっ端ぱに渡してあった銃の弾を集めて使ってるんだ、あいつらも、無む尽じん蔵ぞうに弾丸があるわけじゃないんだな。

　そのとき、双眼鏡を構えたやつが、こっちを指差したのが見えた。

　ショウが首をすくめて積み上げた砂袋の内側に隠かくれるのと同時にショウのまわりで銃弾がはじけた。

　やばい！　見つかった！

　ショウは足元に置いてあった箱を手元に持ってきた。

　これにひっかかってくれ！

　そう願いながら箱を開けると、箱の中にいた二羽のカラスは、一いつ瞬しゆんきょとん、とした顔でショウを見たあと、バサバサと羽音を立てて飛び立っていった。

　二、三本の羽根を残して飛び立っていったカラスを見送ったあと、ショウはもう一度腹ばいになると双眼鏡を覗のぞいた。

　双眼鏡の中では、銃をかまえたヤツと、双眼鏡を構えたヤツとが、何やら言いあっていた。やがて、双眼鏡を構えていたヤツが小さく首をひねった。

　きっと『カラスじゃねえか』『おかしいなあ』という会話でも交わしていたのだろう。そのあと、二度とそいつらの関心はショウのいるビルの屋上に向けられなかった。

　ショウは、カラスの入った箱を渡してくれた栗くり野のの言葉を思い出していた。

『お前が配置になる場所は、逃げ場がない、やつらに見つかったら最後だ、だから、もし見つかったと思ったらこの箱の中に入ってるカラスを飛ばせ、お前のいる場所からカラスが飛び立てば、見ていた人間は人影とカラスを見間違えたと思うだろうし、カラスがいるような場所に人間は潜ひそんでいないと考えるはずだ』

　やっぱりすごいな……あの人は。

　ショウは、栗くり野のに尊敬の念すら覚えた。




　銃撃が終わってしばらくしたとき、ショウは、妙みような音が近づいてくるのに気がついた。

　それは、ディーゼルエンジンのうなる音とキュラキュラという金属のきしる音の入り混じった音だった。

　双眼鏡を音のする方向に振ったとき、焼け落ちた二階建ての商店の陰から、音の正体が現れた。それは、一台のパワーショベルだった。

　……あれでバリケードを壊こわすつもりだ！　あんなものでやられたら、なにもかも一発で壊こわされちまう！　ショウは、手元にあったインターホンを取り上げて呼び出しボタンを押した。

　指揮室が応答するまで、ほんの数秒だったのだろうが、待っているショウには何分も過ぎたような気がした。

『はい！　指揮室！』

　応答があったのと同時にショウは叫んだ。

「やつら、パワーショベルを持ってきました！　今、正面の交差点にさしかかります！」

　インターホンは栗野の声で答えた。

『近づけるわけにはいかないな……まだ出番は早いと思っていたんだが仕方ない。リモート地雷を作動させる、赤い缶かんが置かれているところを通過したら教えてくれ！』

　赤い缶？

　ショウは空いている片手で双眼鏡を覗のぞいた。

　交差点を十メートルほど来た道路脇わきに、赤く塗られたオイル缶が置かれているのが目にとまった。

　パワーショベルが、ちょうどその前を通過するところだった。

「今、通過するところです！」

『よし！　頭を低くしてろ！』

　栗野はインターホンを持ったまま、目の前に並んでいるスイッチの列の一つを押した。

「さて……うまく作動してくれよ」

　ショウは、しばらく赤い缶を見ていたが、缶は爆発することもなく、そこに転ころがったままだった。

　ダメじゃないか……。

　そう思ったとき。

　ぼん！

　鈍い爆発音とともに、真まっ赤かな炎ほのおが走った。

　それは、缶の反対側の瓦が礫れきの間から噴ふき出していた。

　真っ赤な炎は、五メートルほど離れたところにいたパワーショベルに、もろに吹きかかった。

　パワーショベルの操そう縦じゆう席にいた少年が、あわててレバーを動かすと、パワーショベルのアームが動いた。そのアームで、炎の元を動かそうとしたのだろう。

　そのとき、炎を噴き出していた部分が、轟ごう音おんとともに爆発し真っ赤なキノコ状の火か炎えんが立ち昇った。

　二百メートルほど離れた場所にいたショウの前髪が、熱波であおられるのがわかった。

　あたりに、燃えたガソリンが火の雨のように降り注ぎそのいくつかは、パワーショベルを直撃した。

　操縦していた少年が燃えるジャンパーを脱ぬぎ捨てて転がるように逃げていく。

　その光景に釘くぎ付づけになっていたショウは、手の中にあるインターホンが栗野の声で呼んでいるのに気がついた。

『どうだ？』

「すごいです！　一発でやっつけました、あれ、いったい何なんです？」

『あれはガソリンと灯油を混ぜて充じゆう塡てんしておいた石油ファンヒーターのまわりにガソリンと洗剤を混ぜたポリタンクを積み上げたヤツなんだ。電源のオン、オフで起爆スイッチになるから遠えん隔かく操そう作さができるってわけだ』

　そのとき、ショウの耳にさっきと同じキュラキュラというキャタピラの音が聞こえてきた。

「栗野さん！　あのファンヒーター地雷、あといくつぐらいあります？」

『え？　なんだって？』

　インターホンから栗野が聞き返す声がした。

　双眼鏡を覗のぞきながらショウは答えた。

「新あら手てです、今度は一台じゃありません」




　あたりに夕暮れの気配が漂ただよう頃、選ばれし者たちは攻撃の手を休めた。

　つきあたりの交差点から出で城じろの前までの三百メートルの間に築かれたバリケードには、パワーショベルとブルドーザー、合わせて七台が、そして公民館の外周のバリケードには五台のパワーショベルが突っ込んだまま炎上していた。

　夜間用のスコープに切り替えようとしていたショウの手元のインターホンが鳴った。

「はい！　第一監視所のショウです」

『栗野だ、暗くなったらそこから撤てつ退たいしてくれ、おそらく明日あしたやつらは力攻ぜめに転じてくるだろう、人数でこられたらそこは孤立する』

「ファンヒーター地雷の効果は抜群じゃないですか、あれさえあれば力攻ぜめにされてもなんとかなるんじゃないですか？」

『今日一日の攻防戦で、用意してあったファンヒーターの半分以上を使ってしまったんだ、明日あした、今日と同じ数のパワーショベルを持ってこられたら、もう、あのバリケードは持たないんだ』

「わかりました……」

『充分気を付けて戻ってこいよ』

「はい！」

　ショウは、インターホンの受話器を置くかわりに、そのコネクターから延びるコードを引きちぎり、ついでにインターホンの本体を屋上のコンクリートに叩たたきつけて踏みつけてバラバラにした。

　完全に使用不能になったことを確認してから、ショウはつぶやいた。

「これでよし、情報が漏もれる心配はなくなったというわけだな」

　完全に日が落ちてさらに一時間経過した頃、ショウは見張り場所である雑居ビルを抜け出した。

　見張り員に誤認されないように配られた小さな釣りのウキに使うケミカルライトを手に持って、バリケードの間を走って出で城じろに近づくと、一番下の廃車のドアが開いた。

「こっち！　早く！」

　ショウが飛び込むとすぐにドアが閉じて、中に待たい機きしていた警戒班の少年たちが内側から鉄板を押しつけて、ボルトで固定し始めた。

「よ、ごくろうさん」

　薄暗い明かりの中で、鈴すず木きが笑っていた。

「夜よ目めを効かすために、照明は最低限にしとるのや、頭ぶつけんように気ぃつけたってや」

「はい」

　何の気なしにうなずいたショウはあと少しで額ひたいを鉄パイプにぶつけるところだった。

「今日一日気ぃ張って疲れたやろ、ここではよう休めん、本館に戻って、午前四時になったら来てくれ」

「いいんですか？　あいつらが夜襲かけてくるってことはないんですか？」

「不思議なことに、ゾク連中と違って、あいつらはめったに夜は動かへんのや、幽ゆう霊れいが怖いからや、って話しもあるけど、あながち冗じよう談だんとも言いきれん。実際に、俺おれたちの中でも夜の見張りが好きな奴やつはめったにいない。やつらならその恐怖は俺たちの比じゃなかろう……さあ、後ろの連絡通路から出て正門の脇わきにある通用口に行け、こっちから正門警備班には連絡しておく、ケミカルライトを忘れるなよ」

「はい、じゃあ四時に来ます」

　そう言って後方に行こうとしたショウを、鈴すず木きが呼びとめた。

「ちょっと、ショウくん」

「はい？」

　鈴木は、振りかえったショウの顔を見てにやりと笑った。

「お前さん、顔つきが変わったで、なんか、こう……倒すべき竜りゆうと守るべき姫ひめを見つけた勇者のような顔しとる」

「え？」

　驚くショウを見て、鈴木は満足そうにうなずいた。

「どうやら心あたりがありそうやな、この戦い終わったら、お前さんが守っとるお姫様を紹しよう介かいしてくれや」

「はい！」

　ショウは笑って答えた。

　後ろの連絡通路を出ようとしたとき、ショウは鈴木のつぶやきを聞いた。

「さて、俺が守るべき姫は、どこにいるのやら……」




　医務室には、包帯を巻かれてうめき声をあげる負傷者が何人も収容されていた。

　ここでは、収容された選ばれし者たちのソルジャーも、キャンプの仲間も、差別されることなく治療の手が差し伸べられていた。

　さっき運び込まれてきた大火傷を負ったソルジャーの応急治療を終えた結ゆう城きのところに、暗い顔をした国くに光みつがやってきた。

「結城くん、杉すぎ井い君の様子がおかしいんだ、熱があるみたいで息が荒くなってきたみたい」

「杉井が？」

「うん、今、瀬せ見みさんが、様子を見てくれているんだけど」

　結城は国光とともに、杉井が寝ているベッドに急いだ。

　ベッドにかがみ込んで、杉井の傷の様子を見た結城は、眉まゆをひそめてつぶやいた。

「きっと、銃弾が貫通したときに、衣類の一部が身体からだの中に残ってしまったんだ……局所麻酔薬でもあれば、手術できるんだけど……このままじゃ敗はい血けつ症しようになってしまう……そうすればまず、助からない」

「なんとかならないの？」

「抗生物質があれば、助かるかもしれないけど……この世界の病院や薬局はみんな焼き討ちや略奪に遇あって、薬品なんかどこにも残っていない……」

「そうか……そうだったよね」

　国光が、肩を落としてつぶやいたとき、瀬見の声がした。

「医薬品を手に入れる方法がひとつだけある……」

「え？」

　驚く結ゆう城きに、瀬せ見みはゆっくりと言った。

「ショウに頼もう……あいつなら、やれる」




　瀬見に呼び出されたショウは、静かに言った。

「要するに俺おれに泥棒して来い、というわけですね」

　結城は、瀬見と顔を見合わせたあとで、すまなそうに言った。

「簡単に言ってしまえばそのとおりだ、君の世界では、僕たちが必要としている医薬品はいくらでも手に入るだろう、しかし、そのためには医師の処しよ方ほう箋せんが必要だ。処方箋なしで手に入れる方法はひとつしかない」

　結城は、手に持っていた医薬品のリストをショウに差し出した。

「頼む！　杉井が危ないんだ！　抗生物質が無ければ敗はい血けつ症しようで死んでしまうだろう。明日あした以降、戦いが本格化すれば、どんどん負傷者が増えることは間違い無い、この抗生物質が手に入れば、その負傷者を助けることができるんだ！」

　ショウは、思わず着ていたジャケットのポケットを押さえた。

　そこには、あのモバイルがあった。

　もう……二度と戻らないつもりだった。

　あそこに、俺の居場所は無い。俺は、いてもいなくても同じ、道みち端ばたで死んでいる野の良ら犬と同じ存在だ。

　あんな思いは二度としたくない。

　でも、それが俺にしかできないことなら、それをやるのは、やっぱり俺の役目なんだろう。

　ショウは顔を上げて結城を見た。

「わかった、俺はどこに行けばいいんだ？」

　結城は手に持っていた地図を広げた。

「総合病院の薬局がいいかと考えたんだが、きっとそういうところは当直の人がいたりして、忍び込んでもすぐに見つかってしまう、だから薬科大みたいな場所に忍び込むのが一番確実だろう、近いのは武蔵むさし野の薬科大だな」

「武蔵野薬科大？　どこにあるんだ？」

　地図の一点を指差して結城は言った。

「富子市だ……」













　第十六章「返すべき借り」







　午後七時。

　秋の終わりのこの季節、日光の恩恵を失うのとともに、気温は一気に下がり始める。

　しまった……手袋をしてくればよかったな。

　ショウは、かじかみはじめた指先に力を入れてハンドルを握りなおしながら、車のあふれる国道をバイクで走り抜けていた。

　道の両側には光り輝くネオンサインとショウウインドウが並び、光の渦うずが夜空を照らしている。

　それは、ショウにとって現実離れした光景に思えた。

　いや……これが現実なんだ、この世界では。

　すべての文明の光から見捨てられた、もうひとつの東京なんてものがあって、そこでは俺おれたちみたいな少年が、生き延びるために戦っている、なんてことを信じるほうが現実離れしているんだろう。

　でも、俺はその世界が実在していることを知っている。

　夢でも空想でもなく現実として存在していることを知っている。

　そして、あそこには、この世界では夢や空想でしかなかったものが、あたりまえのように無造作に転ころがっている。

「人の死」というものと「人の生」というものがまるで道みち端ばたの石ころのように無造作に……。

　いや……違うな。この世界にだって死や生はきっと無造作に転がっているに違いない。ただ、だれもそれを見ようとはしないんだ。今日と同じ明日あした。明日と同じ明後日あさつて。そんな日が続くと思い込んでいるだけなんだ。

　そう、俺だって、なんの理由も無く、ただ、そういうものだと信じてきた。

　だから、何もしなかった。ただ、生きてきた。

　俺が死んでもだれも泣かない、だれも困らないのなら、だれが死のうと関係ない。

　何もしないことが正しくカッコよくてクールなんだと自分に言い聞かせていた。

　でも、俺は知った。

　死んだとき、だれかに泣いてもらえるために……。

　死んだとき、だれかが困るようになるために……。

　何かをしなくちゃならない。それが、居場所を作るってことなんだ。

　ショウの脳のう裏りに、花はな美みの笑顔が浮かんだ。

　俺おれが死んだら、あいつは泣くだろう。そして、あいつが死んだら俺はもっと泣くだろう。

　だとしたら、やっぱりあそこが俺の居場所なんだ。




　ショウは自動車工場の先を左に曲がり、国道を外れ、駅前を右に曲がった。

　やがて浅あさ川かわにかかる平ひら山やま橋を渡る頃、正面の高台に、目的地の建物が見えてきた。

　正門の脇わきには『武蔵むさし野の薬科大学』と彫られたブロンズのレリーフが掲げられていた。

　大学の建物の窓という窓から漏もれる明かりで、山の上のその一角が白く輝いている。

　正門から入ってすぐのところにある正面玄関の脇にバイクを止めて、ショウは建物の案内図を見上げた。

　薬学部に行けばいいのかな……まさか、いきなり『薬品庫はどこですか？』なんて聞くわけにはいかないし……まあいい、まずは向こうに跳んで調べよう。

　ショウはモバイルを取り出した。

　光の塊かたまりのような大学の建物がゆらりと揺れて、廃はい墟きよに姿を変えた。




　夜の闇やみに目が慣れるまで、しばらくかかった。

　足元に散らばる割れたガラスの破片を踏ふみながら、ショウは大学の建物の中に入った。

　ポケットから取り出した充電ライトのスイッチを入れると、玄関脇の事務室の中が、弱い光の中に浮かび上がる、

　足の踏ふみ場も無いほど散乱した書類と黒く焦こげた天井が、ここが略りやく奪だつと放火にさらされたということの証明だった。

　ひどいな……三日熱でパニックになった人々に、病院や薬局が襲われたという話は聞いていたが、これほどひどいことになってるなんて。

　ショウは懐中電灯を持って建物の廊ろう下かを歩いた。そして、エントランスホールのつきあたりの壁面に、この大学の各部屋の平面図が掲示されているのを探し出した。

　えーと薬品庫は……あった。研究棟の中にあるんだ。




　薬品倉庫という札がついた部屋のドアは、開いていた。

　懐中電灯の明かりに浮かび上がる薬品庫は破壊され荒れ放題となっている。

　ショウは懐中電灯の明かりに浮かび上がる棚の名前を見て歩いた。

　十五分以上かけてさがしまくって、そして、やっとメモと同じ名前の薬品の並ぶ棚を見つけ出した。

　棚は空だった。

　やっぱりな、全部持ち出されてしまったに違いない……。

　ショウは、リュックを下ろすと、モバイルを取り出した。

　暗くら闇やみの中に浮かび上がる埃ほこりだらけの空の薬品棚がゆらりとゆれて、蛍光灯の下で薬品がぎっしりと並ぶ薬品棚に変わった。

　よし！　早く頼まれた薬を探し出さなきゃ。

　結ゆう城きが書いてくれたメモを頼りに棚を見て回ったのだが、抗生物質以外の麻ま酔すい薬がみつからなかった。どうやらその種の薬品は別の場所に保管されているらしかった。

　しゃがみこんで、棚の下の方を探していたとき、ショウの後ろから若い男の声が飛んだ。

「なんだお前は！」

　やばい！　見つかった！

　ショウは、あわててポケットの中にあるモバイルを取り出そうとしたが、それより先に、後ろから飛びついてきた白衣を着た学生らしい男にその手を押さえられえてしまった。

「何だこれは！　ナイフでも持ってるのか！」

「くそ！　離せ！」

「そうはいくか！」

　学生は、合気道でもやっていたのだろう、つかんでいたショウの右手の手首の関節を逆ぎやく手てに決めるのと同時に足ばらいをかけてきた。

　背後から押し倒されるような形でショウは床に倒れ込み、その背中に学生が乗った。

　背中の肩けん甲こう骨こつの下に乗られたショウは身動きできなかった。

　学生が、勝ち誇ったように言った。

「ざまあみろ！　薬泥棒め！　おおかた坑精神薬でも盗ぬすみに来たんだろうが、おあいにくここは外科用の薬品しか置いてないんだ……それにしても栗くり野のに教わった護身術がこんなところで役に立つとはな……」

　学生は、ショウの手が入っているジャケットのポケットを上から触さわった。

「なんだこりゃ……ナイフじゃないのか？」

　学生はポケットに手を突っ込むとモバイルを取り出した。

「こいつは……」

　学生の声に驚きの色が混じる。

　ショウの背中で、モバイルを開ける音がして……学生が息を飲むのがわかった。

　やがて、ショウの背中に乗っていた学生が離れた。

「おい……こっちを向け」

　ショウはゆっくりと身を起こした。

　目の前には、二十歳はたちくらいの白衣を着た男が立っていた。

　そいつは右手に開いたモバイルギアを持ったままショウに声をかけた。

「おい、お前にちょっと聞きたいことがある……」

「なんだよ」

　ショウは、そう答えながら、自分の位置から学生までの距離を測った。

　このままとびついてあのモバイルさえ奪い取れば俺おれは逃げられるな……。

　そう考えたとき、学生が意外なことを聞いた。

「爺じいさんは元気だったか？」

「爺さんって……なんのことだ？」

　学生はにやりと笑った。

「お前にこのモバイルを渡した爺さんのことだ」

　今度はショウが驚く番だった。




　事務机の上で、プラスチックの使い捨てコップに入ったコーヒーが二つ湯ゆ気げを立てていた。

　ショウは、取り押さえた学生に連れられて、この研究室のような部屋に連れて来られていた。

「飲めよ、薬科大だからといって別に毒薬が入ってるわけじゃない」

　学生はそう言うと、二つのうちの一つを手にとって口に運んだ。

　ショウは、小さく頭を下げると、コーヒーを手に取った。

「さて、話してもらおうか、君がここに、何をしに来たのか、そして、その一見モバイルのように見える道具を使ってどこから来たのか……」

　ショウは黙ってポケットから結ゆう城きが書いてくれたメモを取り出して学生に渡した。

　そのメモを読んだ学生は眉まゆをひそめた。

「なんだこりゃ、抗生物質に、局所麻ま酔すい薬？　外科手術でもするつもりなのか？」

「そうです、敗はい血けつ症しようで死にそうなヤツがいるんです！」

「ケンカでもやったのか？」

　ショウは首を振った。

「違います！　信じてくれないかもしれませんが……俺おれたちは今戦っているんです……ここじゃないもうひとつの世界の東飛白市に集まって、選ばれし者と……」

「選ばれし者だと！」

　ショウの言葉を聞いた学生の顔つきが変わった。

「あいつら、まだ、生き残っていたのか！　で？　お前はどこのキャンプから来たんだ？」

「東飛白市です、そこに富子市の人たちと合同でたてこもっています」

「富子市だと？　ひょっとしてそこに栗くり野のってヤツはいないか？」

「栗野さんは……防衛の責任者ですけど…」

　矢や継つぎ早に聞いてくる学生の質問に答えながら、ショウは面めん食くらっていた。

　この人は……いったいだれなんだろう。向こうの世界のことをよく知ってるみたいだけど……。

「あの……あなたは？」

　学生は、ショウの言葉を聞いていなかった。

　いきなりイスから立ち上がると、部屋を出て行こうとして、部屋の出入り口のところで振り返った。

「そこを動くなよ、今、薬を持ってきてやる！」

　ショウは、迷っていた。

　机の上には、あのモバイルギアが置かれたままになっていた。

　あれを使えば俺おれは逃げることができる……でも……あの人はこのモバイルの正体を知っているようだった。まるであの世界に行ったことがあるかのように。

　そういえば、瀬せ見みさんが言っていたよな。あの世界に、今までにも何人かが来たことがあるって……。

　ショウが、そんなことを考えていたとき、部屋のドアが開いて学生が入ってきた。

　彼は、段ボール箱一杯の薬品を抱えていた。

「ほら、持ってきてやったぞ、内服と点てん滴てき用の抗生物質に局所麻酔薬だ、簡単な処しよ方ほう箋せんも書いて入れてある、さあ、早く行って、栗野たちを助けてやってくれ、俺は栗野にでっかい借りがあるんだ」

　ショウは驚いた。

「栗野さんを知っているんですか？」

　学生は笑った。

「ああ、同級生だったんだ」

「ありがとうございます！」

　薬品をリュックに詰め込んでいるショウに向かって、その学生は聞いた。

「その……富子市からきた連中の中に、香か織おりって女の子はいなかったか？　二十歳はたちくらいの……」

「ええ、いました」

「元気でやってたか？」

「はい、なんでも知ってる人がハワイの米軍病院に運ばれて、そこで生きていたとかで、すごく嬉うれしそうでした。今、子供たちを連れて前まえ橋ばしまで避難しています」

　学生の目が丸くなった。

「なんだって？　その……ハワイで生きていたってやつの名前はわかるか？」

「よく知りませんけど……確か栗くり野のさんが木き梨なし……とか言っていました」

　その男は、イスに崩くずれるように座って、大きなため息をついた。それは、長い間背せ負おっていた重荷を一気に降ろしたようなため息だった。

「そうか……ありがとう」

「あの……あなたの名前を聞いていませんでしたが」

　学生は顔を上げて小さく微笑ほほえんだ。

「俺おれか？　俺も木き梨なしっていうんだ、木梨幸ゆき水みず。君が聞いた木梨ってのは、きっとあっちの世界の俺のことなんだ」

　ショウは驚いた。

「あなたが……木梨さんだったんですか！」

「なんか……俺は、向こうじゃ有名人みたいだな」

　木梨は少し照れたように頭を搔かいた。




「じゃあ、頂いていきます」

　医薬品を詰め込んだリュックを背負ったショウは、正門の脇わきで、見送りに来ていた木梨に頭を下げた。

「ああ、気を付けて行けよ、俺にはこれぐらいしか出来ることが無い。向こうの栗くり野のによろしく言っておいてくれ」

「はい！」

　バイクのタンクの上でモバイルを開いたとき、ショウはそれを見る木梨の目に、一いつ瞬しゆん、羨せん望ぼうの色を見たような気がした。

　目の前でバイクにまたがったままのショウが消えたあとも、木梨はしばらくそのままじっとショウが立っていた空間を見つめていた。
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　やがて、大きくため息をついて夜空を見上げた木き梨なしは、ぽつりとつぶやいた。

「俺おれは……借りが返せたかい？　……栗くり野の」




　中央公民館の裏庭で、キャンプに転位したショウは、エンジンを切るのと同時に、バイクを飛び降りて正面玄関に向かって走った。

　玄関のエントランスホールを抜けて、今は臨時の治療室として使われている大会議室へと飛び込むと、負傷者の手当てをしていた結ゆう城きが顔を上げた。

「あ！　ショウ君！」

「持ってきました！　薬です！」

　ショウは、結城に駆かけ寄りながら背せ負おっていたリュックを降ろした。

「見せてくれ！」

　結城は、その場にしゃがみこんで、ショウのリュックの中を覗のぞきこんだ。

「セフェム系にカルベニン……リドカイン……」

　名前を確認するようにつぶやきながら薬品を取り出す結城の手が震えていた。

「役に立ちますか？」

「役に立つもなにも……これだけあれば……」

　結城の手が、薬品の間に入っていた一枚の紙を取り上げた。

「これは？」

「あ、それですか……」

　ショウが説明しようとしたとき、栗野の声がした。

「ショウが帰ってきたんだって？」

　会議室の入り口で室内を見まわしていた栗野が結城とショウを見つけて駆かけ寄ってきた。

「ああ、すごいよ、外科手術用の薬品が、あつらえたように、きっちり揃そろっている」

　結城は、そう言うと手に持った紙に視線を落とした。

　二、三行読んだ結城の目が丸くなる。

「ショウくん……これ……」

「あ、それですか、向こうの世界の薬科大で会った木梨さんが書いてくれたんです」

「木梨だって？」

　栗野が大声をあげた。

「おい！　木梨って……あの木梨か？　この世界に来た、あの……」

　結城が持っていた紙を取り上げて、栗野は文面に目を走らせた。

「間違い無い……あいつの字だ……」

　紙を結城に返しながら、栗野は聞いた。

「杉すぎ井いは助かるのか？」

「ああ、この抗生物質……セフェム系とカルベニンがあれば、嫌けん気き性の感染症には有効なはずだ、さっそく手術しよう」

「頼む……」

　軽く頭を下げた後で栗くり野のは顔をごしごしとこすってショウの方を向いた。

「そうか……木き梨なしに会ったのか」

「ええ、木梨さんが、言っていました。栗野さんによろしく言ってくれ、俺おれは栗野にでっかい借りがあるって……」

　栗野は、少し震える声でつぶやいた。

「バカ野や郎ろう、何が、借りがある、だ。借りがあるのはこっちの方だ。しかも、こっちからは絶対に返せねえ借りじゃねえか……卑ひ怯きようモノめ」

　栗野の目に薄い涙が浮かんでいた。













　第十七章「ケーキと言う名の武器」







　二日目の夜が明けた。

　この日、選ばれし者たちの戦術が大きく変わった。

　それは、計画も何も無いただの力攻ぜめにしか見えなかった。

　やつらは、早朝から攻め寄せたが、銃の援護もパワーショベルも使わずに、ただ武器を持った少年たちを攻め込ませるだけだった。

　少年たちは、何かにとりつかれたかのように、攻め込んできては撃退されを繰り返していた。

　きゅぼん！

　爆発音とともに鉄パイプが火を噴ふくと、五十メートルほど向こうにいたソルジャーが顔を押さえて地面に転ころがった。

　顔を押さえた両手の間から鮮せん血けつが流れ落ちる。

　その、傷を負ってのたうちまわる仲間を見ても、他ほかの連中は顔色一つ変えずにバリケードを越えようとしていた。

　きゅぼん！　きゅぼん！

　鉄パイプが連続して火を噴ふくと、バリケードを乗り越えようとしていた連中の周りから鋭い金属音が響いた。

　それは、ガス大砲のタマである自転車のスポークを切ったものが、バリケードに当たる音だった。

　五～六人が手や肩に針金を刺したままバリケードを転ころがり落ちてゆく。

　攻せめ寄せた半数が倒れたところで、ソルジャーたちは引いて行き、地面に転がっている負傷者のうめき声だけがあとに残った。

「敵側の負傷者は七名……視し認にんできるかぎりの数ですが……どうします？」

　インターホンで見張り員の報告を聞いていた警戒員が瀬せ見みに聞いた。

「どうするって……いつものとおり、敵の攻撃の合間を見て負傷者を収容するように言ってくれ」

「でも……もう医務室がいっぱいですよ」

「医務室に収容しきれないのなら食堂でも廊ろう下かでも使え！　死なせちゃいけないんだ、たとえそれが敵だって、俺おれたちと同じ生き残りなんだ、この世界では、生きているというだけで人間は貴重なんだ」

「……わかりました」

　警戒員は、小さくうなずくと、指揮室を出て行った。

　瀬せ見みは、館内のインターホンを取り上げて、屋上にいる栗くり野のを呼んだ。

「どうだ？」

『敵は朝から、ろくに武器も持っていない連中を、ただ力攻めに使ってくるだけで、ほとんど銃撃を加えてこない』

「タマ切れになった、ということはないだろうか？」

『いや、その逆だ、こっちをタマ切れにするための攻撃だろう、今まで攻めてきた連中は、やつらにとってはただの消しよう耗もう品だ』

「消耗品か……」

『そろそろ次の手を打つ頃だろう、何をするのかわからないから、全員に警報を出してくれ』

「わかった」

　瀬見が屋上とのインターホンを置いたとき、医務室からのコールが鳴った。

「はい、瀬見だ」

『私だよ、収容した負傷者の数が五十人超えた、みんな中程度だね』

　インターホンは国くに光みつの声で続けた。

『収容された連中は、ぼんやりしたままだよ、暴れたり妨ぼう害がいしたりする元気も無いみたいだね、きっと腹をすかせているんじゃないかと思うんだが……瀬見くん、あいつらを転ころばせれば役に立つと思わないかい？』

「転ばす？」

　瀬せ見みは国くに光みつの言葉の意味がわからなかった。

『ああ、そうさ、食い物でこっちの味方に引き込むのさ、杉すぎ井いとか望もち月づきとか、あいつらはみんなそうやって私たちの仲間になったんだ、ホットケーキで転んだんだ』

　瀬見の頭に、泣きながらカレーを食っていた由よし方かたの顔が浮かんだ。

　そうか……そういえばあいつもそうだったよな。

「わかりました、方法はお任せします！　厨ちゆう房ぼうと食料班を自由に使ってください！」




　花はな美みは、冷蔵庫の奥に仕し舞まってあったレンガ二つぶんほどの大きさの包みを取り出そうとして一いつ瞬しゆん迷ったように手を止めたが、すぐに思い切ったようにその包みをつかんだ。

「国光さん、これ、バターです、そんなに塩がきつくないのでそのまま使えると思います」

「砂糖と小麦粉の量は同じでいいんだっけ？」

「はい、卵と砂糖と小麦粉とバター、全部同じ量にして混ぜるんです」

「へえ、四つとも同じ分量なんだ」

「ええ、だからこのケーキ、名前が四分の四、フランス語でキャトルキャーって言うんです」

　厨房では、花美の指揮で、ケーキつくりが始まっていた。

　……本当はショウくんのクッキーのために使うつもりだったバターだけど……かまうもんか、生き延びればきっとまたバターが手に入る。今は生き延びることを考えなきゃ。

　バターと小麦粉を混ぜながら、花美はそんなことを考えていた。

「オーブンの予熱は終わったみたいだね」

「はい、じゃあケーキ型にタネを流し込みます」

　花美の手際の良さを見た国光が感嘆の声をあげた。

「いや、たいしたモンだね、ほんと」

　私に出来ることって、これくらいしかないんですよ」

「これくらい、って言い方はないだろう、ものを食べるってのは、生きてゆくために必要不可欠なことなんだよ、そしておいしいものを食べるってのは、希望を持つために、もっと必要なことなんだと思うね。だからあんたはもっと胸を張っていいんだよ」

　国光は笑って花美の肩にぽん、と手を載のせた。

　やがて、本館の中に、ケーキの焼ける甘あまい匂においが漂ただよい出した。

　二階の窓に陣じん取どってボウガンを構えていた男子中学生くらいの警戒員のひとりが、腹の底から搾しぼり出すような声で叫んだ。

「なんだこれ？　ケーキか？　くっそーいい匂いさせてるじゃないか！」

　横でボウガンの矢を揃そろえていた同じ年ねん齢れいくらいの女の子が答えた。

「さっき下に降りたら国くに光みつさんと千ち高だかさんの二人で厨ちゆう房ぼうで何か作ってたわ、きっとそれよ」

　後ろから声がした。

「そのとおり、今、あの二人はケーキを作ってる。食いたかったら、しっかり戦え、戦って生き延びろってことだ」

「あ、栗くり野のさん！」

「ホントですか？　よーし！　やる気が出てきたぞ！」

　そいつの横にいた女の子が、あきれたようにつぶやいた。

「あんたって食い意地しかないの？」

「うるさいなあ、知恵と勇気と食い意地、これが俺おれの武器なんだ、ほっとけよ」

　栗野は笑った。

「いいことを言うな、本当にそのとおりだ、さあそろそろやつらの本隊が攻せめてくるころだ、知恵と勇気と食い意地で生き延びろよ」

「はい！」

　声を合わせて答える二人をあとにして、栗野は階段を駆かけ下りた。

　士気は……高い……まだ戦えるな。




　焼きあがったケーキを型から外した花はな美みは、まだ柔らかいそれを二センチくらいの厚さに切って皿に並べた。

「お湯が沸わいたよ、スキムミルクを入れていいのかい？」

　国光が、業務用の鍋なべの前で花美に聞いた。

「ええ、そこにある砂糖と混ぜて一緒に溶いてください」

　すべての用意ができたところで、花美は臨時の治療室になっている食堂にいた看護員に呼びかけた。

「お願いです！　食べることのできる人にケーキとホットミルクを配るのを手伝ってください！」

　治療室にいる軽傷の負傷者たちに、焼きあがったケーキとカップに入ったホットミルクが配られはじめた。

　今まで消毒用のアルコールと汗の臭においしかしなかった食堂に、甘あまい香りが満ちてゆく。

　花美は、床に座り込んで、焦点の合わない視線を漂ただよわせていた額ひたいに包帯を巻いた十二、三歳さいの少年の手に、ケーキの載のった紙皿とホットミルクの入ったプラスチックのコップを渡した。

「はい、食べていいのよ」

　手の中にあるケーキとミルクを見た少年の視線が動いた。

「これ……」

　呆ぼう然ぜんとした表情のまま見上げる少年に、花美は笑いかけた。

「ケーキとミルクだよ、ミルクはちょっと熱いから気を付けてね」

　少年は、視線を自分の持っている皿に落とした。そして、震える手でケーキをつかむと、口に運んだ。

　ケーキを口にしたとき、少年の目が見開かれた。

　それは、人間の目だった。

　少年はがつがつとケーキをほおばって、そしてミルクを飲んだ。

　すべてを食い尽くすのに一分とかからなかった。

　そして、最後の一滴までミルクを飲み干したあとで、少年は魂たましいが抜けたような顔になって、その場にへたりこんだ。

　花はな美みは、厨ちゆう房ぼうにとって返すと、次のセットを持って他ほかの少年に配った。

　やっと一巡し終わって厨房に戻ろうとしたとき、花美は一番最初にケーキを配った少年が、膝ひざを抱えて、すすり泣いているのに気が付いた。

　横にしゃがみこんで花美はその少年の顔を覗のぞき込んだ。

「どうしたの？　傷が痛むの？」

　少年は無言で首を振って、ただ、泣き続けた。

　花美が、その少年の頰ほおに触れると、少年は、びくっとして、怯おびえた目で花美を見た。

「心配しなくていいの、ここには食べ物もいっぱいあるし、仲間もいっぱいいるの。もう、あなたは一人じゃないの」

「……殺さないのか？」

　花美は微笑ほほえんだ。

「あなたが殺さないなら私たちはあなたを殺さない。だって、あなたも私も、あの地獄を生き延びてきた仲間じゃない、お父とうさんやお母かあさんや弟や妹や友達たちが死んでいく中で、あなたは生きてきたんでしょ、だったら、仲間よ」

　その言葉を聞いたとき、いきなり少年の目から涙があふれた。そして、その少年は泣いた。花美の手を握りしめ、声を上げて泣き続けた。

　それと同じ光景は、食堂のあちらこちらで見ることができた。













　第十八章「総攻撃」







　キャンプの正面どおりの突き当たりの交差点の脇わきにある二階建ての商店の陰に、見事に磨き上げられた濃緑色のイギリス製の四輪駆く動どう車、レンジローバーが停められていた。

　そのレンジローバーを守るように、屋根を切り取って、そこに軽機関銃を取り付けたランドクルーザーが二台停まっており、まわりには緑色のシャツを着て頭に赤いバンダナを巻いた眼光の鋭い二十歳はたちくらいの男たちが二十五、六人、小銃を構えて油断の無い目をあたりに配っている。

「どうだね？　西にし原はら」

　レンジローバーの革張りのシートの上には、シミ一つ無い白い上下のゆったりとした民族衣装のような服を着た二十二、三歳さいの男がいた。もし、この男をショウが見つけたら、きっとこう言っただろう。

「あいつが教きよう祖そだ！」と……。

　西原と呼ばれた最高幹部らしい男が、レンジローバーの脇で頭を下げた。

「最下級ソルジャーの攻撃は終了しました、損害率はほぼ六〇パーセント」

「そうか……で、あいつらはいまだに負傷者を収容するなどという馬鹿げたことを続けているのか？」

「すでに五十名近いソルジャーが、もぐりこんでおります」

「能力を持たぬ者どもは、たいして役には立たんだろうが、混乱させるぐらいのことはできるだろう、ヒューマニズムなどという唾だ棄きすべき価値観が自分たちを滅ぼす皮肉に、あいつらがいつ気がつくか見ものだな」

　ランドローバーの座席に座った教祖は小さく微笑ほほえんだ。

　やがて、教祖の車のまわりに、赤いバンダナを頭に巻いた少年たちが集まってきた。

　その数は百人を越えていた。

「上級ソルジャーの集合が終わりました」

　幹部の報告を受けた教祖は、運転手が差し出した車しや載さいアンプのマイクを持つと、手元のスイッチを入れた。

　ランドローバーの屋根に取り付けられたラウドスピーカーが、カリカリという雑音を立てたあと、教祖の声を伝え始めた。

『戦士諸君！　戦いの時がきた！　諸君らの目の前にある、あの建物こそがすべての悪の根源である！　神が我々に示した新世界を汚し、神の摂せつ理りに逆らう愚おろか者たちに、神の戦士たちである諸君の正義の鉄てつ槌ついを振り下ろすときが来たのだ！　戦士諸君！　君たちが正義だ！　物は奪え！　家は焼け！　女は犯してから殺せ！　建設の第一歩は破壊だ！　この新たなる大地を肥こやすのは、地上に撒まかれた血と臓ぞう腑ふだけなのだ！　さあ、準備はいいか？』

　額ひたいに赤いバンダナを巻いた百人以上の少年たちは、目に狂気の光を宿らせて一いつ斉せいに歓呼の声を上げて、手に持った手製の武器を振りかざした。

『よろしい！　では、神の意思を示すがよい！』

　教きよう祖その言葉が終わるのと同時に、少年たちの後ろに待機していたパワーショベルが動き出した。

　そのパワーショベルは、今までのものとは違い、鉄板で操そう縦じゆう席を囲ってあった。

「装そう甲こうショベルの後ろにつけ！」

「道が出来しだい、機関銃隊が出るぞ！　頭を低くしておけ！」

　幹部たちの指示が飛ぶ。

　パワーショベルと人の群が、キャンプの正面に向かって動き出したのを見て、教祖は西にし原はらを小さく手招きした。

「はい、なんでしょうか？」

「逃げそうになったら、見せしめのために、後ろから撃て、前の敵より後ろの我々の方が恐ろしいことを叩たたき込むには、それが一番だ」

「承知いたしました」

　頭を下げる西原を見て、教きよう祖そは満足げにうなずいた。




　ソルジャーたちの歓呼の声はキャンプにも届いていた。

　出で城じろの中でその声を聞いた鈴すず木きは、見張り台にいるショウに向かって叫んだ。

「ショウ！　なんだ、今のは！　何か見えるか？」

　双眼鏡を構えたままショウは答えた。

「来ました！　敵の本隊と……パワーショベルです……ちょっと待ってください、パワーショベルの後ろに車が二台……屋根に人がいます、何か構えていますけど……」

　そこまで言ったとき、ショウの双眼鏡の中に映った車の屋根の上あたりで何かが光って、一いつ瞬しゆん遅れて銃声が連続して響いた。

　あれは……と、ショウが考えるのと同時に、見張り台に使っている軽ワゴンの車体を大きなハンマーで叩たたくようなガンガンという音と金属が削けずれるような音が響き、車体が大きく揺れた。

　砂袋の後ろに伏せたショウが顔を上げると、軽ワゴンの車体がずたずたに引き裂さかれているのが見えた。

「大丈夫か！　ショウ！」

「え、ええ、なんとか生きてます！」

「早よ降りて来い！　機関銃で撃たれたらそんな軽トラック、紙と同じや！」

　鈴すず木きはそう言うと、インターホンにとびついた。

「本格的に攻めてきよった！　機関銃を撃ちながらパワーショベルを前進させとる！　狙そ撃げきを頼みます！　はい、ガス大砲は、まだなんとか……わかりました、できるかぎりがんばってみまっさ！」

　インターホンを置いた鈴木は、ガスのボンベをつかんだ。

「よっしゃ！　酸素ボンベを併用して飛距離を延ばす！　ええか、ここが正念場やでぇ！」

　キュラキュラというキャタピラの響きが近づいてきていた。

「リモート地雷は？」

　見張り台から降りてきたショウが鈴木に聞いた。

「数が足りん、あと二個や、敵は四方向から同時に攻せめ寄せとるようや、機関銃があるのはここだけみたいやけどな……準備はええか？」

　ガス大砲の装そう塡てん作業をしていた警戒員がうなずいた。

「よっしゃ！　酸素混合ガスの威力を見ろよぉ～」

　鈴木はそう言うと持っていた使い捨てライターを鉄パイプの根元に近づけて点火リングを回した。

　シュボッという音がするのと同時に、鉄パイプの先からボン！　という爆発音が響いて鉄パイプが飛び上がった。

「どうや？」

　バリケードによじ登ってその隙すき間まから外をうかがっていた警戒員が叫んだ。

「効果あり！　飛距離は倍です！　パワーショベルの後ろにいる連中がパニックになっています！」

「よっしゃ！　連続して撃つでぇ！」

　そのとき、何発かの銃声が響いた。外の様子をうかがっていた警戒員がつぶやいた。

「あれ？　だれかこっちから狙撃しましたか？」

「いや、狙撃は本館からしかやっとらんはずだが」

「変ですね、今、逃げようとしたヤツが二人ばかり撃たれたみたいなんですけど……」

　その警戒員の言葉を聞いたショウの脳のう裏りに、健けん一いちと一緒に雑居ビルの屋上から見た光景が浮かんだ。

「きっと、選ばれし者の、幹部が撃ったんです！　逃げるものは許さない、そういうことなんだと思います」

　鈴木はショウの顔を見たあとで、視線をやつらのいる方向に移してつぶやいた。

「後ろに下がれば確実な死が待っている……それが嫌いやならば前に進めってことやな」




　太陽は真上にあった。

　秋の終わりの晴天は、よく小こ春はる日和びよりと呼ばれる。

　どこまでも続く青い空だけを見れば、それはまさに小春日和の空だろう。

　しかし、視線を地上に落とせば、そこにあるのは、血と炎ほのおの赤、そして黒と灰色の破壊の色が入り混じった戦場の光景だった。




　キャタピラの音が近づいてきた。

　出で城じろの前に築かれていたバリケードのほとんどが撤てつ去きよされ、出城の前の通路は車が通れるほどの幅まで拡大されてしまっていた。

　双眼鏡でその様子を見ていたショウが横の砂袋を握りこぶしで叩たたいた。

「ちくしょう！　やつら、一体何台かき集めてきやがったんだ！　もう、リモート地雷が無いんだぞ！」

　通路の途中で黒煙を上げている二台のパワーショベルを見つめながら、鈴すず木きがつぶやいた。

「ここまでやな……パワーショベルにかかったらこんなバリケード、あっと言う間や、それに、車に火を付けて突っ込まれたら、この中で蒸し焼きになってまうで」

　鈴木はインターホンを取り上げた。

「もうダメや！　突破されるかもしれへん！」

　インターホンから栗くり野のの声が聞こえた。

『わかった！　今までよくがんばってくれた、打ち合わせどおり、残りのガスを全部放出して連絡通路から脱出してくれ！』

「了解！」

　鈴木はインターホンのコードを引きちぎって、後方の連絡通路を指差した。

「さあ、ここはもう用済みや！　さっさと逃げるでぇ！」

　ショウたちが逃げるのを見ながら、鈴木は出城の中に並んでいたガス大砲用の家庭用プロパンガスのバルブを開け始めた。

　そして、シュウシュウというガスの噴ふん出しゆつ音とガス臭しゆうが充満してゆく中を一回見回したあとで鈴木はショウのあとを追った。




　パワーショベルが出城にとりついたのを見たソルジャーたちから歓声が上がった。

　いままでさんざん悩まされてきたガス大砲もタマ切れなのだろう、沈黙したままだ。

「よし！　焼き払え！」

　幹部の指示を受けたソルジャーが、口に詰めた布に火をつけたビールビンを持ってスクーターに乗って出城に走り寄った……そのとき。

　そいつごと出城全体が一気に炎ほのおにつつまれた。




　キャンプの敷地にいたショウたちの頭の上を突風のようなものが通りすぎて行き、ガラスの破壊音がショウの背中の方から聞こえた。

　それは、ガス爆発の衝撃波で本館の窓ガラスがいくつか割れた音だった。

　爆発音は一いつ瞬しゆん遅れてから届いた。

　ずずずずうううん！

　腹の底に響く爆発音とともに、正門の向こうに、二十メートルはあろうかという火柱が立ち昇るのが見えた。

　空中高く噴ふきあげられた廃はい車と鉄材のバリケードが落ちて来て金属音を立てる。

　それは今まで出で城じろを作っていた構造材だった。

「今の爆発、やつらに、結構ダメージ食らわしたみたいですね」

　ショウの横に立っていた鈴木は、悔しそうな声で答えた。

「与えたダメージも、でかいかもしれんが、こっちのダメージもでかいで、やつらはこれでダイレクトに本館に攻せめてきよる」




　爆風がランドローバーを揺らした。

「何事だ？」

　車の外にいた西にし原はらが、教きよう祖その元に走り寄った。

「敵の拠きよ点てんが爆発しました。装そう甲こうパワーショベルと、その後方にいたソルジャー四十人ほどがやられたようです」

　教祖は、ちょっと眉まゆをひそめた。

「少し損害が多いな、西と東はどうなっている？」

「はっ、どちらも塀へいを乗り越えられずに膠こう着ちやく状態になっている模様です」

「そうか、ではそいつらをすべて正面に回せ、正面の障害は無くなった、あとは一気に攻せめ込め、お前たちも前に出ろ、ソルジャーなど死んでもいくらでも代わりを集めることができる、だが、そのためにはあのキャンプの電力とＦＭ放送設備が必要なのだ」

　西原は、はっとした顔をしたあとで頭を下げた。




　屋上の見張員の女の子の声がインタホーンから流れた。

『西と東から寄せていた連中が下がります！』

『正面！　機関銃を積んだ車が出てきました！　新あら手ても加わっています！』

　その言葉が終わらないうちに正門と、本館に向かって激しい銃撃が加えられ始めた。

　栗くり野のは、指揮所の館内放送のマイクをつかんだ。

『敵は正面突破をはかるつもりらしい！　これから狙そ撃げき班が反撃に出る！　各自頭を低くしていろ！』

　瀬せ見みが聞いた。

「行くのか？」

「ああ、おそらく教きよう祖そも前に出てくるだろう、今まで弾丸を温存していたのは、このときのためだからな、教祖を倒せばすべては終わるんだ」

　栗くり野のは、にやりと笑うと、横に立てかけておいたスコープ付きの小銃と予備弾倉の入ったパウチを持って指揮室を飛び出して行った。




　花はな美みは、もう厨ちゆう房ぼうにいなかった。

　最後のケーキを焼いて、配ったあと、花美はそのまま臨時の治療室になった食堂で看護班に加わり、結城の後ろにくっついて、結城に言われるとおり、ただひたすら止血ガーゼを押し当て、包ほう帯たいを巻いていた。

　食堂用のエプロンは真まっ赤かに染まっていたが、もうそんなことは、どうでもいいことだった。

　何人もの重傷者が花美の手の中で、空むなしく死んでいった。

　二年前……三日熱の患かん者じやたちが死んでいったときと同じ光景が、今、花美の前に広がっていた。

　そこは、もう一つの戦場だった。

　結ゆう城きと国くに光みつの二人が、うめき声を上げ続ける負傷者の間を歩きながら、さまざまな指示を与えてゆく。

　戦いが本格化するにつれて、収容される負傷者の中に、キャンプのメンバーの占める割合が多くなってきたのがわかる。

「撃たれました！　重傷です！」

　そのとき、叫び声とともに、ボウガンを背せ負おった少年が、一人の小こ柄がらな人間を抱きかかえて飛び込んできた。

　抱かれている人間の右手は力なくだらんと下がって、細い手首から赤いものがしたたり落ちているのが見えた。

　肩まである長い髪を見た花美は息を飲んだ。

　……女の子だ！

　結城がテーブルの上を指示すると、少年はその子をそっとテーブルの上に置いた。

　少年の着ていたジャケットは真まっ赤かに染まっていた。

　国光が、その子の衣服をハサミで切り開いて胸をはだけると、白い小さな乳ち房ぶさが血で真っ赤に染まっているのが見えた。

「こいつ、助かりますよね？」

　少年の質問に、結城は難しい顔のまま何も言わず、点てん滴てきパックを取り上げた。

「弾が肺の中を貫通している、動脈が傷つけられた可能性がある、すぐに手術しなければ……」

　その少年は少女の頭を両手で包んだ。

「死ぬなよ！　第一中学で生き延びたのは俺おれとお前だけじゃないか！　こんなところで死んだんじゃ何にもならないじゃないか！」

　それ以上その光景を見ていられなかった花美はその場に座り込むと、にじんできた涙をぬぐった。




「来た！」

　見張りの声が飛ぶ。

　屋上の狙そ撃げきポイントで小銃を構えた栗くり野のが、たて続けに三発撃つ。

　走ってきた四トントラックの正面運転席のガラスがはじけ、大きく蛇だ行こうするのが見えた。

　しかし、トラックは、そのままのスピードを保ったまま、大きく曲がりながら正門の脇わきに突っ込んだ。

　激突音と金属がひしゃげる音が一緒になった轟ごう音おんが響き、正門の鉄の扉とびらが歪ゆがんだのがわかる。

「しまった！」

　小銃を降ろして、栗野が舌打ちをした。

「敷地に入られるかもしれん、俺は下に降りる！　お前らは触発性火か炎えんビンの用意をしておけ、やつらが塀へいを乗り越えそうになったら一いつ斉せいに発射しろ」

「はい！」

　見張班の女の子たちは緊張した顔でうなずいた。

　階段を駆かけ降りて正面玄関に回った栗野は、正門の扉の隙すき間まから侵入しようとしている選ばれし者たちに向かって小銃を撃った。

　先頭のやつが声もあげずに向こう側に転ころがり落ちる。

　三発撃ったところで、弾が尽きた。

　栗野の横でそれを見ていた由よし方かたが飛び出した。

「オレが食い止めます！」

　走りながら手を振ると、そこに一本の棒があった。

「よせ！　鋼はがね六ろつ棍こんじゃムリだ！」

「大丈夫です！　やつら、もうほとんど弾が残ってません！」

　由方は、そう言うと、塀へいの隙間から侵入してきた選ばれし者のソルジャーと戦闘に入った。

「裏門から連絡！　もう支えられません！」

　玄関脇わきに土ど囊じようを積み上げて作られた前線指揮所で栗野は立ち尽くしていた。

「これまでだな……」

　栗野は、手に持っていたマイクに向かって叫んだ。

『各員！　建物内に撤てつ収しゆう！　繰り返す！　撤収だ！』

　塀へいの内側に作られていた拠きよ点てんについていた警備班のメンバーが、建物に向けて走ってくる。

　そのとき、塀を乗り越えようとした選ばれし者たちにむけて、公民館の屋上からいくつものビンが水を撒まき散らしながら飛んだ。

　それは、先端にビール瓶びんを取り付けたペットボトルロケットだった。

　落下したビール瓶は、その場で一気に燃え上がった。

　予備弾倉に取り替えた小銃を構えて、撤収してくる警備班の援護をしていた栗野は、その炎ほのおを見てにやりと笑った。

「触発性火か炎えんビンはうまくいったな」

　屋上から飛ぶビンは次々に塀際ぎわに落下して炎を上げてゆく。

　正門を越えてきた三人を鋼六棍で叩たたきのめした由よし方かたに、栗野が叫んだ。

「もういい！　建物に入れ！」

　走ってきた由方を迎え入れようとしたとき、一発の銃声が響いた。

　立っていた栗野の後ろの玄関のガラスにビシッ！　という音とともにヒビが入った。

　栗野は右肩を押さえると、何も言わずにその場に崩くずれ落ちた。

「栗野さん！」

　栗野の横で警戒していた警戒員たちが声をあげた。

「みんな！　手伝ってくれ！」

　少年たちは、栗野をひきずって玄関の内側に入れ戸を閉めた。

　内側で待機していた他ほかの警備班の少年たちがすばやく補強した板戸を閉めバリケードを積み上げる。

　エントランスの奥から結ゆう城きが走ってきた。

　栗野の上にかがみこんで手早く傷を調べる。

「どうだ？」

　かすれた声で栗野が聞いた。

「貫通銃じゆう創そうだ、骨をかすってるが動脈は傷つけてない。圧迫包ほう帯たいで止し血けつしておこう」

「ちくしょう……いちばん……大事なときにこんなことになるなんて」

　そう言い残して栗野の身体からだからがくっと力が抜けた。

「栗野さん！」

　驚く由方に向かって、励ますように結城が言った。

「安心しろ、死んだわけじゃない、失しつ血けつ性ショックを起こして失神したんだ、さあ。救護室に運んでくれ」




　そいつは魚のような目をして立っていた。

　手に光るのはカッターナイフに間違いない。

　さあ……来いよ。オレはもう無力なガキじゃない。お前なんか素す手ででぶっ倒してやる！

　そいつはカッターナイフを振り上げた。

　よし！　見切った。

　そのつもりだった。しかし足が動かなかった。

　くそ！　どうしてだよ！

　オレは腕を振り上げた。

　いつもなら五枚の杉板を叩たたき割る握りこぶしに、まったく力が入らない……。

　そんなバカな！　これじゃあ……。

　気が付くと自分が小さくなっていた。細い無力な腕……半ズボンから伸びる細い足……。

　オレは……まだ……小学生のままなのかよ！

　じゃあ……このままオレはあれを見なくちゃいけないのか！

　あの……光景を……。

　オレの前に人が立つ。

　長い髪とセーラー服と……そして……。

　だめだ！　来ちゃだめだ！

　逃げろ！　逃げるんだよ！　早く！　オレなんかどうでもいいじゃないか！　……倫りん子こ姉ねえ！




　栗くり野のは、叫ぼうとして意識を取り戻した。

　だれかが覗のぞきこんでいる。

　だれだろう……。

　やがて、その人は栗野の額ひたいに手を当てた。

　やわらかな女性の手の感触だった。

　女の人か……。

　視界に入った手に残る傷跡が、栗野の意識を現実に引き戻した。

　それは、国くに光みつの手だった。

「倫子姉か……」

「気がついた？」

　天井の明かりで逆光になった国光の表情は栗野にはわからなかったが、微笑ほほえんでいるような気がした。

「オレは何時間ぐらい気を失っていたんだ？」

　身体からだを起こそうとした栗野は、身体に走った激痛に、思わずうめき声を上げた。

「何時間もなにも……一時間も経っちゃいないよ」

「どうなってる？」

　国くに光みつは室内を見回した。

「屋内に侵入されるのも時間の問題だね、やつら、ここの設備が目当てだから火をつけたりはしない。それだけが救いだね」

　栗くり野のの視線は国光の手のひらに吸い寄せられていた。

「傷跡……残ってるんだな」

　国光はちょっと驚いて自分の手を見た。

「え？　あ、これ？　ちょっと深かったからね」

　栗野は顔をそむけた。

「結局オレには何もできなかったんだな……強くなれば、みんなを守ることができる、知識があれば危機に瀕ひんした人たちを救うことができる……そう思ってきたけど……オレには力不足だったんだ……倫りん子こ姉ねえを通り魔まから救えなかったみたいに……」

　国光は目を見開いた。

　それは十年以上前の記き憶おくだった。

　小学校の帰りに、公園で国光と栗野は、カッターナイフを持った通り魔に襲われた。

　国光は、三歳さい年下の栗野をかばって、手のひらと背中に深い傷を負った。

「あんたがサバイバルに関心を持ったのは、あれがきっかけだったんだね」

「そうだ、オレに力があれば、倫子姉はケガをしないですんだんだ。だからオレは強くなりたかった。強くなって、他人を守ることのできる人間になりたかったんだ」

　国光は、栗野の頭を抱きしめた。

「武たけ士し……あんたはよくやったよ。ほんとうにがんばってくれた……あんたのおかげで助かった人間が何人もいるじゃないか。胸を張んなきゃだめだよ、たとえ私たちがここで死んでも、健けん一いちや博ひろ之の助すけは生き延びることができるんだ、それは、あんたのやったことなんだ、あんたは胸を張んなきゃだめなんだ！」

「倫子姉……」

「こんなときぐらい倫子って呼んでよ……」

　栗野は泣いた。

　倫子にしがみついて、歯を食いしばって栗野は泣いた。

　十年前の通り魔事件のときから一度も泣いたことがなかった栗野が、今、はじめて泣いていた。

　栗野の泣き声を聞きながら国光はぼんやりとした声でつぶやいた。

「私たちの前に現れた不思議な子……木き梨なしくん、夏なつ実みちゃん、そしてショウくん。あの子たちが、なぜ、こんな小さなコミュニティを助けてくれたのか。私はやっとそのわけがわかったよ、武士……あの子たちは、私たちを助けてくれたんじゃない。だれかを救いたい、だれかを守りたいって思う、その気持ちを助けてくれていたんだね」

　一階のどこかで窓ガラスが割れる音がした。

[image: ]













　第十九章「攻防」







　その頃、ショウは屋上に陣じん取どって一階に侵入しようとする連中に向けて、ボウガンの矢を射ち続けていた。

　……あと五本か。

　残り少ない矢を確認したとき、巻まき島しまという警戒員が走ってきて叫ぶように言った。

「ショウさん！　一階に侵入されそうです！」

「よし、すぐに下に応援に行ってくれ、俺おれもすぐに行く」

「はい！」

　階段を駆かけ降りてゆく巻島の背中を見ながら、ショウは、心のどこかで、もうだめかもしれないと思っている自分に気がついた。

　屋上を走りながらショウは、真ん丸メガネの笑い顔の花はな美みの顔を思い出していた。

　あいつのそばに行ってやらないと……最後の最後まで俺おれはあいつを守り抜いて、そして、死んでやる、絶対に俺より先に死なせやしない。

　不思議と怖くなかった。

　モバイルはポケットに入ったままだったが、ショウはそれを使うつもりは無かった。

　巻島のあとに続いて一階まで階段を駆け降りたショウは、階段の昇り口で国くに光みつが一人の男を抱きかかえているのに気がついた。

　よく見ると、それは栗くり野のだった。

「栗野さん！」

　栗野は薄目を開けてショウを見た。

「無事だったのか……」

「はい！　これから一階のエントランスに応援に行きます！」

「そうか……」

　栗野は身体からだを起こそうとしてうめいた。

「だめだよ！　武たけ士し！　傷口が開いちゃう！」

「倫りん子こ姉ねえ……オレの銃、あるか？」

「え？　あ、ここにあるよ」

　栗野はショウを見た。

「まだ……弾が残ってる、お前にオレの銃を預ける、いいか……教きよう祖そを狙ねらえ、教祖さえ倒せばオレたちは勝つんだ！」

「でも……俺おれは銃なんて一度も撃ったことがないんですよ！」

「わかっている、でも……今、ここにはお前しかいないんだ……頼たのむ」

　栗くり野のの身体からだから力が抜けた。

「武たけ士し！」

　倫りん子こは、栗野の顔を覗のぞきこんでいたが、やがて顔をあげた。

「ショウくん、お願い！　無理でもいい！　ダメでもいいから、やってみて！　あんたしかいないんだ！」

　ショウは大きく息を吸って、そして言った。

「わかりました、やってみます」

　ショウは、銃を受け取ると、階段を駆けあがった。




　キャンプの一階では、建物の中に侵入しようとするソルジャーたちと、キャンプのメンバーたちの必死の戦いが展開されていた。

　屋内にたてこもるメンバーたちの最大の武器は、一年前富子高校の攻防戦で使用したのと同じ強化スタンガンと、トウガラシやコショウなどを詰めこんだ消火器だった。

　鉄板などで補強された窓からむりやり侵入しようとするソルジャーには、コショウの粉煙が噴ふきかけられ、それでも侵入しようとする者の手足には、軽自動車用のバッテリーから電源を取った強化スタンガンが押しつけられるのだ。

　建物のまわりには、うめき声を上げるソルジャーがあふれていた。




「何をやっているんだ！」

　正門前の交差点脇わきにとまっているレンジローバーの中で、教きよう祖そが不ふ機き嫌げんそうな声を上げた。

「あそこまで攻せめこんでおきながら、なぜ陥おとせんのだ！」

「はい、思ったより守りが堅かたいのと、何より火ひ攻めができませんので……」

　頭を下げる西にし原はらに向かって教祖はつぶやいた。

「火を放つのは最後の手段だ、電気の恩恵は何ものにも勝る」

　その言葉を聞いた西原は、怪け訝げんそうな顔をした。

「すべての文明を滅ぼさねば、新世界は来ないのではありませんか？」

「テクノロジーは道具だ、我々が使えばそれは正しいテクノロジーとなる、間違ってはいない」

　中ちゆう央おう公民館のソーラーパネルを見上げたあとで教祖は何かに気がついたように西原を見た。

「最下級ソルジャーどもに仕込んだ暗示は使えぬか？」

　西原は、はっとした顔をした。

「使えます！　教祖様のお声を聞かせれば、あいつらは、破壊のかぎりを尽くすでしょう、すでに五十名以上があの建物の中におります」

　教きよう祖そはうなずいた。

「よろしい、車を前に出せ、私が呼びかけよう」

「それは危険です！　敵の狙そ撃げきを受けたら……」

「安心しろ、先ほどから聞こえる銃声はすべてこちらのものだ、あいつらには、もう弾が無いに違いない」

「しかし……」

　食い下がる西にし原はらに向かって教祖は声を荒げた。

「私がかまわん、と言っているのだ！　今戦っているソルジャーどもに喝かつを入れるためにも私が出る！」

　西原は、黙って頭を下げた。




「結ゆう城きさん……この子……」

　点てん滴てきを受けていた女の子の様子がおかしいのを見た花はな美みが結城を呼んだ。

　結城は、すぐにその子の首筋に手を当てて脈を見た。

　その子は、銃で撃たれて、さっき男の子が抱いて運び込んできた子だった。

「だめだな……点滴を外してくれ」

　花美は驚いた。

「そんな！　だって、まだ息があります！　死んでません！」

　結城は低い声で言った。

「助かる人間を優先的に助けなくちゃいけないんだ……点滴も薬品も残り少ない……ここでこの子に点滴を与えても助かるかどうかわからない、でも、この点滴を与えれば確実に助かる人間がいるんだ、そっちを優先しなきゃいけないんだ」

「そんな……ひどい……人を助けるのが医者じゃないんですか！」

　結城は搾しぼり出すように言った。

「そうだ、人を死から救うのが仕事だ、でもその前に一人でも多くの、という言葉がついている。人の生死を判別するなんて神様にしか許されちゃいない。でも……それが必要なら、それをやらなくちゃいけないんだ！　僕はきっと後悔するだろう、一生このことを背せ負おって自分を責めながら生きていくだろうな……さあ、点滴を外してくれ」

　花美は震える手で女の子の手を握り締めた。

　体温を失いつつあるその手は冷たかった。

「私……できません！　だって……この子……まだ生きてる！　生きたいって言ってる！　私……この子知ってるんです、まだ十五歳さいなんですよ！　十五年しか生きてないのに！」

　結城は黙って少女の手を取った。

　そして小さく首を振った。

「……死んだよ」

「うそ……」

　花はな美みは握っていた手の脈を取った。

　さっきまでかすかに触れていた鼓こ動どうが止まっていた。

「さあ、次の負傷者が待ってる、ここで感傷にひたっている場合じゃない……」

　花美は顔を上げた。

　結ゆう城きをなじるつもりだった。

　しかし、花美にはそれができなかった。

　花美は見た。結城の目にいっぱいたまった涙を……。

　そのとき、食堂の中に外のスピーカーから教きよう祖その声が流れ込んできた。

『今こそ復活の時は来た！　目覚めよ！　私のかわいい下しも僕べたちよ。生あるものに死を、形あるものに破壊を、光あるものに闇やみを！　尽きることの無い殺さつ戮りくへの衝動のままに生きよ！　わが前に生いけ贄にえを奉げよ！』

　その声を聞いたとき、食堂の壁際にもたれていたソルジャーたち……朝のうちに負傷して収容された軽傷のソルジャーの中の五、六人がよろよろと立ち上がった。

　呆ぼう然ぜんとしている花美と結城の目の前で、そいつらは、床に寝ている重傷者を蹴けりつけ、置いてある点てん滴てき台を倒し、手当たり次第に暴れ始めた。

「おい！　何をするんだ！」

「だれか来てくれ！」

　結城は、壁際に座り込んでいた他ほかのソルジャーたちも、同じように、よろよろと立ちあがり始めるのを見た。

　全身から、冷や汗が流れ出したのがわかった。

　……こいつらは暗示をかけられていたんだ。教祖の声を聞いて暴れるように。

　僕たちが負傷者を放っておけないことを、あいつらは逆さか手てに取ったんだ……これだけの人数が暴れたら、とても押さえきれない！

　そのとき、結城の見ている前で、後から立ちあがったソルジャーたちが、暴れている連中にとびかかった。

「何をする！　こいつらは敵だ！　敵を滅ぼせ！」

　わめくソルジャーに向かって、後ろから飛びかかったソルジャーが叫んだ。

「この人たちは……敵じゃない……仲間だ！」

　形勢は一気に逆転した。

　暴れていたソルジャーたちは、次々に取り押さえられていくが、ソルジャーの一人が隙すきを見て厨ちゆう房ぼうに逃げこんだ。

「おい！」

　あとを追って厨ちゆう房ぼうのドアをあけた結ゆう城きは、中から飛び出してきたそいつにあと少しで刺されるところだった。

　狂気に目を光らせたそいつは手に持った包ほう丁ちようを振りまわした。

「死だ！　教きよう祖そさまのお言葉を今こそお前らに！」

　わけのわからないことをわめきながら、そいつは食堂に走り込んだ、そして一番近くにいた花はな美みに視線を止めた。

　花美はどうしていいかわからなかった。恐怖心より、非現実感が花美の行動力を奪っていた。

「千ち高だかくんあぶない！　逃げるんだ！」

　結城の声が聞こえるが、それがなんのことなのかわからなかった。

　ソルジャーは花美に駆かけ寄ると、包丁を振り上げた。

　そのとき、だれかがそのソルジャーに飛びついた。そのシルエットは小こ柄がらな少年だった。

　入り口から、騒ぎを聞きつけた警戒員が飛び込んできたのと、ソルジャーの振り下ろした包丁が、その少年の背中に突き立つのは、ほぼ同時だった。

　背中に包丁を突き立てられたまま少年はソルジャーにしがみついていた。

「離せ！　このやろう！」

　ソルジャーはわめきながら少年をふりほどこうとしたが、その少年はしがみついた腕を離そうとはしない。

　身体からだの自由が効かなくなったソルジャーが警戒員に取り押さえられるのに時間はかからなかった。

　少年に駆け寄った花美はその少年の顔を見て驚いた。それは、一番最初にケーキを渡した、そして花美にしがみついて泣いたあの少年だった。

　抱き起こした少年の背中の包丁の傷から血が噴ふき出した。

　あたたかな鮮せん血けつが花美の膝ひざの上を濡ぬらしていく。

「しっかりして！　死んじゃだめ！」

　少年はうっすらと目を開けた。

「かあ……さん……死んじゃ……いや……だ」

　それきりその少年は目を閉じなかった。

　花美は、少年の頭を膝に載のせたまま石のように動かなかった。

　やがて、外から教祖の声が聞こえてきた。

『……一切を破壊せよ！　我々の前に立ち塞ふさがるものすべてを！　血を恐れるな！　死を恐れるな！　その手で敵の心臓をえぐりだし、浄じよう化かの炎ほのおで焼き尽くす、その時まで！……』

　花美は、膝の上に載せていた少年の頭をそっと床に置くと、その額ひたいに手を当てた。

　少年には体温が残っていた。

　花はな美みは、こみあげてくる涙を、じっとこらえながら立ちあがった。

　右の袖そででぐい、と涙をぬぐうと、声の聞こえてくる方向を一いつ瞬しゆん見て、そして走り出した。

「あ、おい、千ち高だかくん！」

　結ゆう城きの声も何も耳に入らなかった。

　花美は、血まみれの姿のまま、階段を駆かけ上がった。




　その頃、放送室では、瀬せ見みがメインの電源回路に取りつけてあった短たん絡らくスイッチを確認していた。

　それは、ソーラーパネルで発電される直流を、家庭用電源と同じ交流に変換するメインコンバーターに過電流を流し、コンバーターの回路を破壊するためのスイッチだった。

　最後のとき、瀬見は自分が今まで維持してきたこのキャンプのソーラーシステムのすべてを破壊するつもりだった。

　……メインヒューズを破壊してしまえば、専門知識の無いあいつらに、ここをよみがえらせることは不可能だ。最後の最後まで守りぬいて……どうしようもなくなったそのとき。俺は自分の手でこのシステムに引いん導どうを渡してやろう……。

　コンソールの前に座って、そんなことを考えていた瀬見の目の前で、突然ドアが開いた。

　瀬見の目の前に立っていたのは、半身に返り血を浴びた花美だった。

「千高くん！」

　花美は、何も言わずにコンソールに駆けよると、全館放送のスイッチをいれてマイクを取った。




　ショウは、屋上の一角に積み上げられた砂袋の間に身をひそめて小銃を構えていた。

　残った弾丸は三発。

　いや、三発じゃない一発だ。その一発がすべてを決めるんだ……俺おれと……そしてこのキャンプにいるすべての人間の運命を……。

　ショウは手のひらににじむ汗を、横の砂袋でぬぐうと、狙そ撃げき用のスコープを覗のぞいた。

　緑色のシャツを着た一団が、一台の四輪駆く動どう車を取り巻いているのが見える。

　その四輪駆く動どう車の屋根に取りつけられたスピーカーからは、ずっと教きよう祖そがソルジャーたちをけしかける扇せん動どう的な言葉が流れ出している。

　あいつらは、選ばれし者の親しん衛えい隊たいだ……間違い無い、きっとあの車に教祖が乗っているんだ。

　顔を出せ……ほんのちょっとでいい、顔を出すんだ！

　そのとき、屋上の屋外スピーカーがカリカリという雑音を立て始めた。

　……放送？　こんなときにか？

　ショウが見上げたスピーカーから流れ出したのは花美の声だった。

『もうやめて…やめてください……なぜ？　なぜ私たちが殺しあわなきゃいけないの？　私たちはこんなことのために生き残ったの？　殺しあうために、二年前の地獄を生き延びたって言うの？　違うよね、絶対に違うよね。お父とうさんやお母かあさんや……弟や妹や……友達が死んでいったよね……みんな……みんな死んじゃったよね、でも、その人たちはどんな思いで死んでいったのか考えたことある？　お父さんやお母さんは、生き残った私たちを恨うらんで死んでいったんじゃないのよ。きっと……きっと、生きろって……生き延びてくれって言いたかったに違いないの。だから……殺しちゃだめなんだ。死んじゃだめなんだ。絶対にだめなんだ……』

　その声は静かだった。

　四輪駆く動どう車の屋根に取りつけられたスピーカーから流れる教きよう祖その演説とは正反対のその声は、ゆっくりと、しかし確実に心にしみ込んでくるような気がした。

　一いつ瞬しゆん、空白が訪れた。

　攻せめ寄せるソルジャーたちと、防戦する警戒員の双そう方ほうに、空白の時間が通り過ぎた。

　何人かのソルジャーは、自分の持つ武器を見て、それが武器だということに初めて気がついたような顔をした。




　その空白を叩たたき割ったのは、激しい銃声だった。

　正門の脇わきに停まっている四輪駆動車の脇わきに立った男が、屋上に設置してある屋外スピーカーを狙ねらって自動小銃を乱射し始めたのだ。

　何発もの銃弾が、ショウの頭の上を飛び越して、屋外スピーカーの付近に着弾する。

　プラスチック製のラウドスピーカーが、バラバラになって飛び散り、花はな美みの声がそこで途切れたとき、ショウは、花美が撃たれたような気がした。

　そのとき、ショウが覗のぞいているスコープの中に、車の窓が開き、白い服を着た男が顔を出したのが映った。

　その男は銃を構えた男に何か指示をあたえている。

　間違い無い！　教祖だ！

　ショウは、スコープの中央に切られた黒い十字の線の中央にその男の顔を持ってきた。

　二百メートル以上離れたその男の顔がスコープの中で揺れる。

　あせるな！　バカ！……ちくしょう！　なんでこんなとき、手が震えるんだよ！

　ショウは息を止めた。

　スコープの中の画像が一瞬ゆがんだ。

　それは、瞬またたきもせずに見つめ続けているショウの眼球の表面にある涙の皮ひ膜まくが、ゆっくりと落ちていくために起こる現象だった。

　十字の線の中央に竜りゆうがいた。

　自分の中の内なる竜に支配された男。
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　あいつこそが俺おれの倒すべき竜りゆうだ！

　やがて、十字の線の揺れがとまった。

　今だ！

　ショウは引き金を引いた。

　銃声は聞こえなかった。

　ただ、正面から銃を蹴け飛とばされたような反動が銃じゆう床しようを当てていた肩に伝わってきたことしか感じなかった。




　その弾丸は、教きよう祖そがマイクを取り上げようとしたそのとき、車のリヤシートに命中した。

　ほんの十センチ。

　ほんの一いつ瞬しゆん前。

　教祖の頭が存在していた空間を、ショウの放った弾丸は通過していた。

　マイクを取るために教祖が屈かがみこまなければ、ショウの狙撃は成功していただろう。




　自分の脇わきに開いた穴を見た教祖は、一瞬呆ぼう然ぜんとしたあとで、ものすごい形ぎよう相そうになってキャンプの建物をにらみつけた。

　マイクを取り上げた教祖は絶叫した。

『焼けぇえええ！　焼き尽くせぇ！　火は清らかだ！　すべてのものに完全なる破壊をもたらせぇええ！』




　失敗だったんだ！

　その声を聞いたショウは絶望的な思いのまま、その場に座り込んだ。

　俺おれは……責任が果たせなかった。

　やっぱり俺はヒーローなんかじゃなかったんだ。

　ショウは横に積んであった砂袋を思いきり殴なぐりつけた。

　悔しかった。

　自分が情けなかった。

　全身に爪つめを立てて血まみれになるまでかきむしりたくなるぐらいに自分が情けなかった。

　銃声と、怒ど号ごうと、物が破壊される音が入り交じる中で、屋上に座り込んだショウは、絶望で震える両手の握りこぶしを見た。




　俺たちは……負ける。

　俺のせいで……みんな死ぬんだ。




　耳に突き刺った女の子の悲鳴が、ショウを現実に引き戻した。

　……花はな美み？

　そうだ……俺にはまだ、やることがある！

　最後の最後まで、俺には、やらなくちゃいけないことがあったんだ！

　顔をあげたとき、ショウは、まわりに響き渡る怒号と破壊音に交じって、想像すらしていなかった音を聞いたような気がした。

　まさか……そんなバカな！

　自分の耳を疑ったそのとき、もう一度その音が聞こえた。

　ショウは立ちあがると、屋上を北に走った。

　砂袋の隙すき間まから外を見る。

　焼け野原の中の一本、黒い煙が立ち昇っているのが見える。

　力強く湧わき立つその黒い煙は動いていた。

　あの煙の下にあるのは……確か西せい武ぶ線だ！

　そして、ショウは聞いた。

　それは力強い蒸気機関車の汽き笛てきだった。

　なんで……蒸気機関車が走っているんだ？

　一体だれがあんなものを動かしているんだ？

　ショウの脳のう裏りに、前まえ橋ばしのコミュニティのリーダー玉たま城しろの言葉が浮かんだ。

『鉄道を使ったルートは俺おれも考えていた、機関車も確保してあるしな……』

　そうか！　そうだったんだ！

　ショウは階段から階下に向かって叫んだ。

「みんな！　応援だ！　前橋から応援がきたぞ！」




　黒煙と白い蒸気とともに西せい武ぶ線の線路の上を驀ばく進しんしてきた機関車に、ショウは見覚えがあった。

　……あれは確か、秩ちち父ぶ鉄道で観光用に列車を引いて走っていた蒸気機関車だ。

　その蒸気機関車は、前に数両の貨車を押しながら戦場の真まっ只ただ中なかに飛びこんできて、ブレーキ音とともに停車した。

　先頭の貨車の上には、六輪の装甲車が載のせられており、さらにその後ろの貨車には、自衛隊の装備を身に付けた完全武装の前橋キャンプのメンバーたちが乗っていた。

　前橋のメンバーたちが貨車から飛び降りるのを見た選ばれし者たちの親衛隊の何人かが、フェンスの側から銃を撃った。

　そのとき、貨車の上からくぐもった破は裂れつ音が響き、何かが発射された。

　それは、放物線を描いて飛来し、親衛隊たちの真中で爆発した。

　無防備に密集していた親衛隊は、その爆発で壊滅状態になった。

　十五、六人が倒れ、そして負傷しなかった連中は、みんな持っていた武器や銃を投げ捨てて逃げ始めたのだ。

　屋上からそれを見ていたショウは、その爆発の正体に気がついた。

　あれは……グレネードランチャーとかいう武器に違いない。サバイバルゲームの本などで読んだことがある。

　総崩くずれになった親衛隊と、爆発を見て、勝ち目は無いと判断したのだろう。正門の脇わきにいた幹部連中が、停めてあった四輪駆く動どう車に逃げ込むのが見えた。

　ショウは思わず叫んだ。

「逃がすな！　あいつらの中に教きよう祖そがいるんだ！　逃がしちゃだめだ！」

　ショウの言葉を聞いていたかのように、先頭の貨車に搭とう載さいされていた装そう輪りん装甲車から機関砲が撃たれた。

　それは、いままでこの場所に響いていた小銃の銃声とは違い、もっと重く、そして鋭い破裂音だった。

　逃げてゆく三台の四輪駆動車に向けてオレンジ色の曳えい光こう弾が飛んでゆくのが見えた。

　先頭のランドクルーザーのまわりに土つち埃ぼこりが立ち上がるのと同時に、そのランドクルーザーは見えない巨人が殴なぐりつけたかのように浮き上がり、粉ふん砕さいされたドアや部品を飛び散らせてひっくり返った。

　二台めはあわてて方向を変えようとしたが、こいつも機関砲の弾幕に包まれて文字通り粉砕された。

　最後に残ったのは、濃いグリーンに塗られたレンジローバーだった。

　そいつは、その場に急停止した。

　やがて、運転席のドアが開いて、運転手らしい男が転ころがるように出てきてそのままそいつは走り出した。

　車から小さな銃声が連続して響き、運転手が倒れるのが見えた。

　しばらくして、そのレンジローバーから教きよう祖その声が流れ始めた。

『諸君、話し合おうではないか、諸君らのその装備さえあれば、君たちはもっともっと大きな、そして確実な力を手に入れることができるのだ、ともに、この黄昏たそがれの世界で王国を創つくろうではないか、私は君たちに永遠の繁栄と…』

　装そう甲こう車から放たれた機関砲が、教祖の演説に対する返事だった、

　レンジローバーのまわりに着弾した機関砲弾が一メートルほどの高さの土煙を上げるのと同時に教祖の演説が途切れた。

　数十秒の沈黙のあと、突然レンジローバーが走り出し、教祖の声が響いた。

『力の何たるかを理解しない俗物め！　今、この時代が何のためにあるのかを理解しないクズどもめ！　すべての常識から解き放たれた真なる新世界が見えないのか！』

　機関砲が、再び火を吐はいた。

　演説は、金属が裂さける音と、そしてガソリンに引いん火かした爆発音によって途切れ、そして沈黙した。

　その瞬しゆん間かん。その場に空白の時間が訪れた。

　たった今まで抵抗していた選ばれし者たちが、呆ぼう然ぜんとしてしまったからだ。

　気がつくとショウは静寂の中にいた。

　さっきまで聞こえていた銃声と怒ど号ごうと叫びがすべて消えていた。

　今、ショウの耳に届くのは、風の音と、炎えん上じようする教祖の車の音と、西せい武ぶ線の上に停止している蒸気機関車から聞こえる蒸気の音だけだった。

　それは、組織的な抵抗が終わりを告げたことの証明だった。

　教祖が目の前であっけなく死んでいったという事実は、選ばれし者たちに衝しよう撃げき的な結果を与えたのだろう。

　前まえ橋ばしキャンプから来た連中が、呼び合う声を聞いたとき、ショウは我に返った。

　屋上から、武装解除されていくソルジャーたちを見下ろしてショウは、ぽつりとつぶやいた。

「終わったんだ……」

　屋上から階段を降りてきたショウは、三階の踊り場で瀬せ見みに会った。

　瀬せ見みは、ショウの顔を見ると、小さく微笑ほほえんだ。

「生きていたな」

「ええ、なんとか……それにしても、まさか前まえ橋ばしの連中が応援に来てくれるなんて思ってもいませんでした」

「とにかく彼らは来てくれたんだ、礼を言わなくちゃいけない、さあ出迎えよう」




　出迎えた瀬見に礼を言われた玉たま城しろは複雑な顔をした。

「そんなつもりはなかった……そう、昨日きのうまではな」

「昨日？」

「そうだ、昨日の夜、あんたのところから預かったガキどもが、突然いなくなったんだ。付き添そいの女の子たちと俺おれたちは必死にさがした……そうしたら……どこにいたと思う？」

　玉城は瀬見から目をそらした。

「線路だよ……あのガキどもは、手に手に棒っきれ持って、隊列組んで……線路の上を歩いてたんだ」

　ショウは驚いた

「線路の上を？……どこにいくつもりだったんでしょう？」

　玉城は黙った。

　そして瀬見を見つめた。

　その目に涙が浮かんだ、

「ここだよ！　あいつらはここに戻るつもりだったんだ！　俺たちに向かってあいつらは言った……ぼくたちは瀬見さんや栗くり野のさんを助けにいくんだ！　とな……あいつらはガキだ！　十歳さいにもなっちゃいない！　そのガキどもが助けに行こうとしてるのを見て、俺たちがほうっておけるわけないじゃないか！」

　玉城は涙をぬぐって続けた。

「そして、そのとき俺は気づいたんだ。子供たちが、助けようとするやつらってのは、いったいどんなやつらなんだろうと……子供たちに、そういった気持ちを持たせる連中ってのは、いったいどんなやつらなんだ……とな」

　玉城はまわりを見回した。

「ここは、群ぐん馬まよりひどい状態なんだな……生きてゆくだけでも大変だろう。他人のことなんか構っちゃいられないはずだ。なのに……お前らのところの子供は、みんな他人のことを考えてる……それに気がついたとき、俺は恥ずかしかった。無む性しように恥ずかしかったんだ！」




　瓦が礫れきを片付けている人間たちが、その匂においを嗅かいで立ち止まる姿を、ショウは屋上から見ていた。

　その、バターが焼けてゆく匂においは、焼けただれたバリケードの中に立ちこめる石油が焼けた臭においとは対照的だった。それは……平和の匂いだった。

　前まえ橋ばしキャンプの応援部隊が持ってきた物資の中に、バターとミルクを見つけた花はな美みは、何がなんでもケーキを焼くと言い張って聞かなかった。

　そんな手間がかかるものをつくらなくても……という瀬せ見みの提案は、目に涙を一杯にためた花美の前に敗やぶれ去った。

　……きっと今、あいつは、厨ちゆう房ぼうに入って思う存分ケーキを焼いているんだろうな。

　ショウは、くるくるぱたぱたと厨房の中を走り回る花はな美みの姿を思い浮かべて微笑ほほえんだ。




　平和の匂いは、東飛白キャンプの建物の中に広がっていった。

　会議室のテーブルを利用した仮ベッドの上に横たわっている、意識を失ったままの栗くり野のの肩の包ほう帯たいを取り替えていたとき、倫りん子こはその匂いを嗅かいだ。

　栗野を見ていた倫子の目に突然涙があふれた。

　なぜ、泣きたくなったのか倫子にはわからなかった。

　ただ、涙だけがあふれて止まらなかった。

　倫子はその場にしゃがみこんで両手で顔を覆おおった。




　その匂いは、その奥の重傷者用治療室にも漂ただよっていった。

　ベッドの上で、抗生物質の点てん滴てきを受けていた杉すぎ井いが、薄目を開けた。

　焦点の定まらない目で、天井を見上げた杉井は小さくつぶやいた。

「俺おれの……ぶん……とっといてくれよ……母かあさん……」




　二階の、元は研修室として使われていた和室の畳たたみの上で、座り込んだ望もち月づきが、額ひたいに包帯を巻いている女の子に文句を言っていた。

「痛いてえなあ、もっとやさしくしてくれよ」

「何言ってるのよ！　もうちょっとで死んじゃうところだったんだよ！」

「だってよ、あそこで俺が食い止めなきゃ、お前たちやられてたんだぞ」

「わかってる！　そんなことわかってる！　でも……わたし、あんたに死んで欲しくなかったんだ！」

　女の子は、ぽろぽろ涙をこぼしながら包帯を巻き続けた。

「お前なあ、泣くか手当てするか、どっちかにしたらどうだ？」

　女の子の手が止まった。

　え？　という顔をして見上げた望月に、その女の子は抱きついた。

　包ほう帯たいが、ころころと畳たたみの上を転ころがった。

「じゃあ……泣いてやる！　わたし……泣いてやるんだ！」

　抱きついて泣き続ける女の子と望もち月づきを、平和の匂においが包んでいった。




　秋の夕暮れの中、平ひら山やま橋を渡る勤め帰りの車のヘッドライトとテールライトは、白と赤の点線のように見える。

　高台にある薬科大の正門から、富子市の市街を見下ろしていた木き梨なしは、一いつ瞬しゆん、クッキーが焼ける匂いを嗅かいだような気がした。

　突然立ち止まった木梨を香か織おりが見上げた。

「どうしたの？　コースイ」

「あ、いや、今クッキーを焼いたときのような匂いがしたんだ……」

「え？　クッキー？」

　香織は、その形の良い鼻をひくひくさせたあとで目を開いた。

「あ、ホントだ、クッキーの匂いだ……でも、なんでこんなところでこんな匂いがするんだろう？」

　夕日の照り返しで赤く染まっていく富子市の街並みを眺めながら、木梨はつぶやいた。

「なぜか……わからないけど……平和な匂いのような気がしてならないな」

　香織は、木梨の横に並んで、灯あかりがともり始めた紫むらさき色の夕暮れの街並みを眺めた。

　暮れてゆく秋の夕日の中に立つ二人を、バターの焼ける匂いが包んでいた。




　バックスクリーンの金網が長い影を落とす校庭を、夏なつ実みが走っていた。

　……あちゃー、もうこんな時間……立たつ也や、帰っちゃっただろうなあ。

　腕時計を確認して、夏実はため息をついた。

　ヘタに地区予選なんか勝ち進むモンじゃないわね、運が良かっただけなのに、妙みように勝っちゃったもんだから顧こ問もんの先生が急に入れ込んじゃったりして……。

　校門を走り出ようとしたとき、夏実は後ろから呼び止められた。

「あ、夏実くん！」

　振り返った夏実は驚いた。

「立たつ也や？　なんでこんなところにいるのよ！」

　立也は、微笑ほほえんだ。

「いつもは君が迎えに来てくれるけど、たまには僕の方から迎えに行こうと思ったんだ……迷めい惑わくだったかい？」

　夏実は首を振った。

「そんなことない！　そんなことないよ……」

　立也と付き合い始めて三ヶ月。

　それは、引っ込み思案の立たつ也やが、初めて見せた積極さだった。

　立也は、ほっとしたような顔をした。

「そうか、良かった、迷めい惑わくかな、と思って迷ってたんだ」

　夏なつ実みは微笑ほほえんだ。

「その、自信の無さが悪いんだよ、立也」

　立也はちょっと赤くなった。

　夕暮れの校門の前に立つ二人のまわりに、バターの焼ける匂においがたちこめていた。




　焼け跡の向こうに、大きな秋の夕日が沈んでいくのを、ショウは屋上から眺めていた。

　あの夕日の向こうに、何があるんだろう。

　そこに長い夜があることは間違いない。

　でも、いつか必ず夜は明ける。

　朝日が地上に差すそのとき、そこにいったい何が残されているんだろう？

　白骨の散らばる廃はい墟きよの野原だろうか？

　それとも、緑の草原や田畑だろうか？

　それを決めるのは……きっと俺おれたちなんだろうな。

　ショウの思いを断ち切るように後ろから声がした。

「おめでとう」

　ショウは声がしたほうにゆっくりと振り返った。

　そこに、あの爺じいさんがいた。

　ショウは、驚く顔も見せずにジャケットのポケットからモバイルを取り出して差し出した。

「ちょうどよかった、あんたにこれを返さなきゃ、と思っていたところだ」

　爺さんは面おも白しろそうな顔をした。

「いらんのかね？　それがあると、いろいろ便利かもしれんぞ」

「確かに便利かもしれない。でも、そいつが手元にある限り、俺はこの世界の人間じゃないような気がするんだ」

　爺さんは目を見開いた。

「帰るつもりはないのかね」

「どこに帰るって言うんだ？　俺の居場所はここなんだぜ」

　爺さんは笑った。

「そうか、お前さんは本当のファクターになるというわけじゃな……」

「ファクター？」

「そうじゃ、この世界の未来に対する決定的な差じゃ。この世界に存在していなかった人間が存在し続ける……因いん果が律りつに与える影響が、これほど大きなものもなかろう。よく決心してくれた」

「別にあんたのために決心したわけじゃないさ、それよりあんたはさっき俺おれにおめでとう、とかなんとか言ったよな、まさかこれでこの世界が全部うまくいくと言いたいわけじゃないだろうな」

　爺じいさんは、真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「反社会的な集団は、あれ一つではない。今この瞬しゆん間かんにも、あれと同様の、血と暴力にしか価値を求めることのできないいくつもの集団が、奪うべきものを求めてこの地上のどこかを徘はい徊かいしている。しかし、今、とりあえずお前さんたちは生き抜いた。それは祝うべきことではないかね？」

　ショウはうなずいた。

「これで終わりじゃないってことなんだな」

　爺さんはうなずき返した。

「これが……始まりなのじゃ」

　ショウと爺さんは、しばらく無言で視線を交かわしていたが、やがて爺さんが視線を外して微笑ほほえんだ。

「おや……未み練れんの種が来よったぞ」

　振り返ると、そこに花はな美みが立って目を丸くしていた。

　爺さんは、花美に向かって微笑んだ。

「おじょうさん、あんた……この男に生き返ってほしいかね？」

　花美は一いつ瞬しゆん息をのんだあとで大きくうなずいた。

「そうか、では、生き返らせてやろう、特別サービスじゃよ」

　爺さんは、そう言い残すと、芝しば居いがかった仕し草ぐさとともに消えた。

　花美は、爺さんの消えた場所を見て呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて我に返ると、ショウを見た。

　ショウは、そこに立ってやさしく微笑んでいた。

　花美は二、三歩近づいて、感触を確かめるようにショウの胸を触さわった。

「生きてる……よね……生きているんだよね」

　花美はショウに飛びついた、そして、両手に力を入れてショウの身体からだにしがみついた。

「生きてる……生きているんだ！」

「そうだ、俺は生きているんだよ」

　そう答えたショウは、今、自分が本当に生きているということを実感していた。




　俺の腕の中にあるもの。

　これこそが俺が生きてゆく目的なんだ。




　花はな美みは袋に入ったクッキーを差し出した。

「……私、やっと今、約束を果たせるんだね」

　ショウはその袋を手に取った。

　あの日と同じ暖かさが伝わってきた。

　そして、袋からたちのぼるバターの焼けた匂におい。

　それは、あの日と同じ匂いだった。

　そう、あの夜、俺おれに決意させたのも、この匂いだった。

　自分の居場所を創つくるために何かをしなくちゃならないということを気づかせてくれたのも、この匂いだったんだ。

　ショウの横顔を見つめて花美が言った。

「バースディケーキも作ったんだよ！」

　ショウは微笑ほほえんだ。

「へえ、すごいな、で？　だれの誕生日なんだ？」

　花美はびっくりしたように顔をあげた。

「だれって……今月はショウくんの誕生日じゃないの？」

「俺の誕生日は来月だぞ」

　花美の顔が、みるみるうちに真まっ赤かになった。

「私……また……ドジなことしちゃった」

　ショウは花美の頭に手を置いた。

「かまうもんか、そう、今日はれっきとした誕生日さ」

　花美は、え？　という顔をした。

　ショウは、顔をあげて屋上から見える景色をながめて言った。

「この世界の俺の誕生日なんだ」

　花美はショウの視線を追った。

　ショウは夕日を見ていた。

　その横顔を見ながら、花美はずっと昔これと同じ光景を見たことを思い出した。

　そうだ……あの日だ。

　私が生まれて初めてクッキーを焼いて……ショウくんのところに持っていった日だ。

　花美は、ぽつりと言った。

「こんな日が来ることを、私ずっと願ってきたんだよ……神様って……いるんだね」

　ショウは答えた。

「いるんじゃない、いたんだ。俺たちはもう神様無しでやっていかなくちゃならないんだ。神様がくれたのは可能性なんだ、生きるという可能性なんだよ、きっと」

　花美はうなずいた。

　ショウは世界を見ていた。

　すべてを真まっ赤かに染めてゆく夕日の中に広がる廃はい墟きよの世界を……。




　秋の終わりの夕日の中で、今、ひとつの未来が始まろうとしていた。
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　あとがき




　はじめまして、榎えのき野の英ひで彦ひこと申します。「時空のクロス・ロード　バースディは永遠に」いかがでしたでしょうか？

　作者でもない人間が「あとがき」を書いていることに少し驚かれたかもしれませんが、実を申しますと私は、このシリーズの第一巻である「時空のクロス・ロード　ピクニックは終末に」の原作となった第六回電撃ゲーム小説大賞最終選考落選作品の作者でして、いわばこの一連の作品世界の産うみの親です。

　今回、この「バースディは永遠に」で、ＡＢＣウィルス後の世界が完結する、ということで作者である鷹たか見み一かず幸ゆきくんから『作品世界の創造主として何かひとこと書いてください』と、頼まれまして、ここにこうやって駄だ文ぶんを書き散らしている次第ですが、作品世界の創造主などと言われると、身体からだのそこらじゅうに発ほつ疹しんが出そうな気がします。

　この「時空のクロス・ロード三部作」の中で、曲がりなりにも私が関わった、と言えるのは一作目だけで、あとはすべて鷹見くんのオリジナルです。

　しかし、作品世界の基本設定が他人のものだ、という理由で、この「時空のクロス・ロード」シリーズを低く評価する方がいらっしゃいます。

　これは私の個人的な考えなのですが、本の評価基準は「読んで面おも白しろかったか面白くなかったか」の一点しかないと思います。一人で書こうが四人で書こうがそれこそ三百人がランダムにキーボードを叩いて出た文字を順列組み合わせで文章にしたものであろうが、問題となるべきは本の内容であって、誰がどのように書いたかなどというのは、あんまり意味を持たないのではないかと思うのです。

　作者が書いた「あとがき」が真実である証拠はありません。「あとがき」もまた作者の作り上げた虚構だとしたら「リライト」という烙らく印いんの根拠は失われます。

　ひょっとしたら「原案者である榎えのき野の英ひで彦ひこ」なんて人間は、いなかったのかもしれません。

　ひょっとしたら「リライト者の鷹たか見み一かず幸ゆき」なんて人間は、いなかったのかもしれません。

　ひょっとしたら、この「時空のクロス・ロード」シリーズは、毎週毎週どこからともなくメールで送られてくる作者不明の原稿を、編集部がまとめて本にしたものなのかもしれません。

　誰が書こうとどんな形で書かれようと「面白いものは面白い」。

　そう、言い切る私は間違っているのでしょうか？

　映画やアニメーションのように、多くのスタッフが関わるメディアと、小説のように一人の作者が送り出すメディアとを同等に論ずるわけにはいかないとは思いますが、小説を、それらのメディアと同じエンタティメントの一種と考えたとき「作者名」は個人の名前ではなく、一種のブランド名と化すのではないかと思うのです。

「鷹見一幸」という名前が「面白いお話を書く人」という意味のブランドとなったとしたら、それは物書きにとって誇りであるのと同時に重大な責任を負うことになります。

　なぜならそのブランドで本を買う方は中身を読まずに「鷹見一幸」という名前だけで本を買ってくれる方だからです。その方々の信頼を裏切ることは許されません。

「鷹見一幸」という名前で書かれた本が世に出て、一年しか経っていません。

　しかし私は、鷹見くんならば必ず「確固としたブランド名」になれると思っています。

　次のシリーズは、どんな世界で、どんなお話なのでしょうか？

　それは私にもわかりません、皆様と一緒に、次なる「鷹見ワールド」に期待しましょう。





榎野　英彦












　あとがきのあとがき




　どうも、お久しぶりです鷹たか見み一かず幸ゆきと申します。

　今回の「あとがき」は原案者であり、私が「師し匠しよう」と呼んでいる榎えのき野の英ひで彦ひこ氏に書いていただきました。

　榎野氏の信条は「あとがき」に書かれたとおりです。

『誰が書こうと、どんな形で書かれようと、面おも白しろいものは面白い』

　物書きにとって、これはある意味とても怖い基準です。なぜならばそれは自分の名前は意味を持たないということだからです。ひっくりかえして言うならば「名前だけで本を売るな」ということなのだと思います。

　作家として歩き始めた私にとって、この言葉は決して忘れてはならない言葉だと思います。




「ピクニックは終末に」に始まったＡＢＣウィルス後の世界は、この「バースディは永遠に」をもって一応の完結を見ました。

「ピクニック」や「サマーキャンプ」に登場したキャラクターたちに、それなりの活躍の場を与え、それなりの結末を用意して、広げまくった風呂敷を畳む……つもりだったのですが、私の持つ風呂敷では、世界と、そしてその中を走り回る元気なキャラを包みきれなかったような気がします。

　この世界のお話はこれで終わります。いつか時間があれば、このお話の、さらに十年後の世界を書いてみたいな、などと思っておりますが妄もう想そうの域を出ていませんのであまり期待しないでください。




　最後に、勝手に名前を使わせていただいた「玉たま城しろ」様と「原はら」様。創作サイト「よみかく」の常連の皆様。常に私の一番最初の読者であり、貴重なアドバイスをくれる阿あ部べ夫妻。

　そして誰よりも「時空のクロス・ロード三部作シリーズ」を読んでいただいた、すべての方々に心よりのお礼を申し上げます。





鷹見一幸
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鷹たか見み一かず幸ゆき

自称、埼玉県在住の「物書き」。この『バースディは永遠に』が電撃文庫三冊目となる。先日「バカ売れしないけど、忘れられないようなお話を書きたいな」と言ったら編集さんに「じゃあ書いて」と、あっさり言われて悩む日々を送っているらしい。

※著者７才の時の造形作品。
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あんみつ草そう

１９７０年生まれ。小学５年の時、漫画家になろうと決意して今に至る。が、漫画よりイラストのお仕事が多くて人生分からんものだとちょっと戸惑い気味。最近のハマリものはＤＶＤ。










時じ空くうのクロス・ロード３




バースディは永えい遠えんに








鷹たか見み一かず幸ゆき
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